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問
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一

小
笠
原
返
還
に
お
け
る
核
持
ち
込
み
問
題

信　
　

夫　
　

隆　
　

司

は
じ
め
に

小
笠
原
返
還
か
ら
五
十
年

小
笠
原
は
一
九
六
八
年
六
月
に
本
土
に
復
帰
し
、
来
年
で
五
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
。
豊
か
な
自
然
が
残
り
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
園
で
あ
る
。
た
だ
、
今
か
ら
約
五
〇
年
前
の
小
笠
原
返
還
交
渉
の
記
録
を
紐
解
い

て
み
る
と
、
東
西
冷
戦
の
陰
が
見
え
隠
れ
す
る
。
小
笠
原
返
還
は
、
四
年
後
の
沖
縄
返
還
と
も
関
連
し
て
い
た
。

小
笠
原
返
還
交
渉
で
、
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
の
が
、
返
還
後
の
小
笠
原
に
、
緊
急
事
態
に
際
し
、
核
兵
器
を
貯
蔵
し
た
い
と
す
る
米

軍
部
の
意
向
を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
記
録
に
残
す
か
で
あ
っ
た
。
小
笠
原
核
持
ち
込
み
密
約
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
き

た
。
二
〇
一
〇
年
三
月
、
い
わ
ゆ
る
密
約
問
題
に
関
す
る
調
査
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
際
、
沖
縄
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
文
書
も
公
開
さ

論　

説

（
一
三
一
）
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二

れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
に
紹
介
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
、
小
笠
原
核
持
ち
込
み
密
約
の
存
在
を
示
唆
す
る
文
書
が
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
密
約
は
ア
メ
リ
カ
側
の
公
文
書
で
も
確
認
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
笠
原
核
持
ち
込
み
密
約
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
か
な
ら
ず
し
も
十
分
に
解
明
さ
れ
た
と
は
い
え
な

い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
先
行
研
究
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

先
行
研
究

小
笠
原
の
本
土
復
帰
問
題
を
い
ち
は
や
く
、
か
つ
、
詳
細
に
論
じ
た
の
が
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
で
あ
る
。
エ
ル
ド
リ
ッ

ヂ
は
、『
硫
黄
島
と
小
笠
原
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
』
を
著
し
た
。
緊
急
時
に
小
笠
原
に
核
を
持
ち
込
む
こ
と
に
関
す
る
三
木
武
夫
外
務
大

臣
と
Ｕ
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
駐
日
大
使
と
の
合
意
（
後
に
紹
介
す
る
「
討
議
の
記
録
」
で
あ
る
。）
の
全
文
が
同
書
に
掲
載
さ
れ
て

い
る

（
1
）

。
「
討
議
の
記
録
」
を
要
約
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
駐
日
大
使
が
、
返
還
後
の
小
笠
原
に
、
緊
急
事
態
の
際
、
核
兵

器
を
貯
蔵
し
た
い
旨
を
希
望
し
、
事
前
協
議
に
お
い
て
日
本
政
府
に
好
意
的
な
反
応
を
期
待
す
る
。
こ
れ
に
、
三
木
大
臣
は
、
こ
う
し
た

こ
と
は
事
前
協
議
の
対
象
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
協
議
に
応
じ
る
と
し
か
い
え
な
い
、
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
は
、
小
笠
原
返
還
協
定
調
印
の
直
前
に
な
り
、
核
問
題
が
主
な
理
由
で
、
調
印
式
が
四
月
五
日
ま
で
延
期
さ
れ

た
こ
と
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
協
議
の
後
、
三
木
は
口
頭
で
日
本
の
自
国
領
内
に
核
兵
器
を
許
さ
な
い
と
い
う
意
思
を
示
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
合
意

（
一
三
二
）
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三

の
条
件
を
確
か
め
る
声
明
で
応
じ
た
。
両
方
の
声
明
は
、
調
印
式
の
公
式
の
文
書
記
録
に
残
ら
な
い
と
の
条
件
で
行
わ
れ
た
。
後
に

覚
書
は
、
外
務
省
の
関
係
者
が
米
国
の
立
場
を
承
認
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
三
木
は
、
米
国
側
の
要
請
に
同
意
し

た
と
明
確
に
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
か
ら
救
わ
れ
た

（
2
）

。

た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
核
持
ち
込
み
に
つ
い
て
、
三
木
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
の
間
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
や

り
と
り
が
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

太
田
昌
克
は
、『
日
米
「
核
密
約
」
の
全
貌
』
で
、
小
笠
原
核
持
ち
込
み
密
約
問
題
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

し
か
も
三
木
は
、
上
記
の
「
口
頭
声
明
」﹇
注
：
本
稿
で
い
う
「
討
議
の
記
録
」
の
こ
と
。﹈
の
最
終
テ
キ
ス
ト
が
確
定
し
た
後
、
日

本
政
府
は
「
領
土
内
へ
の
核
の
持
ち
込
み
を
認
め
な
い
」
と
い
う
点
を
付
言
し
た
い
と
主
張
し
始
め
、
四
月
五
日
の
調
印
式
直
前
の

土
壇
場
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
や
国
務
省
幹
部
を
大
い
に
憤
慨
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
上
記
「
口
頭
声
明
」
の
公
式
テ
キ
ス
ト
と
は
別
に

三
木
が
口
頭
で
「
領
土
内
へ
の
核
の
持
ち
込
み
は
認
め
な
い
」
と
発
言
し
、
こ
れ
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
反
論
す
る
場
を
持
つ
こ
と
を
前

提
に
、「
口
頭
声
明
」
の
記
録
化
が
よ
う
や
く
図
ら
れ
た

（
3
）

。

「
討
議
の
記
録
」
が
確
定
し
た
後
、
三
木
が
日
本
領
土
内
に
核
持
ち
込
み
を
認
め
な
い
と
主
張
し
始
め
、
土
壇
場
で
の
協
議
の
末
、「
討

議
の
記
録
」
を
残
す
こ
と
で
決
着
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

中
島
琢
磨
は
、「
非
核
三
原
則
の
規
範
化　

一
九
七
〇
年
代
日
本
外
交
へ
の
道
程
」
と
い
う
論
文
で
、「
事
前
協
議
に
関
す
る
討
議
の
記

（
一
三
三
）
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録
」（
本
稿
で
い
う
「
討
議
の
記
録
」）
お
よ
び
「
事
前
協
議
に
関
す
る
討
議
の
記
録
を
補
足
す
る
口
頭
発
言
」
に
触
れ
、
こ
の
間
の
経
緯
の

解
明
に
よ
り
迫
っ
て
い
る
。

以
上
と
は
対
照
的
な
解
釈
を
し
て
い
る
の
が
、
真
崎
翔
『
核
密
約
問
題
か
ら
沖
縄
問
題
へ
』
で
あ
る
。「
討
議
の
記
録
」（
以
下
の
引
用

で
は
小
笠
原
議
事
録
と
呼
ば
れ
て
い
る
。）
に
つ
い
て
、
同
書
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
笠
原
議
事
録
は
後
に
変
更
が
加
え
ら
れ
、
日
本
に
よ
る
米
国
へ
の
責
任
転
嫁
を
許
さ
な
い
文
面
と
な
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
終
的
に
は
軍
部
の
主
張
通
り
、
日
本
の
意
思
に
関
係
な
く
返
還
後
の
小
笠
原
に
核
兵
器
を
貯
蔵
し
た
い

と
い
う
米
国
の
要
求
を
日
本
が
「
承
認
し
た
」
と
い
う
文
面
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る

（
4
）

。

真
崎
は
事
前
協
議
に
お
い
て
日
本
の
と
り
う
る
選
択
肢
を
分
類
し
て
い
る
。
右
は
、
事
前
協
議
を
実
施
し
な
い
場
合
の
う
ち
、
③
事
前

協
議
を
す
る
ま
で
も
な
く
許
可
す
る
に
あ
た
る
例
で
あ
る

（
5
）

。
後
述
の
よ
う
に
、
三
木
が
「
核
を
持
ち
込
ま
せ
ず
」
と
い
う
原
則
を
厳
格
に

適
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
と
は
、
正
反
対
の
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
。

本
稿
の
目
的

本
稿
は
、
以
上
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
小
笠
原
返
還
協
定
の
締
結
に
あ
た
り
、
緊
急
事
態
に
際
し
、
返
還
後
の
小
笠
原
に
核
を

持
ち
込
む
問
題
に
、
日
米
間
で
い
か
な
る
決
着
が
図
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
小
笠
原
返
還
協
定
締
結
時
、「
事
前
協
議
に
関
す
る
討
議
の
記
録
」
と
い
う
不
公
表

（
一
三
四
）
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五

文
書
が
作
成
さ
れ
、
三
木
大
臣
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
と
の
間
で
イ
ニ
シ
ア
ル
さ
れ
た
。
こ
の
文
書
に
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
非
常
事
態
の
際
、

小
笠
原
に
核
兵
器
の
貯
蔵
を
必
要
と
す
る
問
題
を
提
起
す
る
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
れ
ば
、
日
本
を
含
む
こ
の
地
域
の
安
全
に

と
っ
て
、
核
貯
蔵
は
不
可
欠
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
好
意
的
な
反
応
、
つ
ま
り
、
核
兵
器
の
貯
蔵
を
認
め
る
よ
う

期
待
す
る
。
こ
れ
に
、
三
木
大
臣
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
応
答
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
が
挙
げ
た
事
例
は
、
米
軍
の
装
備
の
重
要
な
変

更
に
あ
た
る
の
で
、
事
前
協
議
の
主
題
と
な
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
日
本
政
府
は
協
議
を
行
う
で
あ
ろ
う
と
し
か
言
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
討
議
の
記
録
」
の
文
言
が
確
定
し
、
小
笠
原
返
還
協
定
調
印
の
数
日
前
に
な
っ
て
、
三
木
大
臣
は
、
同
年
一
月

二
七
日
の
佐
藤
栄
作
総
理
の
施
政
方
針
演
説
に
言
及
す
る
必
要
性
を
主
張
し
始
め
る
。
佐
藤
は
、
こ
の
演
説
の
中
で
、
非
核
三
原
則
を
明

確
に
打
ち
出
し
て
い
た
。
こ
の
原
則
か
ら
す
れ
ば
、
返
還
後
の
小
笠
原
へ
の
核
貯
蔵
は
、「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
に
明
ら
か
に
反
す
る
。
三

木
は
、「
討
議
の
記
録
」
で
事
前
協
議
に
応
ず
る
と
し
た
立
場
を
翻
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
協
定
締
結
を
断
念
す
る
選
択

肢
を
も
考
慮
す
る
事
態
に
い
た
る
。

こ
の
問
題
は
、
結
局
、「（「
事
前
協
議
」
の
補
足
）
│
口
頭
」（
以
下
、「
口
頭
発
言
」
と
記
す
。）
と
い
う
新
た
な
文
書
が
作
成
さ
れ
、
決

着
を
み
た
。「
口
頭
発
言
」
の
内
容
は
以
下
で
あ
る
。
三
木
大
臣
は
先
の
佐
藤
総
理
の
施
政
方
針
演
説
（
非
核
三
原
則
）
に
言
及
す
る
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
こ
の
言
及
に
よ
っ
て
、
す
で
に
確
定
し
た
「
討
議
の
記
録
」
の
内
容
、
つ
ま
り
、
協
議
を
行
う
で
あ
ろ
う
と
の
三

木
大
臣
の
先
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
解
釈
を
示
す
。
三
木
大
臣
は
こ
れ
を
首
肯
す
る
。

こ
の
「
討
議
の
記
録
」
と
「
口
頭
発
言
」
と
い
う
二
つ
の
文
書
を
中
心
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
文
書
が
作
成
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
九
六
七
年
一
一
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
、
小
笠
原
返
還
が
決
ま
っ
た
当
時
、
米
政
府
内
で
小
笠
原
返
還
を

め
ぐ
り
い
か
な
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
小
笠
原
返
還
に
関
連
し
、
核
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
、

（
一
三
五
）
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六

国
会
で
ど
の
よ
う
な
応
酬
が
あ
っ
た
の
か
も
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
の
構
成

二
〇
一
〇
年
三
月
、
日
米
密
約
問
題
に
関
す
る
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
た
際
、
関
連
す
る
外
交
文
書
も
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
小

笠
原
へ
の
核
持
ち
込
み
密
約
を
示
唆
す
る
文
書
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
第
一
節
で
は
、
こ
の
密
約
が
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の

か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
二
節
で
は
、
小
笠
原
返
還
ま
で
の
経
緯
を
概
観
す
る
。
小
笠
原
返
還
の
決
定
に
い
た
る
ま
で
、
旧
島
民
に
よ
る
墓
参
、
損
害
補
償
、

帰
島
が
主
に
論
じ
ら
れ
、
返
還
は
そ
の
後
の
問
題
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
一
九
六
七
年
一
一
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
、
小
笠
原

返
還
が
決
定
さ
れ
る
。
同
会
談
で
の
も
っ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ
は
沖
縄
返
還
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
と
の
関
連
で
小

笠
原
返
還
が
決
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
経
緯
を
跡
付
け
て
お
き
た
い
。

第
三
節
は
、
小
笠
原
返
還
協
定
締
結
時
の
外
交
文
書
を
一
覧
す
る
。
と
り
わ
け
、「
討
議
の
記
録
」
お
よ
び
「
口
頭
発
言
」
は
、
本
稿

に
お
け
る
最
重
要
文
書
で
あ
る
。

第
四
節
で
は
、「
討
議
の
記
録
」
お
よ
び
「
口
頭
発
言
」
が
作
成
さ
れ
る
経
緯
を
分
析
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
文
書
に
込
め
ら

れ
た
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
五
節
で
は
、
小
笠
原
返
還
と
非
核
三
原
則
（
と
く
に
、
核
を
持
ち
込
ま
せ
ず
）
を
め
ぐ
る
国
会
で
の
議
論
の
展
開
を
た
ど
っ
て
み
る
。

三
木
大
臣
が
、
非
核
三
原
則
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
か
を
解
明
す
る
。

最
後
に
、
小
笠
原
核
持
ち
込
み
密
約
が
、
沖
縄
核
持
ち
込
み
密
約
へ
と
よ
り
明
確
な
形
で
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
本
稿

（
一
三
六
）
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を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
．
外
交
文
書
に
記
さ
れ
た
小
笠
原
核
持
ち
込
み
密
約

一
九
六
九
年
の
沖
縄
返
還
交
渉
で
は
、
緊
急
時
、
返
還
後
の
沖
縄
に
核
を
持
ち
込
む
問
題
を
ど
の
よ
う
に
決
着
さ
せ
る
の
か
が
、
一
一

月
の
日
米
首
脳
会
談
に
い
た
る
ま
で
、
最
大
の
懸
案
事
項
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
緊
急
時
に
、
返
還
後
の
沖
縄
へ
の
核
持
ち
込
み

を
日
本
側
が
何
等
か
の
形
で
認
め
る
よ
う
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
は
、
非
核
三
原
則
の
手
前
、「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
に
あ
か

ら
さ
ま
に
反
す
る
約
束
を
交
わ
す
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

結
局
、
こ
の
問
題
は
、
一
九
六
九
年
一
一
月
一
九
日
に
開
か
れ
た
佐
藤
栄
作
総
理
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と
の
首
脳
会
談

で
、
緊
急
時
の
核
持
ち
込
み
を
認
め
る
秘
密
合
意
議
事
録
へ
の
署
名
に
よ
っ
て
決
着
を
み
た
。
同
議
事
録
に
は
、
極
め
て
重
大
な
緊
急
事

態
が
生
じ
た
際
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
返
還
後
の
沖
縄
に
核
兵
器
を
持
ち
込
む
た
め
の
事
前
協
議
を
要
請
し
、
日
本
政
府
は
そ
の
必
要
を
み

た
す
と
記
さ
れ
て
い
る
。

同
議
事
録
の
存
在
お
よ
び
作
成
の
経
緯
は
、
佐
藤
総
理
の
密
使
を
つ
と
め
た
若
泉
敬
・
元
京
都
産
業
大
学
教
授
の
手
記
『
他
策
ナ
カ
リ

シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
』（
一
九
九
四
年
公
刊
）
に
よ
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る

（
6
）

。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
佐
藤
総
理
の
次
男
・
佐
藤

信
二
に
よ
っ
て
、
秘
密
合
意
議
事
録
の
現
物
が
公
開
さ
れ
、
同
書
の
記
述
が
完
全
に
裏
付
け
ら
れ
た

（
7
）

。

沖
縄
返
還
の
交
渉
過
程
を
記
し
た
一
九
六
九
年
の
外
交
記
録
に
、
一
九
六
八
年
四
月
、
小
笠
原
返
還
協
定
が
締
結
さ
れ
た
際
、
緊
急
事

態
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
側
が
返
還
後
の
小
笠
原
に
核
を
持
ち
込
む
取
決
め
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
い
く
つ
か
存
在
す

る
。
ま
ず
、
そ
れ
ら
の
記
録
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
一
三
七
）
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八

一
九
六
九
年
六
月
〜
八
月

六
月
四
日
、
愛
知
揆
一
外
務
大
臣
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
国
務
長
官
と
の
間
で
、
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
り
会
談
が
行
わ
れ
た
。
返

還
後
の
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
の
基
地
使
用
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
談
に
同
席
し
た
Ｕ
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
国

務
次
官
﹇
注
：
駐
日
大
使
か
ら
昇
格
﹈
は
、「
沖
縄
に
戦
術
核
兵
器
を
置
け
る
こ
と
は
抑
止
力
に
と
っ
てV

IT
A
L

な
り
」
と
発
言
。
さ

ら
に
、「
小
笠
原
返
還
の
際
緊
急
事
態
に
お
け
る
核
に
関
す
る
特
別
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
つ
き
話
し
合
い
、
完
全
に
満
足
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
が
一
応
合
意
に
達
し
た
。
し
か
し
沖
縄
に
つ
い
て
同
じ
方
式
を
と
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
核
に
つ
い
て
も
事
前
協
議
は
Ｎ
Ｏ
と

は
限
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る

（
8
）

。

八
月
四
日
、
東
郷
文
彦
ア
メ
リ
カ
局
長
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
在
京
米
大
使
館
公
使
（
沖
縄
返
還
交
渉
首
席
交
渉
官
）
と
の
間
で

沖
縄
返
還
交
渉
の
事
務
レ
ベ
ル
協
議
が
行
わ
れ
た
。
ス
ナ
イ
ダ
ー
公
使
は
、
先
の
愛
知
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
会
談
に
触
れ
、「
ジ
ョ
ン
ソ
ン
次

官
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
有
事
持
込
に
言
及
し
た
と
記
憶
す
る
が
、
小
笠
原
の
ケ
ー
ス
は
軍
は
極
め
て
不
満
で
あ
る
。
有
事
持
込
に
つ
い
て
何

か
更
に
考
へ
ら
れ
た
か
。」
と
質
問
し
て
い
る
。
こ
れ
に
、
東
郷
局
長
は
、「
之
は
考
へ
れ
ば
考
へ
る
程
む
つ
か
し
い
。
恐
ら
く
持
込
み
の

事
前
協
議
と
云
う
よ
り
はoption

の
事
前
協
議
と
云
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
又
使
用
と
云
う
こ
と
に
な
れ
ば
戦
闘
作
戦
行
動

で
あ
る
か
ら
そ
こ
で
ま
た
事
前
協
議
と
云
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
答
え
て
い
る

（
9
）

。「option

の
事
前
協
議
」
と
は
、
一
律
に

核
持
ち
込
み
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
い
か
な
る
場
合
に
核
持
ち
込
み
が
で
き
、
あ
る
い
は
、
で
き
な
い
か
、
そ
の
線
引
き

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

八
月
八
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
次
官
は
下
田
武
三
駐
米
大
使
と
ラ
ン
チ
を
と
も
に
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
下
田
が
核
の
問
題
を
取
り
上
げ
る

と
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
核
の
緊
急
時
貯
蔵
の
た
め
の
「
小
笠
原
方
式
」（B

onins form
ula

）
に
比
し
、
よ
り
効
果
的
か
つ
す
ぐ
れ
た
な
ん

（
一
三
八
）
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九

ら
か
の
方
式
を
必
要
と
す
る
と
述
べ
て
い
る

（
10
）

。

首
脳
会
談
直
前

佐
藤
総
理
の
訪
米
直
前
と
な
る
一
一
月
四
日
、
東
郷
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
会
談
で
、
東
郷
は
、
沖
縄
返
還
時
に
ア
メ
リ
カ
側
が
核
を
撤
去
す

る
と
し
て
も
、
非
常
時
の
際
、
返
還
後
の
沖
縄
に
ア
メ
リ
カ
側
が
核
を
持
ち
込
む
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
東
郷
は
、「
大
統
領
が
総
理

に
こ
の
点
を
質
問
す
れ
ば
自
分
の
見
る
と
こ
ろ
総
理
は
イ
エ
ス
と
言
は
れ
る
と
思
う
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
之
を
記
録
に
止
め
よ
う
と
云

う
こ
と
は
別
問
題
」
だ
と
し
て
、
記
録
を
残
す
こ
と
に
難
色
を
示
す
。
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
、「
非
常
時
持
込
の
問
題
に
つ
い
て
は
小
笠
原
の

場
合
よ
り
は
、
よ
り
明
確
な
話
を
期
待
す
る
と
思
う
。」
と
主
張
し
た

（
11
）

。
こ
の
後
、
佐
藤
総
理
と
ア
ー
ミ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
駐
日
大
使
と
の

会
談
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
佐
藤
総
理
が
マ
イ
ヤ
ー
大
使
に
小
笠
原
の
例
よ
り
も
明
確
な
話
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
あ
る
。

一
一
月
五
日
、
国
務
省
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ィ
ン
日
本
部
長
が
、
在
米
吉
野
文
六
臨
時
代
理
大
使
に
、
緊
急
時
に
お
け
る
沖
縄
へ
の
核

再
持
ち
込
み
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
内
話
し
て
い
る
。「
緊
急
持
ち
こ
み
を
ど
う
表
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ

の
よ
う
な
秘
密
協
定
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
一
〇
〇
％
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
い

（
12
）

。」

一
一
月
一
〇
日
の
東
郷
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
会
談
で
、
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
、
本
国
か
ら
の
訓
令
に
接
到
し
て
い
る
旨
明
か
し
て
い
る
。
訓
令
に

は
、
マ
イ
ヤ
ー
駐
日
大
使
か
ら
佐
藤
総
理
に
、「
首
脳
会
談
の
際
大
統
領
か
ら
有
事
の
際
核
に
つ
い
て
ど
う
さ
れ
る
か
と
い
う
質
問
が
あ

る
旨
伝
え
る
よ
う
に
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
、
私
見
と
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
及
び
口
頭
説
明
だ
け
で
こ
と
が
す
む
と
は

思
え
な
い
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
東
郷
は
、
暗
に
小
笠
原
返
還
時
の
際
を
想
起
す
る
が
如
き
様
子
で
あ
っ
た
、
と
の
印
象
を
受
け
た

（
13
）

。

（
一
三
九
）
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一
〇

以
上
の
日
米
の
公
文
書
の
記
述
か
ら
、
小
笠
原
返
還
交
渉
時
に
、
返
還
後
の
小
笠
原
へ
の
核
持
ち
込
み
に
関
し
、
な
ん
ら
か
の
秘
密
協

定
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
た
だ
、
こ
の
秘
密
協
定
に
、
ア
メ
リ
カ
側
、
と
り
わ
け
軍
部
は
満
足
し
て
い
な
い
。
沖
縄
返
還

交
渉
で
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
小
笠
原
方
式
よ
り
も
効
果
的
か
つ
す
ぐ
れ
た
方
式
を
日
本
側
に
求
め
て
い
た
。

二
．
小
笠
原
の
軍
事
的
価
値

小
笠
原
返
還
前
史

小
笠
原
返
還
の
歴
史
を
か
え
り
み
る
と
、
返
還
決
定
以
前
に
は
、
旧
島
民
に
よ
る
墓
参
問
題
、
帰
島
問
題
、
そ
し
て
、
損
害
補
償
問
題

が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。

一
九
五
七
年
九
月
二
三
日
の
藤
山
愛
一
郎
外
務
大
臣
と
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
国
務
長
官
と
の
会
談
で
、
ダ
レ
ス
は
、
帰
島

問
題
に
つ
い
て
研
究
し
た
結
果
、
否
定
的
で
あ
る
旨
を
藤
山
に
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
国
務
省
は
容
易
に
論
駁
さ
れ
な
い
の
で
あ
る

が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
軍
に
理
由
あ
り
と
の
結
論
に
達
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
軍
は
混
血
系
﹇
注
：
先
に
帰
島
を
ゆ
る
さ
れ
た
欧

米
系
の
人
々
を
指
し
て
い
る
。﹈
を
帰
え
し
た
こ
と
も
失
敗
で
あ
つ
た
と
考
え
て
お
り
、
右
はsecurity reason

に
由
る
も
の
で
あ
る
。」

と
説
明
し
て
い
る
。
補
償
に
つ
い
て
は
「
実
際
的
解
決
方
法
と
し
て
日
米
間
に
検
討
の
用
意
あ
り
。」
と
肯
定
的
で
あ
っ
た

（
14
）

。

ま
た
、
墓
参
に
つ
い
て
、
両
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
も
発
言
し
て

い
る
。

ダ
レ
ス　

軍
は
総
て
の
島
民
に
つ
き
全
島
に
亘
り
帰
島
反
対
で
あ
る
。
又
墓
地
に
つ
い
て
は
戦
争
に
よ
る
破
壊
や
其
の
後
の
ジ
ヤ
ン
グ

（
一
四
〇
）
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一
一

ル
化
に
よ
り
跡
形
も
な
い
と
言
つ
て
い
る
。

大
臣　

墓
地
が
な
く
な
つ
て
い
る
か
ら
墓
参
は
意
味
な
し
と
言
う
様
な
こ
と
は
日
本
政
府
は
言
え
る
道
理
は
な
い
。

ダ
レ
ス　

墓
地
の
検
分
に
日
本
政
府
の
代
表
を
送
つ
て
見
て
は
如
何
。

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン　

軍
は
日
本
政
府
代
表
を
送
るfacilities

は
な
い
と
言
つ
て
い
る
し
、
セ
キ
ユ
リ
テ
イ
の
関
係
か
ら
墓
参
の
た
め
の

出
入
を
許
す
こ
と
は
出
来
な
い

（
15
）

。

安
全
保
障
（security

）
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
帰
島
ど
こ
ろ
か
、
旧
島
民
の
墓
参
す
ら
も
許
さ
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
た
の

だ
。旧

島
民
の
帰
島
問
題
は
、
結
局
、
小
笠
原
返
還
ま
で
解
決
を
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
補
償
（
見
舞
金
の
支
払
い
）
は
、
一
九
六
一
年
六

月
、
六
〇
〇
万
ド
ル
の
支
払
い
で
決
着
を
み
て
い
る
。
た
だ
し
、
旧
島
民
の
帰
島
の
要
求
を
何
ら
害
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
墓
参
問
題
は
、
一
九
六
五
年
一
月
の
佐
藤
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
側
が
好
意
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
同
意

し
た
。
同
年
四
月
、
在
京
米
大
使
館
か
ら
外
務
省
に
、
島
民
代
表
の
墓
参
を
許
可
す
る
旨
の
通
報
が
あ
っ
た
。
一
九
六
五
年
五
月
お
よ
び

一
九
六
六
年
五
月
、
硫
黄
島
お
よ
び
父
島
、
母
島
に
、
そ
れ
ぞ
れ
墓
参
団
が
派
遣
さ
れ
て
い
る

（
16
）

。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
安
全
保
障
を
理
由
に

墓
参
さ
え
も
拒
否
し
て
い
た
が
、
そ
の
根
拠
が
、
一
九
六
五
年
に
は
薄
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

薄
れ
た
要
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。
ロ
バ
ー
ト
・
Ｓ
・
ノ
リ
ス
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
に
ポ
ラ
リ
ス
搭
載
の
潜
水
艦
就
航
が

お
お
き
な
要
因
の
よ
う
だ
。
核
弾
頭
ミ
サ
イ
ル
を
常
備
す
る
原
子
力
潜
水
艦
の
登
場
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
一
二
月
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦

が
、
太
平
洋
の
監
視
任
務
を
お
び
、
は
じ
め
て
グ
ア
ム
を
出
航
し
た
と
い
う
。
同
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
の
間
に
、
父
島
か
ら
最
後
の
レ

（
一
四
一
）
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一
二

ギ
ュ
ラ
ス
（
潜
水
艦
発
射
用
の
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
）
が
撤
去
さ
れ
、
小
笠
原
か
ら
完
全
に
核
が
撤
去
さ
れ
た

（
17
）

。
旧
島
民
の
墓
参
が
許
さ
れ
た

の
は
、
小
笠
原
か
ら
核
が
撤
去
さ
れ
た
す
ぐ
後
だ
っ
た
。

小
笠
原
返
還
を
め
ぐ
る
日
米
共
同
声
明

旧
島
民
の
墓
参
問
題
に
関
連
し
、
一
九
六
五
年
一
月
お
よ
び
一
九
六
七
年
一
一
月
の
佐
藤
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
の
共
同
声
明
を
確
認
し

て
お
こ
う
。

一
九
六
五
年
一
月
、
佐
藤
総
理
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
初
の
首
脳
会
談
が
開
か
れ
、
共
同
声
明
第
一
一
項
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

大
統
領
と
総
理
大
臣
は
、
琉
球
及
び
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
米
国
の
軍
事
施
設
が
極
東
の
安
全
の
た
め
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め

た
。
総
理
大
臣
は
、
こ
れ
ら
の
諸
島
の
施
政
権
が
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
日
本
へ
返
還
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
願
望
を
表
明
し
、
さ

ら
に
、
琉
球
諸
島
の
住
民
の
自
治
の
拡
大
及
び
福
祉
の
一
層
の
向
上
に
対
し
深
い
関
心
を
表
明
し
た
。
大
統
領
は
、
施
政
権
返
還
に

対
す
る
日
本
の
政
府
及
び
国
民
の
願
望
に
対
し
て
理
解
を
示
し
、
極
東
に
お
け
る
自
由
世
界
の
安
全
保
障
上
の
利
益
が
、
こ
の
願
望

の
実
現
を
許
す
日
を
待
望
し
て
い
る
と
述
べ
た
。（
中
略
）
大
統
領
は
、
旧
小
笠
原
島
民
の
代
表
の
墓
参
を
好
意
的
に
検
討
す
る
こ

と
に
つ
い
て
同
意
し
た

（
18
）

。

こ
の
共
同
声
明
で
は
、
大
統
領
が
、「
極
東
に
お
け
る
自
由
世
界
の
安
全
保
障
の
利
益
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
そ
の
利
益

（
一
四
二
）
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一
三

が
そ
こ
な
わ
れ
な
い
状
態
が
実
現
し
て
は
じ
め
て
、
施
政
権
の
返
還
が
可
能
に
な
る
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
施
政
権
の
返
還
は
、

極
東
情
勢
の
変
化
待
ち
で
あ
る
。

一
九
六
七
年
一
一
月
の
日
米
共
同
声
明
第
七
項
に
は
、
小
笠
原
返
還
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

総
理
大
臣
と
大
統
領
は
、
小
笠
原
諸
島
の
地
位
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
日
米
両
国
共
通
の
安
全
保
障
上
の
利
益
は
こ
れ
ら
諸
島
の
施

政
権
を
日
本
に
返
還
す
る
た
め
の
取
決
め
に
お
い
て
満
た
し
う
る
こ
と
に
意
見
が
一
致
し
た
。
よ
つ
て
、
両
者
は
、
こ
れ
ら
諸
島
の

日
本
へ
の
早
期
復
帰
を
こ
の
地
域
の
安
全
を
そ
こ
な
う
こ
と
な
く
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
決
め
に
関
し
、
両
国
政
府
が
直
ち

に
協
議
に
入
る
こ
と
に
合
意
し
た

（
19
）

。

こ
の
中
で
、「
日
米
両
国
共
通
の
安
全
保
障
上
の
利
益
は
こ
れ
ら
諸
島
の
施
政
権
を
日
本
に
返
還
す
る
た
め
の
取
決
め
に
お
い
て
満
た

し
う
る
」
と
の
文
言
が
あ
る
。
外
務
省
が
準
備
し
た
「
沖
縄
、
小
笠
原
問
題
に
関
す
る
擬
問
擬
答
」（
改
訂
版
）
に
よ
れ
ば
、「
安
全
保
障

上
の
利
益
を
害
な
う
こ
と
な
く
小
笠
原
の
返
還
を
取
り
決
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
に
過
ぎ
」
な
い
と
あ
る

（
20
）

。
こ
の
利
益

は
、「
日
米
両
国
の
共
通
の
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
地
域
の
安
全
を
担
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
上
の
利
益
が
そ
こ
な
わ

れ
な
い
、
と
判
断
し
た
こ
と
に
な
る
。

小
笠
原
の
返
還
要
求

補
償
問
題
、
墓
参
問
題
も
決
着
し
、
残
る
は
帰
島
問
題
お
よ
び
返
還
問
題
と
な
っ
た
。
一
九
六
七
年
六
月
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
、

（
一
四
三
）
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三
木
外
務
大
臣
は
、
直
ち
に
小
笠
原
の
全
面
返
還
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
過
渡
的
に
、
で
き
る
だ
け
全
面
返
還
に
近
づ
け
る
処
置
と
し
て
、

小
笠
原
の
帰
島
問
題
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
発
言
し
て
い
る

（
21
）

。
帰
島
が
先
で
、
返
還
は
そ
の
後
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
返

還
問
題
が
前
面
に
出
て
く
る
。

日
本
側
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
小
笠
原
の
全
面
返
還
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
旧
島
民
の
墓
参
も
ゆ
る
さ
れ
、
小
笠
原

の
軍
事
的
価
値
に
、
日
本
側
も
疑
問
を
い
だ
き
始
め
て
い
た
。
一
九
六
七
年
五
月
末
に
開
か
れ
た
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
（
い
わ
ゆ

る
2
プ
ラ
ス
2
）
の
小
委
員
会
で
、
日
本
側
は
小
笠
原
諸
島
の
軍
事
的
価
値
の
評
価
を
ア
メ
リ
カ
側
に
求
め
た
。
こ
れ
を
受
け
、
統
合
参

謀
本
部
は“M

ilitary U
tility of the B

onins ”

と
題
す
る
六
月
二
九
日
付
の
報
告
書
を
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
に
提
出
し

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
小
笠
原
諸
島
の
軍
事
的
価
値
は
き
わ
だ
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
現
行
の
軍
事
活
動
の
レ
ベ
ル
だ
け
で
、
基

地
の
価
値
は
評
価
で
き
な
い
。
現
時
点
の
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
情
勢
は
不
安
定
で
あ
り
、
小
笠
原
諸
島
の
施
政
権
を
日
本
に
返
還
で
き
な

い
、
と
記
さ
れ
て
い
た

（
22
）

。

日
本
側
が
正
式
に
小
笠
原
の
返
還
要
求
を
し
た
の
は
、
一
九
六
七
年
七
月
一
五
日
の
三
木
大
臣
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
と
の
会
談
に
お
い

て
で
あ
っ
た

（
23
）

。
そ
の
後
、
同
年
九
月
の
三
木
大
臣
の
訪
米
、
一
一
月
の
佐
藤
総
理
の
訪
米
へ
と
続
き
、
最
終
的
に
佐
藤
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会

談
で
、
小
笠
原
の
返
還
が
決
ま
る
。

も
ち
ろ
ん
、
日
米
間
に
小
笠
原
返
還
問
題
だ
け
が
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
の
領
土
問
題
で
あ
る
沖
縄
返
還
に
向

け
、
返
還
時
期
と
い
う
時
間
的
要
素
を
共
同
声
明
の
中
に
ど
れ
だ
け
盛
り
込
め
る
か
、
ま
た
、
日
本
政
府
が
ア
メ
リ
カ
側
の
要
請
（
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
へ
の
支
持
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
経
済
援
助
の
拡
大
、
国
際
収
支
の
改
善
等
）
に
ど
れ
だ
け
応
え
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
な
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
沖
縄
返
還
と
切
り
離
す
形
で
、
小
笠
原
返
還
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
一
四
四
）



小
笠
原
返
還
に
お
け
る
核
持
ち
込
み
問
題
（
信
夫
）

一
五

ア
メ
リ
カ
政
府
内
の
議
論

小
笠
原
の
返
還
を
め
ぐ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
後
の
小
笠
原
核

持
ち
込
み
密
約
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
か
ら
だ
。

一
〇
月
下
旬
、
一
一
月
の
佐
藤
訪
米
に
向
け
、
共
同
声
明
の
調
整
が
進
ん
で
い
た
。
小
笠
原
返
還
に
直
接
関
連
す
る
国
務
省
、
国
防
省
、

統
合
参
謀
本
部
の
考
え
は
、
ほ
ぼ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
国
務
省
お
よ
び
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
は
小
笠
原
の
返
還
に
賛
成
の
立

場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
統
合
参
謀
本
部
は
、
小
笠
原
の
現
状
維
持
が
望
ま
し
い
と
し
、
次
善
の
策
と
し
て
、
少
な
く
と
も
、
父
島

と
硫
黄
島
の
保
有
を
主
張
し
て
い
た

（
24
）

。

前
述
の
よ
う
に
、
小
笠
原
の
核
兵
器
は
す
で
に
撤
去
さ
れ
、
将
来
、
核
を
貯
蔵
す
る
計
画
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
デ
ィ
ー
ン
・
ラ
ス
ク

国
務
長
官
お
よ
び
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
は
、
小
笠
原
返
還
に
あ
た
り
、
核
貯
蔵
権
が
な
く
と
も
、
米
軍
の
立
場
は
な
ん
ら
そ
こ
な
わ
れ

な
い
と
考
え
て
い
た

（
25
）

。

実
際
、
小
笠
原
諸
島
の
軍
事
施
設
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
。
一
九
六
七
年
六
月
三
〇
日
の
時
点
で
、
七
七
名
（
海
軍
三
三
名
、
空
軍

四
四
名
）
の
軍
人
が
常
駐
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
軍
属
が
五
八
名
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
統
合
参
謀
本
部
と
し
て
も
、
小
笠

原
の
軍
事
的
価
値
を
高
く
評
価
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
将
来
、
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
非
常
用
基

地
と
し
て
の
活
用
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（
26
）

。

東
京
で
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
日
本
側
は
全
島
一
括
返
還
を
要
求
し
て
お
り
、
安
全
保
障
上
の
明
確
な
根
拠
も

な
く
、
部
分
返
還
を
行
え
ば
、
小
笠
原
返
還
の
価
値
が
ひ
ど
く
そ
こ
な
わ
れ
る
、
と
部
分
返
還
に
懸
念
を
示
す
意
見
を
本
省
に
具
申
し
て

い
た

（
27
）

。
最
終
的
に
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
の
意
見
具
申
ど
お
り
、
小
笠
原
の
施
政
権
は
一
括
返
還
さ
れ
る
。

（
一
四
五
）
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一
六

小
笠
原
の
一
括
返
還
か
部
分
返
還
か
と
は
別
に
、
小
笠
原
に
お
け
る
将
来
の
核
貯
蔵
の
問
題
は
、
重
大
な
懸
案
事
項
と
し
て
首
脳
会
談

ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一
一
月
五
日
、
本
省
か
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
宛
の
訓
令
が
発
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
小
笠
原

の
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
側
と
し
て
は
、
小
笠
原
諸
島
へ
の
核
兵
器
の
配
備
の
必
要
性
が
差

し
迫
っ
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
、
起
り
う
る
非
常
事
態
に
備
え
、
小
笠
原
諸
島
に
関
す
る
協
議
に
お
い
て
、
核
配
備
の
問
題

を
協
議
す
る
権
利
を
留
保
す
る
旨
を
佐
藤
総
理
お
よ
び
三
木
大
臣
に
伝
え
る
こ
と
。
ま
た
、
小
笠
原
の
解
決
方
法
は
、
沖
縄
の
先
例
と
な

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と

（
28
）

。
こ
の
訓
令
は
、
統
合
参
謀
本
部
の
前
述
の
立
場
を
考
慮
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
敵
潜
水
艦
に
よ
る
脅
威
が
及
ぶ
事
態
、
お
よ
び
、
琉
球
・
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
核
兵
器
を
貯
蔵
で
き
な
い
事
態
へ
の
対
処

が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
小
笠
原
に
対
潜
水
艦
兵
器
の
貯
蔵
が
必
要
と
な
る
緊
急
事
態
に
備
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
日
本

側
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
了
解
を
得
る
か
、
そ
の
方
法
が
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、
こ
う
し
た

要
請
に
好
意
的
考
慮
を
払
う
こ
と
を
日
本
政
府
が
な
ん
ら
か
の
形
で
保
証
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
理
論
的
に
は
、
日
本

側
が
事
前
協
議
を
放
棄
す
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
て
い
た

（
29
）

。

一
一
月
五
日
の
訓
令
を
受
け
、
翌
六
日
、
三
木
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
が
開
か
れ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
小
笠
原
へ
の
核
貯
蔵
を
説
明
す
る

と
、
三
木
は
明
ら
か
に
動
揺
を
示
し
た
と
い
う
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
三
木
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
た
。
小
笠
原
に
関
す
る
共
同
声
明
の
発
出

に
先
立
ち
、
ま
た
、
発
出
の
条
件
と
し
て
、
小
笠
原
に
お
け
る
核
兵
器
に
関
す
る
同
意
を
日
本
側
に
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
側
は
、
小
笠
原
返
還
に
関
す
る
詳
細
な
交
渉
が
行
わ
れ
る
際
、
現
行
の
安
全
保
障
条
約
の
枠
組
み
で
、
本
件
を
日
本
側
に
提
起

し
、
協
議
し
た
上
、
合
意
に
達
す
る
こ
と
を
希
望
す
る

（
30
）

。

小
笠
原
へ
の
核
持
ち
込
み
問
題
を
ど
の
よ
う
な
形
に
お
さ
め
る
の
か
、
小
笠
原
返
還
協
定
交
渉
の
主
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

（
一
四
六
）



小
笠
原
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還
に
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ち
込
み
問
題
（
信
夫
）

一
七

三
．
小
笠
原
返
還
に
関
す
る
文
書

文
書
一
覧

小
笠
原
返
還
協
定
調
印
時
に
、
日
米
間
で
ど
の
よ
う
な
文
書
が
交
わ
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
全
体
像
を
示
す

文
書
が
、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
残
さ
れ
て
い
る
。
同
大
学
出
身
の
三
木
武
夫
元
総
理
の
関
連
文
書
で
あ
る
。
三
木
は
、

一
九
六
六
年
一
二
月
か
ら
一
九
六
八
年
一
〇
月
ま
で
外
務
大
臣
を
つ
と
め
た
。
一
九
六
七
年
一
一
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
小
笠
原
返
還
が

決
ま
り
、
翌
六
八
年
四
月
の
小
笠
原
返
還
協
定
の
署
名
に
い
た
る
時
期
、
外
務
省
の
最
高
首
脳
と
し
て
陣
頭
指
揮
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

同
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
三
木
武
夫
文
書
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
外
交
記
録
公
開
で
は
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文

書
館
や
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
図
書
館
で
も
非
公
開
と
な
っ
て
い
る
文
書
が
存
在
す
る

（
31
）

。
三
木
文
書
を
手
が
か
り
に
、
ま
ず
、
小
笠
原
返
還

協
定
締
結
時
に
い
か
な
る
文
書
が
日
米
間
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

三
木
文
書
の
中
に
、﹇
小
笠
原
返
還
﹈
と
い
う
表
題
で
「
目
次
」
と
い
う
文
書
が
存
在
す
る

（
32
）

。
小
笠
原
返
還
協
定
署
名
時
に
、
日
米
間

で
交
わ
さ
れ
た
文
書
の
一
覧
で
あ
る
。
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
．
小
笠
原
諸
島
返
還
協
定　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
表
）　

署
名

二
．
摺
鉢
山
記
念
碑
に
関
す
る
外
務
大
臣
書
簡　

　
　
　
　
　
　
（
公
表
）　

署
名

三
．
先
例
問
題
に
関
す
る
外
務
大
臣
発
言　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
公
表
）

（
一
四
七
）
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一
八

四
．
在
小
笠
原
動
産
購
入
に
関
す
る
外
務
大
臣
発
言　

　
　
　
　
（
不
公
表
）

五
．
事
前
協
議
に
関
す
る
討
議
の
記
録　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
公
表
）「
イ
ニ
シ
ア
ル
」

六
．
事
前
協
議
に
関
す
る
討
議
の
記
録
を
補
足
す
る
口
頭
発
言　
（
不
公
表
）

七
．
施
設
区
域
に
関
す
る
合
同
委
員
会
議
事
録　

　
　
　
　
　
　
（
不
公
表
）「
イ
ニ
シ
ア
ル
」

全
部
で
七
つ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
。
最
初
の
ふ
た
つ
の
文
書
に
は
、「
公
表
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
外
務
省
が
編
纂
す
る

条
約
集
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
五
文
書
は
不
公
表
と
あ
る
。
返
還
後
の
小
笠
原
へ
の
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
文
書
は
、
五
．
と

六
．
で
あ
る
。
手
書
き
の
文
書
で
、
筆
跡
か
ら
、
東
郷
ア
メ
リ
カ
局
長
が
英
文
か
ら
日
本
語
に
翻
訳
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
よ

う
に
、「
事
前
協
議
に
関
す
る
討
議
の
記
録
」
を
「
討
議
の
記
録
」、「
事
前
協
議
に
関
す
る
討
議
の
記
録
を
補
足
す
る
口
頭
発
言
」
を

「
口
頭
発
言
」
と
記
す
。

「
討
議
の
記
録
」
に
、「
イ
ニ
シ
ア
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
小
笠
原
返
還
協
定
へ
の
署
名
が
行
わ
れ
た
一
九
六
八
年
四
月
五
日
、
三
木

外
務
大
臣
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
と
の
間
で
イ
ニ
シ
ア
ル
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
文
書
は
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
以
下
、
そ
の
ま
ま
記
し
て
お
く
。
な
お
、「
討
議
の
記
録
」
の
英
文
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

大
統
領
図
書
館
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
両
文
書
の
趣
旨
に
変
わ
り
は
な
い

（
33
）

。

「
討
議
の
記
録
」

（
事
前
協
議
）
│
討
議
の
記
録

（
一
四
八
）
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笠
原
返
還
に
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核
持
ち
込
み
問
題
（
信
夫
）

一
九

本
日
の
小
笠
原
諸
島
返
還
協
定
署
名
に
先
立
ち
、
外
務
大
臣
と
米
大
使
と
の
間
に
次
の
発
言
が
交
さ
れ
た
。

大
使
│
小
笠
原
或
は
火
山
列
島
に
核
兵
器
貯
蔵
を
必
要
と
す
る
様
な
非
常
事
態
生
起
の
際
は
、
米
国
は
此
の
問
題
を
日
本
政
府
に
提
起

し
、
こ
の
様
な
申
出
は
日
本
を
含
む
此
の
地
域
の
死
活
の
安
全
に
不
可
缺
の
場
合
で
な
け
れ
ば
為
さ
れ
ぬ
こ
と
に
鑑
み
、
日
本
政
府
の
好

意
的
な
反
応
を
期
待
す
る
で
あ
ろ
う
。

大
臣
│
安
保
条
約
第
六
條
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
に
従
い
、
日
本
に
在
る
米
軍
の
装
備
の
重
要
な
変
更
は
、
非
常
事
態
も
含
み
、
日

本
政
府
と
の
事
前
協
議
の
主
題
と
さ
れ
て
い
る
。
貴
大
使
の
言
は
れ
た
事
例
は
正
し
く
右
の
事
前
協
議
の
主
題
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
際
本
大
臣
は
、
貴
大
使
の
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
、
日
本
政
府
は
協
議
を
行
う
で
あ
ろ
う
と
し
か
申
上
げ
ら
れ
な
い

（
34
）

。

「
口
頭
発
言
」

（「
事
前
協
議
」
の
補
足
）
│
口
頭

大
臣
│
こ
の
際
核
政
策
に
対
す
る
日
本
政
府
の
立
場
に
つ
い
て
の
最
近
の
公
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。
佐
藤
総
理

は
一
月
二
十
七
日
の
今
國
会
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
、「
わ
れ
わ
れ
は
核
兵
器
の
絶
滅
を
念
願
し
、
自
ら
も
あ
え
て
こ
れ
を
保
有
せ

ず
、
そ
の
持
込
み
も
許
さ
な
い
決
意
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

大
使
│
私
は
貴
大
臣
の
言
及
さ
れ
た
総
理
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
よ
く
承
知
し
て
い
ま
す
。
貴
大
臣
が
こ
れ
に
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
、

私
が
挙
げ
た
よ
う
な
場
合
に
、
日
本
政
府
は
安
保
條
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
協
議
を
行
う
で
あ
ろ
う
と
云
う
貴
大
臣
の
前
の
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
し
ま
す
。

大
臣
│
然
り

（
35
）

。

（
一
四
九
）
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二
〇

「
討
議
の
記
録
」「
口
頭
発
言
」
の
比
較

「
討
議
の
記
録
」
の
英
文
ド
ラ
フ
ト
は
、
日
米
双
方
に
残
さ
れ
て
い
る
。
日
本
側
に
残
さ
れ
て
い
る
同
案
の
日
付
は
、
一
九
六
八
年
三

月
一
九
日
と
な
っ
て
い
る

（
36
）

。
在
京
米
大
使
館
か
ら
本
省
に
送
ら
れ
た
同
案
の
文
面
は
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
発
電
は
三
月
二
一

日
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
月
二
〇
日
前
後
に
、「
討
議
の
記
録
」
の
文
案
が
確
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。

「
討
議
の
記
録
」
と
「
口
頭
発
言
」
を
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
、
非
常
時
、
返
還
後
の
小
笠
原

に
お
け
る
核
兵
器
貯
蔵
に
、
日
本
側
が
ど
の
よ
う
に
応
じ
る
か
で
あ
っ
た
。
小
笠
原
に
残
さ
れ
る
米
軍
施
設
の
取
り
扱
い
が
、
日
米
安
保

条
約
下
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
は
、
一
九
六
七
年
一
一
月
の
日
米
共
同
声
明
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
同
第
七
項
に
、「
総
理
大
臣
と
大
統
領

は
、
米
国
が
、
小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
両
国
共
通
の
安
全
保
障
上
必
要
な
軍
事
施
設
及
び
区
域
を
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の

相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
い
て
保
持
す
べ
き
こ
と
に
意
見
が
一
致
し
た
。」
と
あ
る
か
ら
だ
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
米

安
保
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
﹇
注
：
事
前
協
議
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。﹈
も
適
用
さ
れ
、
小
笠
原
へ
の
核
兵
器
貯
蔵

は
、
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
に
該
当
し
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
。

「
討
議
の
記
録
」
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
非
常
事
態
生
起
の
際
、
日
本
政
府
に
核
兵
器
貯
蔵
の
問
題
を
提
起
し
、
日
本
政
府
か
ら

好
意
的
な
反
応
を
期
待
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
三
木
大
臣
は
、
事
前
協
議
に
も
と
づ
き
、
協
議
を
行
う
と
し
か
述
べ
ら

れ
な
い
と
返
答
し
て
い
る
。
こ
の
文
面
か
ら
は
、
事
前
協
議
の
適
用
を
三
木
大
臣
は
述
べ
て
い
る
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
も
受
け
取
れ
る
。

「
口
頭
発
言
」
で
、
三
木
大
臣
は
、
ま
ず
、
一
九
六
八
年
一
月
二
八
日
の
佐
藤
総
理
の
施
政
方
針
演
説
に
触
れ
て
い
る
。
非
核
三
原
則

が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
佐
藤
総
理
に
よ
る
非
核
三
原
則
の
表
明
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、

先
の
「
討
議
の
記
録
」
の
内
容
に
変
更
は
な
い
と
の
解
釈
を
示
し
、
三
木
大
臣
も
「
然
り
」
と
応
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
口
頭
発

（
一
五
〇
）
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二
一

言
」
は
、「
討
議
の
記
録
」
を
確
認
し
た
だ
け
と
も
読
め
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
討
議
の
記
録
」
お
よ
び
「
口
頭
発
言
」
は
、
核
持
ち
込
み
と
は
何
か
を
理
解
す
る
上
で
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

い
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
文
書
は
、
沖
縄
返
還
交
渉
に
お
け
る
沖
縄
核
持
ち
込
み
密
約
へ
と
連
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
次
節
で
は
、「
討
議
の
記
録
」
お
よ
び
「
口
頭
発
言
」
が
作
成
さ
れ
た
経
緯
を
た
ど
り
た
い
。

四
．「
討
議
の
記
録
」「
口
頭
発
言
」
作
成
の
経
緯

核
持
ち
込
み
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
側
交
渉
方
針

一
九
六
七
年
一
二
月
二
二
日
付
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｐ
・
バ
ン
デ
ィ
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
担
当
国
務
次
官
補
か
ら
デ
ィ
ー
ン
・
ラ
ス
ク
国
務

長
官
宛
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
、
小
笠
原
返
還
協
定
交
渉
の
開
始
に
あ
た
り
、
在
京
米
大
使
館
宛
の
訓
令
案
が
記
さ
れ
て
い
る

（
37
）

。
実
際
、
こ

れ
が
在
京
米
大
使
館
宛
の
訓
令
と
な
る

（
38
）

。
こ
の
訓
令
に
も
と
づ
き
、
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
。
訓
令
に
よ
れ
ば
、
小
笠
原
の
核
持
ち
込
み
の

扱
い
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

小
笠
原
諸
島
に
核
兵
器
を
貯
蔵
し
、
使
用
す
る
権
利
を
で
き
れ
ば
確
保
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
に
日
本
側
が
敏
感
に
反
応
す

る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
現
時
点
に
お
い
て
、
核
兵
器
を
貯
蔵
す
る
た
め
に
、
小
笠
原
諸
島
を
使
用
す
る
緊
急
時
の
計

画
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
核
貯
蔵
権
に
日
本
側
の
同
意
を
得
る
こ
と
は
か
な
ら
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
側
の
利
益

に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
日
本
本
土
に
核
を
貯
蔵
す
る
こ
と
に
は
政
治
的
制
約
が
あ
り
、
小
笠
原
諸
島
に
同
様
の
制
約

が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
望
む
。
緊
急
事
態
の
際
、
核
兵
器
を
貯
蔵
す
る
た
め
、
小
笠
原
諸
島
を
使
用
す
る
こ
と
を
日
本
政
府
に
要
請
す

る
。
か
か
る
要
請
は
同
地
域
の
安
全
に
と
っ
て
不
可
欠
な
場
合
に
か
ぎ
り
行
わ
れ
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
側
は
日
本
政
府
か
ら
好
意
的
な
反

（
一
五
一
）
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二
二

応
を
期
待
す
る
。
ア
メ
リ
カ
側
の
こ
う
し
た
発
言
は
、
な
ん
ら
か
の
形
で
公
式
記
録
に
残
す
が
、
日
本
側
か
ら
返
答
を
求
め
る
つ
も
り
は

な
い
。

以
上
の
内
容
は
、
ア
メ
リ
カ
外
交
文
書
集
（F

R
U

S

）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
注
9
が
付
さ
れ
て
い
る

（
39
）

。
そ
れ
に

よ
る
と
、
一
二
月
、
太
平
洋
軍
最
高
司
令
官
は
統
合
参
謀
本
部
に
対
し
、
小
笠
原
諸
島
で
核
兵
器
を
貯
蔵
・
使
用
す
る
無
制
限
の
権
利
を

取
得
す
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
。
た
だ
、
統
合
参
謀
本
部
内
で
は
意
見
が
分
か
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
無
制
限
の
権
利
を
主
張
す
る
グ

ル
ー
プ
が
あ
る
一
方
、
将
来
、
核
兵
器
の
貯
蔵
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
い
た
っ
た
と
き
、
こ
の
問
題
を
協
議
す
る
こ
と
に

日
本
側
の
同
意
を
得
れ
ば
よ
い
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
結
局
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
は
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
の
考
え
を
採
用
し
た
。

同
長
官
同
様
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
国
務
次
官
も
、
こ
う
し
た
無
制
限
の
権
利
を
日
本
側
に
要
求
す
る
と
、
交
渉
が
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
い
、
日

米
関
係
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

三
木
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
（
一
九
六
七
年
一
二
月
二
八
日
）

一
二
月
二
八
日
、
将
来
、
核
貯
蔵
の
た
め
に
小
笠
原
を
使
用
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
三
木
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
通
訳
だ
け
を
伴
い
、

会
談
し
て
い
る
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
ま
ず
、
一
一
月
六
日
の
三
木
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
を
三
木
に
想
起
さ
せ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が

返
還
後
の
小
笠
原
に
核
を
持
ち
込
む
問
題
を
提
起
し
、
三
木
が
動
揺
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
訓
令
に
あ
る
小
笠
原

の
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
文
書
を
三
木
に
手
交
し
、
こ
の
文
書
に
日
本
政
府
の
返
答
は
期
待
し
な
い
旨
を
付
け
加
え
た

（
40
）

。

こ
れ
に
、
三
木
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
政
府
が
、
小
笠
原
で
核
兵
器
を
使
用
す
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
非
常
事
態

（
一
五
二
）
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二
三

は
、
日
本
の
利
益
に
も
深
く
関
与
す
る
こ
と
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
側
に
よ
る
核
貯
蔵
の
要
請
は
、
現
状
と
は
大
幅
に
異
な
る
雰
囲
気
で
検

討
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
核
貯
蔵
と
い
う
危
機
的
問
題
は
、
小
笠
原
と
い
っ
た
特
定
の
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
全
体
か
ら
考
慮
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
同
じ
日
本
で
、
地
域
に
よ
り
原
則
の
線
引
き
を
変
え
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た

文
書
が
リ
ー
ク
さ
れ
、
日
本
政
府
が
直
面
す
る
根
本
問
題
で
あ
る
沖
縄
返
還
交
渉
で
混
乱
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。
た
と
え
返
答

は
必
要
な
い
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
文
書
を
や
り
と
り
す
る
必
要
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

日
本
側
の
返
答
は
必
要
な
い
と
し
て
も
、
三
木
は
、
こ
う
し
た
文
書
を
公
式
記
録
に
残
す
こ
と
自
体
、
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

結
局
、
こ
の
件
は
、
あ
ら
た
め
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
六
八
年
一
月
四
日
付
の
国
務
省
か
ら
在
京
米
大
使
館
宛
の
電
報
に
は
、
核
問
題
と
小
笠
原
返
還
協
定
交
渉
に
つ
い
て
、
先
に
三
木

に
示
し
た
内
容
を
文
書
と
し
て
日
本
政
府
に
手
交
す
る
と
い
う
方
式
に
こ
だ
わ
ら
な
い
旨
が
示
さ
れ
て
い
る

（
41
）

。
三
木
が
示
唆
し
た
よ
う

に
、
リ
ー
ク
の
危
険
性
が
あ
る
な
ら
、
他
の
方
法
で
も
よ
い
と
い
う
の
だ
。
ア
メ
リ
カ
側
と
し
て
は
、
外
務
省
に
そ
う
し
た
記
録
の
コ

ピ
ー
が
保
管
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
側
の
立
場
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
部
分
に
括
弧
書

き
で
、「
お
そ
ら
く
一
九
六
〇
年
の
特
別
な
取
決
め
と
同
じ
よ
う
な
や
り
方
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
取
決
め
は
リ
ー
ク
さ
れ
て
い
な
い
。」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
時
の
朝
鮮
議
事
録
お
よ
び
討
議
の
記
録
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

（
42
）

。

「
討
議
の
記
録
」
の
作
成

そ
の
後
、
日
米
間
で
こ
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
か
、
か
な
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
バ
ン
デ
ィ
国
務
次
官
補
か
ら
ラ

ス
ク
国
務
長
官
宛
の
三
月
二
三
日
付
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
よ
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
小
笠
原
返
還
に
関
す
る
一
連
の
文
書
の
交
渉
が

（
一
五
三
）
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二
四

終
了
し
、
本
省
の
承
認
を
待
つ
の
み
の
状
況
に
あ
る
旨
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
文
書
の
中
に
、oral statem

ents on nuclear 

storage
が
存
在
す
る
。「
討
議
の
記
録
」
で
あ
る
。
同
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
よ
れ
ば
、
調
印
日
は
四
月
二
日
が
予
定
さ
れ
て
い
る

（
43
）

。

こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
、
小
笠
原
に
お
け
る
核
の
貯
蔵
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
側
は
緊
急
時
に
核
の
貯
蔵
を

日
本
政
府
に
要
請
し
、
日
本
政
府
の
好
意
的
な
反
応
が
期
待
さ
れ
る
。
日
本
政
府
は
、
か
か
る
状
況
下
で
、
日
米
安
保
条
約
の
事
前
協
議

に
入
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
日
本
側
の
好
意
的
な
反
応
を
期
待
す
る
と
の
提
案
に
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
利
点
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
と
い

う
の
も
、
核
貯
蔵
に
つ
い
て
日
本
側
が
協
議
に
入
る
こ
と
を
明
確
に
約
束
し
て
い
る
か
ら
だ
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
曰
く
、
日
本
側
は
こ
れ
ま
で

こ
う
し
た
立
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
避
け
て
き
た
と
い
う
。

三
月
二
五
日
付
の
国
務
省
発
在
京
米
大
使
館
宛
公
電
に
よ
れ
ば
、
調
印
式
で
交
わ
さ
れ
る
文
書
の
最
終
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
務

省
側
で
は
、
核
貯
蔵
に
関
す
る
三
木
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
発
言
は
文
書
化
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
文
書
の
機
密

指
定
が
い
か
な
る
も
の
に
な
る
か
を
在
京
米
大
使
館
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る

（
44
）

。
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
経
て
、
三
月
二
九
日
、
国
務
省

か
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
に
、
小
笠
原
返
還
協
定
（
関
連
文
書
を
含
め
）
を
締
結
し
、
署
名
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た

（
45
）

。
四
月
二
日
、
牛
場
信

彦
外
務
次
官
か
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
に
、
四
月
五
日
午
前
、
小
笠
原
返
還
協
定
を
承
認
す
る
閣
議
が
行
わ
れ
る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
牛

場
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
同
日
午
後
四
時
に
、
調
印
式
を
行
う
こ
と
で
合
意
す
る

（
46
）

。

三
木
大
臣
の
異
論

四
月
五
日
の
小
笠
原
返
還
協
定
調
印
に
向
け
、
す
べ
て
の
準
備
は
整
っ
た
か
に
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
調
印
式
の
日
時
を
定
め
た
四

（
一
五
四
）



小
笠
原
返
還
に
お
け
る
核
持
ち
込
み
問
題
（
信
夫
）

二
五

月
二
日
に
な
っ
て
、
三
木
大
臣
が
、「
討
議
の
記
録
」
を
残
す
こ
と
に
異
議
を
唱
え
始
め
る
こ
と
と
な
る
。
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
月
三
日
付
の
国
務
省
発
在
京
米
大
使
館
宛
公
電
で
、
バ
ン
デ
ィ
国
務
次
官
補
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

三
木
大
臣
は
、
小
笠
原
返
還
協
定
調
印
の
土
壇
場
に
な
っ
て
、
小
笠
原
返
還
の
取
決
め
、
と
り
わ
け
核
の
問
題
に
関
す
る
取
決
め
（「
討

議
の
記
録
」
を
指
す
。）
を
変
更
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
貴
使
（
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
）
と
同
様
、
当
方
に
も
い
や
な
後
味
が
残
っ
た
。
三
木
大

臣
は
、
一
月
二
七
日
の
佐
藤
総
理
の
施
政
方
針
演
説
（
非
核
三
原
則
）
に
言
及
す
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
三
木
の
発
言
を
受
け
入
れ
た
と

し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
側
が
望
み
う
る
最
大
限
の
こ
と
は
「
討
議
の
記
録
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
貴
使
の
考
え
と
同

様
、「
口
頭
発
言
」
は
な
い
方
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。
土
壇
場
に
な
っ
て
、
三
木
が
こ
の
方
式
（「
討
議
の
記
録
」）
を
み
だ
り
に
変
更
し
よ

う
と
す
る
な
ら
、
貴
使
が
小
笠
原
返
還
協
定
に
署
名
し
な
い
と
し
て
も
、
当
方
は
貴
使
を
全
面
的
に
支
持
す
る

（
47
）

。

さ
ら
に
、
こ
の
電
報
に
よ
る
と
、
バ
ン
デ
ィ
の
要
請
に
よ
り
、
四
月
二
日
夜
、
ス
ナ
イ
ダ
ー
日
本
部
長
が
下
田
駐
米
大
使
と
非
公
式
に

会
談
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
、
土
壇
場
に
な
っ
て
三
木
が
核
の
問
題
を
変
更
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
不
快
感
を
表
明

し
た
。
下
田
大
使
も
こ
の
事
態
に
驚
い
た
様
子
で
、
直
ち
に
牛
場
事
務
次
官
に
連
絡
す
る
と
述
べ
た
と
い
う
。

な
お
、
こ
の
点
に
関
す
る
日
本
側
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
四
月
二
日
、
下
田
大
使
の
公
邸
で
開
か
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
際
、
ス
ナ
イ

ダ
ー
は
、
非
常
に
思
い
つ
め
た
様
子
で
、
館
員
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
内
話
し
た
。

目
下
貴
大
臣
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
と
の
間
で
返
か
ん
後
の
オ
ガ
サ
ワ
ラ
に
対
す
る
核
原
則
の
適
用
問
題
に
関
連
し
て
話
合
い
が
行
き

づ
ま
つ
て
い
る
が
、
本
件
は
米
国
で
は
極
め
て
機
微
な
事
項
で
あ
り
、
せ
つ
か
く
こ
こ
ま
で
ま
と
ま
つ
た
交
渉
が
こ
の
段
階
で
御
破

（
一
五
五
）
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二
六

算
に
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
い
る
次
第
で
あ
り
、
バ
ン
デ
イ
次
官
補
も
事
態
を
深
く
い
う
慮
し
お
り
何
と
か
日
本
側
の
再
考
を
期
待

し
た
い

（
48
）

。

「
口
頭
発
言
」
作
成
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
に
も
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る

（
49
）

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
臣
の
補
足
発
言
の
件

（「
口
頭
発
言
」）
に
関
し
、
牛
場
次
官
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
と
の
間
で
協
議
が
行
わ
れ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
大
臣
の
意
見
と
し
て
の

発
言
を
、
別
添
案
の
よ
う
に
記
録
に
止
め
る
形
に
し
て
戴
き
た
い
と
要
請
し
て
い
る
。
別
添
案
と
は
以
下
で
あ
る
。

こ
の
際
誤
解
を
残
さ
な
い
た
め
、
本
大
臣
は
、
今
大
使
と
の
間
に
取
交
し
た
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
左
に
引
用
す
る
一
月
二
十
七
日

国
会
に
お
け
る
佐
藤
総
理
大
臣
の
施
政
方
針
演
説
中
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
矛
盾
す
る
も
の
と
は
考
へ
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し
、
之

を
記
録
に
止
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
三
原
則
引
用
」

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
三
木
大
臣
の
意
見
と
し
て
の
発
言
を
な
ぜ
記
録
と
し
て
残
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
牛
場
次
官
と
ジ
ョ
ン

ソ
ン
大
使
の
協
議
に
よ
る
と
、「
非
核
三
原
則
を
米
側
も
了
解
し
た
と
云
う
形
に
な
る
と
三
原
則
と
非
常
事
態
の
場
合
と
の
関
係
如
何
と

云
う
点
を
大
使
と
し
て
質
問
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
云
う
こ
と
に
な
る
」
か
ら
だ
と
い
う
。
小
笠
原
へ
の
核
貯
蔵
は
、
装
備
に
お
け
る
重
要

な
変
更
に
該
当
し
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
。
非
常
事
態
の
場
合
も
非
核
三
原
則
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
と
、
小
笠
原
に
核
兵
器
の

貯
蔵
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
を
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
質
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。
そ
の
場
合
、「
討
議
の
記
録
」

（
一
五
六
）
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二
七

で
は
、
三
木
大
臣
は
事
前
協
議
に
応
ず
る
と
し
か
い
え
な
い
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
別
添
案
が
「
口
頭
発
言
」
の
原
型
で
あ
る
。「
口
頭
発
言
」
で
は
、
三
木
大
臣
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
と
が
そ
れ
ぞ
れ
発
言
す
る
形

式
と
な
っ
た
。
別
添
案
で
は
、
非
核
三
原
則
を
明
ら
か
に
し
た
佐
藤
総
理
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
、
三
木
大
臣
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

（「
討
議
の
記
録
」
の
発
言
）
は
矛
盾
し
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
口
頭
発
言
」
で
は
、
三
木
大
臣
が
佐
藤
総
理
の
非
核
三
原

則
に
言
及
し
た
こ
と
は
、「
討
議
の
記
録
」
に
あ
る
三
木
大
臣
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
と
ジ
ョ

ン
ソ
ン
大
使
は
発
言
し
て
い
る
。
三
木
大
臣
は
、
こ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
の
発
言
を
首
肯
し
た
。

こ
の
微
妙
な
や
り
と
り
は
如
何
な
る
意
味
を
有
し
て
い
た
の
か
。
次
節
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

五
．
三
木
外
務
大
臣
の
国
会
答
弁

「
討
議
の
記
録
」
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
緊
急
時
に
、
小
笠
原
へ
の
核
貯
蔵
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
日
本
側
に
好
意
的
対
応
を

求
め
た
。
こ
れ
に
、
三
木
外
務
大
臣
は
、
現
時
点
で
は
、
事
前
協
議
に
応
じ
る
と
し
か
答
え
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。「
口
頭
発
言
」
で
、

三
木
大
臣
は
、
一
月
二
六
日
の
佐
藤
総
理
の
非
核
三
原
則
の
発
言
に
言
及
し
た
。
た
だ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
非
核
三
原
則
の
発
言
に

よ
っ
て
、「
討
議
の
記
録
」
に
お
け
る
三
木
大
臣
の
発
言
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
。
三
木
大
臣
も
こ
の
主
張
を
受
け
容
れ
て

い
る
。
こ
の
や
り
と
り
だ
け
で
は
、「
討
議
の
記
録
」
が
い
か
な
る
意
味
を
有
し
て
い
た
の
か
、
三
木
大
臣
は
「
口
頭
発
言
」
で
、
佐
藤

総
理
の
非
核
三
原
則
に
な
ぜ
言
及
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、「
討
議
の
記
録
」、
な
ら
び
に
、
こ
れ
を
補
足
す
る

「
口
頭
発
言
」
の
意
味
を
、
当
時
、
国
会
で
、
核
持
ち
込
み
問
題
お
よ
び
非
核
三
原
則
が
、
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
た
の
か
を
た
ど

り
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
。

（
一
五
七
）
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佐
藤
総
理
の
非
核
三
原
則
発
言

ま
ず
、
一
九
六
八
年
一
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
佐
藤
総
理
の
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、
非
核
三
原
則
が
ど
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
か
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

佐
藤
は
、「
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
重
要
な
政
治
の
課
題
に
触
れ
、
国
民
各
位
の
ご
理
解
を
得
た
い
」
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

ま
ず
第
一
に
、
二
十
世
紀
後
半
の
人
類
は
核
時
代
に
生
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
核
時
代
を
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
は
、
今
日
す
べ

て
の
国
家
に
共
通
し
た
課
題
で
あ
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
、
核
兵
器
の
絶
滅
を
念
願
し
、
み
ず
か
ら
も
あ
え
て
こ
れ
を
保
有
せ
ず
、
そ
の
持
ち
込
み
も
許
さ
な
い
決
意
で
あ
り

ま
す

（
50
）

。

こ
の
よ
う
に
、
非
常
に
明
確
に
非
核
三
原
則
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
佐
藤
が
こ
の
と
き
初
め
て
非
核
三
原
則
に
触
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
一
九
六
七
年
一
二
月
八
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
非
核
三
原
則
を
提
示
し
、
同
一
一
日
開
催
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
社
会
党

の
成
田
知
己
委
員
の
小
笠
原
返
還
に
関
す
る
質
問
に
答
え
る
形
で
、
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
討
論
の
様
子
を

追
っ
て
み
た
い
。

成
田
委
員
は
、「
い
ま
ま
で
の
御
答
弁
の
中
で
、
小
笠
原
で
は
核
保
有
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
核
持
ち
込
み
も
し
な
い
、
こ
う
答
弁

さ
れ
て
お
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
も
う
一
度
御
確
認
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
総
理
に
要
望
し
て
い
る
。
佐
藤
は
、「
本
土
方
式
と

（
一
五
八
）
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二
九

い
う
こ
と
は
、
た
だ
い
ま
の
も
し
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
こ
れ
は
事
前
協
議
の
対
象
に
な
る
、
か
よ
う
に
御
了
承
い
た
だ
き
ま

す
。」
と
答
え
た
。
ま
た
、
佐
藤
は
、
も
し
核
の
持
ち
込
み
を
す
る
な
ら
ば
、「
重
大
な
る
装
備
の
変
更
だ
か
ら
事
前
協
議
の
対
象
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
、
本
土
並
み
の
場
合
に
は
当
然
申
す
わ
け
で
す
。」
と
も
述
べ
て
い
る

（
51
）

。

こ
の
佐
藤
の
答
弁
に
、
成
田
は
納
得
し
な
か
っ
た
。
事
前
協
議
を
行
え
ば
、
イ
エ
ス
も
あ
れ
ば
ノ
ー
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

問
で
あ
る
。
成
田
は
、「
事
前
協
議
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
持
ち
込
み
を
許
し
得
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
、
こ
う
い
う
よ
う
に
も
と
れ
ま
す

か
ら
、
そ
う
い
う
誤
解
の
あ
る
よ
う
な
発
言
は
お
や
め
に
な
っ
て
、
持
ち
込
み
は
い
た
し
ま
せ
ん
、
そ
の
方
針
は
変
わ
ら
な
い
な
ら
変
わ

ら
な
い
と
、
こ
う
明
確
に
ひ
と
つ
断
言
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す

（
52
）

。」
と
畳
み
込
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
成
田
は
、
持
ち
込
ま
せ
な
い
と
は
、
返
還
さ
れ
た
地
域
に
、
新
た
に
核
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
も
し
あ
れ
ば

そ
れ
を
撤
去
さ
せ
る
と
い
う
意
味
か
と
問
う
て
い
る
。
佐
藤
は
、
小
笠
原
に
つ
い
て
本
土
並
み
だ
と
繰
り
返
す
と
と
も
に
、「
新
し
く
持

ち
込
む
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
、
ま
た
現
在
あ
る
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
も
の
の
撤
去
に
つ
い
て
も
十
分
折
衝
す
る
」
と
答
え
て
い
る

（
53
）

。

す
で
に
一
九
六
七
年
一
一
月
の
首
脳
会
談
で
、
小
笠
原
の
本
土
復
帰
は
決
ま
っ
て
お
り
、
近
々
、
返
還
協
定
の
交
渉
が
始
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
た
。
佐
藤
総
理
自
身
が
、
小
笠
原
に
核
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
と
の
趣
旨
の
答
弁
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
討
議
の
記
録
」
で
は
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
小
笠
原
へ
核
を
貯
蔵
し
た
い
旨
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
、
三
木
は
、
そ
れ
は
事
前
協
議
の

主
題
で
あ
り
、「
日
本
政
府
は
協
議
を
行
う
で
あ
ろ
う
と
し
か
申
上
げ
ら
れ
な
い
。」
と
答
え
て
い
る
。
事
前
協
議
に
応
ず
る
と
述
べ
る
こ

と
自
体
が
、
核
の
持
ち
込
み
を
認
め
る
可
能
性
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
小
笠
原
に
は
新
た
に
核
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
、
も
し
現
に
あ
れ
ば

撤
去
さ
せ
る
と
い
う
佐
藤
の
答
弁
と
は
食
い
違
う
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
一
二
月
一
一
日
の
予
算
委
員
会
の
審
議
で
は
、
小
笠
原
の
核
持
ち
込
み
に
関
し
、
主
に
佐
藤
総
理
が
答
弁
に
立
っ
て
い
る
。
三
木

（
一
五
九
）
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〇

外
務
大
臣
は
ほ
と
ん
ど
発
言
し
て
い
な
い
。
一
九
六
八
年
に
入
り
、
と
く
に
三
月
に
な
る
と
、
核
持
ち
込
み
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
三
木

大
臣
自
身
が
答
弁
に
立
つ
こ
と
と
な
る
。

核
持
ち
込
み
と
は
何
か

一
九
六
八
年
三
月
の
予
算
委
員
会
で
、
核
の
持
ち
込
み
と
は
い
か
な
る
意
味
か
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
持
ち
込
み
と
は
何
か
を
め

ぐ
っ
て
、
三
木
大
臣
自
身
が
何
度
も
答
弁
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
の
は
、
核
兵
器
の
貯
蔵
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
核
の
持

ち
込
み
に
あ
た
る
事
例
で
は
な
い
。
公
海
か
ら
公
海
に
核
兵
器
搭
載
艦
船
が
日
本
の
領
海
を
か
す
め
て
航
行
す
る
と
い
っ
た
場
合
で
あ
る
。

三
月
一
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
二
分
科
会
議
に
お
い
て
、
社
会
党
の
楢
崎
弥
之
助
分
科
員
は
、
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る

条
約
第
二
三
条
に
も
と
づ
き
、
核
装
備
艦
船
に
は
無
害
航
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
点
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
同
条
に
、「
軍
艦
が
領
海
の

通
航
に
関
す
る
沿
岸
国
の
規
則
を
遵
守
せ
ず
、
か
つ
、
そ
の
軍
艦
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
遵
守
の
要
請
を
無
視
し
た
場
合
に
は
、
沿
岸
国

は
、
そ
の
軍
艦
に
対
し
領
海
か
ら
退
去
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
あ
る
か
ら
だ
。
楢
崎
の
主
張
は
、「
国
内
法
で
も
そ

れ
が
で
き
る
の
に
、
ま
し
て
や
日
米
安
保
条
約
と
い
う
ア
メ
リ
カ
と
の
条
約
で
、
事
前
協
議
条
項
と
い
う
も
の
を
こ
れ
ほ
ど
き
び
し
く
し

て
お
る
な
ら
ば
、
そ
の
条
項
に
照
ら
し
て
、
核
装
備
艦
は
領
海
に
入
っ
て
は
困
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

こ
と
に
あ
っ
た

（
54
）

。

楢
崎
の
発
言
は
、
当
然
、
非
核
三
原
則
の
持
ち
込
ま
せ
ず
を
前
提
と
し
て
い
る
。
日
本
の
領
海
内
に
核
搭
載
艦
船
が
入
る
こ
と
は
、
結

局
、
持
ち
込
ま
せ
ず
に
抵
触
し
、
日
本
側
は
航
行
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
三
木
の
答
弁
は

以
下
で
あ
る
。

（
一
六
〇
）
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み
問
題
（
信
夫
）

三
一

事
前
協
議
を
厳
格
に
解
釈
し
た
い
と
考
え
て
お
る
論
者
の
私
は
一
人
な
ん
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ポ
ラ
リ
ス
の
場
合
に
お
い
て

も
、
た
だ
一
つ
の
公
海
か
ら
公
海
へ
通
り
抜
け
る
よ
う
な
場
合
は
、
こ
れ
は
や
は
り
当
然
に
国
際
法
の
慣
習
、
今
度
で
き
る
条
約
な

ど
に
も
そ
れ
を
認
め
ら
れ
て
お
る
。
し
か
し
、
沿
岸
を
通
り
抜
け
る
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
し
て
接
岸
し
な
く
て
も
、
停
泊
す
る
よ

う
な
形
で
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
が
領
海
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
前
協
議
の
対
象
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
す
う
っ
と
通
り

抜
け
る
よ
う
な
場
合
は
そ
れ
を
事
前
協
議
の
対
象
に
は
し
な
い

（
55
）

。

そ
の
他
に
も
、
野
党
側
は
、
公
海
か
ら
公
海
へ
抜
け
て
い
く
た
め
に
、
日
本
の
領
海
を
抜
け
て
い
く
よ
う
な
場
合
も
、
核
持
ち
込
み
に

あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問
し
て
い
る
。
こ
れ
に
、
三
木
は
、
宗
谷
海
峡
や
五
島
列
島
を
例
に
挙
げ
、
日
本
の
領
海
に
入
っ
て
く
る
意

図
で
は
な
く
、
公
海
か
ら
公
海
へ
通
り
抜
け
る
だ
け
の
場
合
は
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
核
持
ち
込
み
に
あ
た
ら
な
い
、
と
説
明
し
て

い
る

（
56
）

。
「
討
議
の
記
録
」「
口
頭
発
言
」
の
意
味

三
木
は
、
国
会
答
弁
を
通
じ
、
事
前
協
議
に
お
け
る
核
持
ち
込
み
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
核
搭
載
艦
船
の
寄
港
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
領
海
に
意
図
的
に
入
る
、
あ
る
い
は
、
停
泊
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
場
合
、
核
持
ち
込
み
に
あ
た
る
。
日
本
の
領
海
に
入
る

意
図
な
し
に
、
公
海
か
ら
公
海
へ
抜
け
る
よ
う
な
場
合
の
領
海
へ
の
立
ち
入
り
は
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
核
持
ち
込
み
で
は
な
い
、

と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

「
討
議
の
記
録
」
は
、
こ
う
し
た
微
妙
な
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
小
笠
原
へ
の
核
貯
蔵
と
い
う
、
明
白
に
「
装
備
に
お

（
一
六
一
）
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三
二

け
る
重
要
な
変
更
」
に
あ
た
る
場
合
で
あ
る
。
核
貯
蔵
は
事
前
協
議
の
対
象
と
な
り
、
非
核
三
原
則
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
れ
ば
、
事
前
協

議
に
さ
え
応
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
た
と
え
応
じ
た
と
し
て
も
ノ
ー
と
答
え
ざ
る
を
得
な
い
事
例
で
あ
る
。

「
口
頭
発
言
」
は
、
こ
う
し
た
国
会
で
の
審
議
を
踏
ま
え
、
事
前
協
議
あ
る
い
は
非
核
三
原
則
へ
の
三
木
の
強
い
意
思
を
表
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。「
口
頭
発
言
」
で
、
三
木
は
、
一
月
二
六
日
の
佐
藤
総
理
の
非
核
三
原
則
の
表
明
に
言
及
し
た
。
そ
の
意
図
は
、
こ
れ
ま
で

の
国
会
で
の
審
議
の
様
子
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
緊
急
時
と
い
え
ど
も
、
小
笠
原
へ
の
核
貯
蔵
は
、
非
核
三
原
則
に
反
し
、
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
討
議
の
記
録
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
覆
す
も
の
で
あ
っ
た
。「
討
議
の
記
録
」
で
は
、
日
本
側
は
少

な
く
と
も
事
前
協
議
に
は
応
じ
る
姿
勢
だ
っ
た
か
ら
だ
。
ア
メ
リ
カ
側
は
こ
れ
に
反
発
し
た
。

結
局
、「
討
議
の
記
録
」
に
、
三
木
大
臣
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
イ
ニ
シ
ア
ル
し
た
も
の
の
、「
口
頭
発
言
」
は
記
録
と
し
て
残
さ
れ
た

だ
け
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
み
れ
ば
、
緊
急
時
に
小
笠
原
へ
の
核
貯
蔵
が
果
た
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
否
か
、
不
確
実
な
状
態
に

置
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
米
軍
部
に
と
っ
て
は
不
満
で
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
一
九
六
九
年
一
一
月
一
九
日
、
佐
藤
総
理
と
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と
の
間
で
、
緊
急
時
に
お
け
る
沖
縄
へ
の
核
持
ち
込

み
の
事
前
協
議
に
お
い
て
、
日
本
側
が
イ
エ
ス
と
述
べ
る
秘
密
合
意
議
事
録
に
署
名
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
議
事
録
は
、
小
笠
原
返
還
の
際

の
ア
メ
リ
カ
側
の
不
満
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
戦
略
的
に
よ
り
重
要
な
沖
縄
へ
の
核
持
ち
込
み
を
確
実
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

「
討
議
の
記
録
」
と
は

本
稿
の
目
的
は
、
一
九
六
八
年
の
小
笠
原
返
還
協
定
締
結
時
、
返
還
後
の
小
笠
原
に
核
を
持
ち
込
む
問
題
に
、
日
米
間
で
ど
の
よ
う
な

（
一
六
二
）



小
笠
原
返
還
に
お
け
る
核
持
ち
込
み
問
題
（
信
夫
）

三
三

決
着
が
は
か
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
米
間
で
交
わ
さ
れ
た
「
討
議
の
記
録
」
お
よ
び
「
口
頭
発
言
」、
な
ら

び
に
、
当
時
の
国
会
審
議
で
三
木
外
務
大
臣
が
核
持
込
と
は
何
か
に
つ
い
て
答
弁
し
た
記
録
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
側
、
と
り
わ
け
、
統
合
参
謀
本
部
の
中
に
は
、
返
還
後
の
小
笠
原
に
核
兵
器
を
無
制
限
に
貯
蔵
す
る
権
利
を
要
求
す
る
グ

ル
ー
プ
も
存
在
し
た
。
一
九
六
七
年
一
一
月
の
首
脳
会
談
直
前
に
も
、
こ
の
要
求
は
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
示
さ
れ
、
ま
た
、
返
還
が
決
ま
っ

た
後
の
一
二
月
に
も
、
同
様
の
希
望
が
出
さ
れ
て
い
た
。

問
題
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
、
記
録
と
し
て
残
す
か
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
も
、
核
持
ち
込
み
に
対
し
日
本
国
民
が
強
い

懸
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
を
文
書
化
し
、
リ
ー
ク
さ
れ
る
政
治
的
危
険
性
を
承
知
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
側
が

核
貯
蔵
の
希
望
を
述
べ
る
の
に
対
し
、
日
本
側
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
れ
に
応
ず
る
必
要
が
な
い
形
で
文
書
の
作
成
が
進
ん
だ
。

そ
の
結
果
、「
討
議
の
記
録
」
と
い
う
文
書
が
作
成
さ
れ
た
。「
討
議
の
記
録
」
で
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
希
望
に
対
し
、
三
木
大
臣
は
、

核
貯
蔵
は
ま
さ
に
事
前
協
議
の
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
ず
る
と
し
か
言
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
応
答
自

体
、
国
会
で
の
三
木
大
臣
の
発
言
か
ら
明
ら
か
に
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
国
会
で
、
核
持
ち
込
み
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
た

の
は
、
核
搭
載
艦
船
が
国
際
海
峡
を
公
海
か
ら
公
海
に
抜
け
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
意
図
的
に
領
海
に
入
る
、
あ
る
い
は
、
領
海
に
留

ま
る
こ
と
は
、
核
持
ち
込
み
に
あ
た
る
と
三
木
大
臣
は
答
弁
し
て
い
た
。
ま
し
て
や
核
の
貯
蔵
が
核
持
ち
込
み
に
あ
た
る
こ
と
は
明
々

白
々
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
三
木
大
臣
は
、「
討
議
の
記
録
」
と
い
う
文
書
を
残
す
こ
と
自
体
、
リ
ー
ク
の
可
能
性
を
考
え
れ
ば
、
躊
躇
し
た
で
あ

ろ
う
。
そ
の
理
由
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
六
八
年
一
月
二
六
日
の
佐
藤
総
理
の
施
政
方
針
演
説
で
あ
る
。
前
年
一
二
月
八
日
に
、
佐
藤
総

理
は
す
で
に
非
核
三
原
則
を
表
明
し
て
お
り
、
施
政
方
針
演
説
で
あ
ら
た
め
て
同
原
則
を
明
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
原
則
が
、
小
笠

（
一
六
三
）
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三
四

原
返
還
と
の
関
連
で
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
小
笠
原
返
還
で
は
、
核
抜
き
、
そ
し
て
、
将
来
に
お
け

る
核
持
ち
込
み
の
禁
止
を
日
本
側
は
前
提
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
口
頭
発
言
」
と
は

三
木
大
臣
が
「
討
議
の
記
録
」
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
四
月
五
日
の
小
笠
原
返
還
協
定
調
印
の
数

日
前
に
な
っ
て
、
同
大
臣
は
「
討
議
の
記
録
」
の
修
正
を
申
し
出
た
。
そ
の
後
に
交
わ
さ
れ
る
「
口
頭
発
言
」
の
内
容
か
ら
、
非
核
三
原

則
を
前
面
に
押
し
出
し
、
小
笠
原
へ
の
核
貯
蔵
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
非
核
三
原
則
を
厳
格
に
適
用

し
よ
う
と
考
え
る
三
木
大
臣
の
結
論
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
調
印
が
行
わ
れ
る
土
壇
場
に
な
っ
て
、
前
言
を
翻
す
よ
う
な
や
り
方
に
、
ア
メ
リ
カ
側
は
立
腹
し
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

協
定
の
調
印
を
拒
否
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
事
務
レ
ベ
ル
の
交
渉
を
経
て
、
最
終
的
に
、
三
木
大
臣
は
、
一
月
二
六
日
の
総
理
の
施
政

方
針
演
説
に
あ
る
非
核
三
原
則
に
言
及
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
協
議
を
行
う
と
い
う
三
木
大
臣
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
変
更
は
な
い

と
応
ず
る
こ
と
で
落
着
す
る
。

こ
の
「
口
頭
発
言
」
は
、
日
米
双
方
の
主
張
を
並
べ
た
だ
け
で
、
小
笠
原
の
核
持
ち
込
み
問
題
が
ど
う
な
る
の
か
は
、
か
な
ら
ず
し
も

明
確
で
は
な
い
。
も
と
も
と
、
ア
メ
リ
カ
側
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
日
本
側
の
返
答
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
と
の
方
針
で
臨
ん
だ
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
小
笠
原
へ
の
核
持
ち
込
み
は
、
あ
く
ま
で
も
可
能
性
の
問
題
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
あ
い
ま
い
な

結
論
に
、
米
軍
部
は
不
満
を
持
つ
。
よ
り
重
要
な
沖
縄
返
還
に
あ
た
っ
て
は
、
核
の
持
ち
込
み
問
題
に
明
確
に
決
着
を
つ
け
る
よ
う
要
求

し
た
。

（
一
六
四
）
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三
五

そ
の
結
果
が
、
一
九
六
九
年
一
一
月
一
九
日
、
佐
藤
総
理
と
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
大
統
領
執
務
室
脇
の
小
部
屋
に
入
り
、
通
訳
も
は
ず

し
、
署
名
し
た
秘
密
合
意
議
事
録
で
あ
る
。
緊
急
時
、
沖
縄
へ
の
核
持
ち
込
み
に
つ
い
て
事
前
協
議
が
行
わ
れ
た
際
、
日
本
側
が
そ
の
必

要
を
充
た
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
事
前
協
議
に
お
い
て
イ
エ
ス
と
述
べ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
討
議
の
記
録
」
は
、
三
木
大
臣
が
、
核
持
ち
込
み
に
関
し
公
表
し
て
い
る
見
解
以
上
の
こ
と
、
つ
ま
り
、
核
貯
蔵
ま
で
も
事
前
協
議

に
応
ず
る
と
答
え
て
い
る
点
で
、「
密
約
」
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
、「
口
頭
発
言
」
で
、
三
木
大
臣
は
、
そ
の
密
約
部
分
を
撤
回
し
よ
う

と
試
み
た
。
核
貯
蔵
は
非
核
三
原
則
に
反
し
、
核
貯
蔵
は
許
さ
れ
な
い
と
述
べ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
三
木
の
非
核
三
原
則
を
厳
格
に
解
釈
す
る
信
念
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
た
だ
た
ん
に
リ
ー
ク
を
お
そ

れ
、
み
ず
か
ら
に
責
任
が
降
り
か
か
る
こ
と
を
懸
念
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
三
木
の
政
治
信
条
を
さ
ら
に
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。（

1
） 

ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
『
硫
黄
島
と
小
笠
原
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
』
南
方
新
社
、
二
〇
〇
八
年
、
四
三
四
頁
。

（
2
） 

エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
『
硫
黄
島
と
小
笠
原
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
』
四
三
五
頁
。

（
3
） 

太
田
昌
克
『
日
米
「
核
密
約
」
の
全
貌
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
二
五
九
頁
。

（
4
） 

真
崎
翔
『
核
密
約
か
ら
沖
縄
問
題
へ　

小
笠
原
返
還
の
政
治
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
、
一
九
一
頁
。

（
5
） 

真
崎
『
核
密
約
か
ら
沖
縄
問
題
へ
』
九
七
頁
。

（
6
） 

若
泉
敬
『
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
四
年
。

（
7
） 

『
読
売
新
聞
』（
夕
刊
）、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
二
日
。

（
8
） 

北
米
一
長
「
大
臣
・
国
務
長
官
第
2
次
会
談
要
旨
（
追
加
）」（
特
秘
）、
一
九
六
九
年
六
月
五
日
、
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
調
査

（
一
六
五
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

三
六

結
果
、
そ
の
他
関
連
文
書
②
│
一
六
四
、
③
│
七
三
。

（
9
） 

米
局
長
「
ス
ナ
イ
ダ
ー
公
使
と
会
談
の
件
」（
極
秘
）、
一
九
六
九
年
八
月
五
日
、
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
調
査
結
果
、
そ
の
他
関

連
文
書
②
│
一
七
六
、
③
│
七
九
。

（
10
） 

“T
elegram

 F
rom

 the D
epartm

ent of S
tate to the E

m
bassy in Japan, N

o. 133630, A
ugust 9, 1969 ”

（S
ecret

）, JU
01111, 

N
ational S

ecurity A
rchive.

（
11
） 

米
局
長
「
米
局
長
ス
ナ
イ
ダ
ー
公
使
会
談
の
件
」（
極
秘
）、
一
九
六
九
年
一
一
月
四
日
、
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
調
査
結
果
、
報

告
対
象
文
書
①
│
八
。

（
12
） 

吉
野
臨
時
代
理
大
使
発
外
務
大
臣
宛
公
電
第
三
五
一
五
号
「
オ
キ
ナ
ワ
及
び
せ
ん
維
問
題
（
内
話
）」（
特
秘
）、
一
九
六
九
年
一
一
月
五
日
、

い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
調
査
結
果
、
そ
の
他
関
連
文
書
③
│
一
一
二
。

（
13
） 

北
米
一
長
「
東
郷
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
会
談
（
一
一
月
一
〇
日
午
後
於
局
長
室
）」（
極
秘
）、
一
九
六
九
年
一
一
月
一
〇
日
、
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」

問
題
に
関
す
る
調
査
結
果
、
そ
の
他
関
連
文
書
③
│
一
一
五
。

（
14
） 

「
藤
山
大
臣
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
会
談
録
」（
極
秘
）、
一
九
五
七
年
九
月
二
三
日
、『
藤
山
外
務
大
臣
第
一
次
訪
米
関
係
一
件
（
一
九
五
七
、

九
）』
第
二
巻
、A

’.1.5.2.5

、
外
交
史
料
館
。

（
15
） 

「
藤
山
大
臣
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
会
談
録
」（
極
秘
）、
一
九
五
七
年
九
月
二
三
日
、『
藤
山
外
務
大
臣
第
一
次
訪
米
関
係
一
件
（
一
九
五
七
、

九
）』
第
二
巻
、A

’.1.5.2.5

、
外
交
史
料
館
。

（
16
） 

外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
北
米
第
一
課
「
小
笠
原
諸
島
の
返
還
経
緯
」（
取
扱
注
意
）、
一
九
六
九
年
一
一
月
、『
小
笠
原
諸
島
帰
属
問
題　

小
笠
原

返
還
協
定
関
係
』
第
一
巻
、A

’.6.1.1.5-1

、
外
交
史
料
館
。

（
17
） R

obert S
. N

orris, W
illiam

 M
. A

rkin, and W
illiam

 B
urr, “H

ow
 m

uch did Japan know
? ” T

h
e B

u
lletin

 of th
e A

tom
ic 

S
cien

tists, V
ol. 56, N

o. 1, January/F
ebruary, 2000, p. 78.

（
18
） 

「
日
米
共
同
声
明
」、
一
九
六
五
年
一
月
一
三
日
、
鹿
島
平
和
研
究
所
（
編
）『
日
本
外
交
主
要
文
書
・
年
表
』
第
二
巻
、
原
書
房
、
一
九
八
四

年
、
五
四
五
頁
。

（
一
六
六
）



小
笠
原
返
還
に
お
け
る
核
持
ち
込
み
問
題
（
信
夫
）

三
七

（
19
） 

「
日
米
共
同
声
明
」、
一
九
六
七
年
一
一
月
一
五
日
、
鹿
島
平
和
研
究
所
（
編
）『
日
本
外
交
主
要
文
書
・
年
表
』
第
二
巻
、
原
書
房
、

一
九
八
四
年
、
七
三
六
頁
。

（
20
） 
外
務
省
「
沖
縄
、
小
笠
原
問
題
に
関
す
る
擬
問
擬
答
」（
改
訂
版
）（
秘
）、
一
九
六
八
年
二
月
、
三
木10203-32

、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン

タ
ー
所
蔵
。

（
21
） 

「
第
五
十
五
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
録
」
第
一
〇
号
、
一
九
六
七
年
六
月
七
日
、
一
一
頁
。

（
22
） 

“M
em

orandum
 F

rom
 the Joint C

hiefs of S
taff  to S

ecretary of D
efense M

cN
am

ara, JC
S
M

-376-67, June 29, 1967 ”

（S
ecret

）, 

F
oreign

 R
elation

s of th
e U

n
ited

 S
tates, 1964-1968, V

ol. X
X
IX

, P
art 2, Japan, D

ocum
ent 86. F

oreign
 R

elation
s of th

e U
n

ited
 

S
tates

は
、
以
下
、F

R
U

S
と
省
略
し
て
記
載
す
る
。

（
23
） 

東
郷
文
彦
『
日
米
外
交
三
十
年　

安
保
・
沖
縄
と
そ
の
後
』
中
公
文
庫
、
一
九
八
九
年
、
一
二
七
頁
。

（
24
） 

“M
em

orandum
 from

 E
A
 ‒ W

illiam
 P

. B
undy to the S

ecretary, S
ubject: V

isit of P
rim

e M
inister S

ato ‒ A
ction 

M
em

orandum
, O

ctober 21, 1967 ”
（S
ecret

）, R
G
59 C

entral F
oreign P

olicy F
iles, 1967-1969, B

ox 2243

﹇P
O
L
 7 JA

P
A
N
 10-1-

67

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
25
） 

“M
em

orandum
 F

rom
 the P

resident ’s S
pecial A

ssistant

（R
ostow

） to P
resident Johnson, N

ovem
ber 3, 1967 ”

（S
ecret

）, 

F
R

U
S

, 1964-1968, V
ol. X

X
IX

, P
art 2, Japan, D

ocum
ent 100.

（
26
） 

“M
em

orandum
 F

rom
 the P

resident ’s S
pecial A

ssistant

（R
ostow

） to P
resident Johnson, O

ctober 27, 1967 ”

（S
ecret

）, 

N
ational S

ecurity F
ile, C

ountry F
ile, Japan, B

ox 253
﹇2 of 2

﹈, L
indon B

. Johnson L
ibrary.

（
27
） 

“M
em

orandum
 from

 E
A
 ‒ W

illiam
 P

. B
undy to the S

ecretary, S
ubject: V

isit of P
rim

e M
inister S

ato ‒ A
ction 

M
em

orandum
, O

ctober 21, 1967 ”

（S
ecret

）, R
G
59 C

entral F
oreign P

olicy F
iles, 1967-1969, B

ox 2243

﹇P
O
L
 7 JA

P
A
N
 10-1-

67

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
28
） 

“T
elegram

 F
rom

 the D
epartm

ent of S
tate to the E

m
bassy in Japan, N

o. 65117, N
ovem

ber 5, 1967 ”

（S
ecret

）, R
G
59 

C
entral F

oreign P
olicy F

iles, 1967-1969, B
ox 2249

﹇P
olitical A

ff . &
 R

el. Japan-U
S
 1-1-67

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege 

（
一
六
七
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

三
八

P
ark, M

D
.

（
29
） 

“T
elegram

 F
rom

 the D
epartm

ent of S
tate to the E

m
bassy in Japan, N

o. 65120, N
ovem

ber 5, 1967 ”

（T
op S

ecret

）, R
G
59, 

S
ubject-N

um
eric F

iles, fi le “P
O
L
 19 B

onin Islands. ”

こ
の
電
報
は
、N

ational S
ecurity A

rchive

が
公
開
し
て
い
るU

.S
. N

uclear 

W
eapons on C

hichi Jim
a and Iw

o Jim
a

のD
ocum

ent 9

に
よ
る
。

（
30
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 3060, N

ovem
ber 6, 1967 ”

（S
ecret

）, R
G
59 C

entral 

F
oreign P

olicy F
iles, 1967-1969, B

ox 2249

﹇P
olitical A

ff  &
 R

el. Japan-U
S
 1-1-67

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
31
） 

ア
メ
リ
カ
側
公
文
書
で
小
笠
原
返
還
に
関
連
す
る
文
書
が
す
べ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
東
京
発
国
務
省
宛
公
信A

-1331

（
一
九
六
八
年
四
月
一
〇
日
）
で
あ
る
。
た
だ
、「
抜
き
取
り
カ
ー
ド
」（w

ithdraw
al card

）
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
閲
覧
で
き
な
い
。R

G
59 

C
entral F

oreign P
olicy F

iles, 1967-1969, B
ox 1898

﹇P
O
L
 19 B

onin Is 4-1-68

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
32
） 

表
題
﹇
小
笠
原
返
還
﹈「
三
木
武
夫
関
係
文
書
」
三
木11306-114

、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

（
33
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 6698, M

arch 21, 1968 ”

（S
ecret

）, N
ational 

S
ecurity F

ile, C
ountry F

ile, Japan, B
ox 252

﹇V
ol V

II cables

﹇2 of 3

﹈﹈, L
indon B

. Johnson L
ibrary.

以
下
に
英
文
を
記
し
て
お
く
。

1. F
ollow

ing negotiated text for recording oral statem
ents to be exchanged betw

een F
orM

in M
iki and m

e on contingency 

requiring nuclear storage in B
onins:

B
egin T

ext

A
. P

rior to the signing of the agreem
ent today on the return of the B

onin and other islands, the follow
ing conversation took 

place betw
een the F

oreign M
inister and the A

m
erican A

m
bassador.

B
. T

he A
m
erican A

m
bassador stated: In the event of contingency requiring the use of the B

onin and/or the V
olcano Islands 

for nuclear w
eapon storage, the U

nited S
tates w

ould w
ish to raise this m

atter w
ith the G

overnm
ent of Japan and w

ould 

（
一
六
八
）



小
笠
原
返
還
に
お
け
る
核
持
ち
込
み
問
題
（
信
夫
）

三
九

anticipate a favorable reaction from
 the G

overnm
ent of Japan since such a request w

ould not be m
ade unless it w

ere 

essential for the vital security interests of the area, including Japan.

C
. T

he F
oreign M

inister stated: M
ajor changes in the equipm

ent of U
nited S

tates F
orces in Japan, including those in the 

event of em
ergency, are the subject of prior consultation w

ith the G
overnm

ent of Japan in accordance w
ith the E

xchange of 

N
otes of January 19, 1960 concerning the im

plem
entation of A

rticle V
I of the T

reaty of M
utual C

ooperation and S
ecurity. 

T
he case you have indicated is precisely one w

hich is subject to the said prior consultation, and at this tim
e I can only say 

that under the circum
stances you cite the G

overnm
ent of Japan w

ill enter into such consultation.

E
nd T

ext.

（
34
） 

「（
事
前
協
議
）
│
討
議
の
記
録
」（
極
秘
）、
日
付
な
し
、
三
木11306-114

、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

（
35
） 

「（
事
前
協
議
）
の
補
足
│
口
頭
」（
極
秘
）、
日
付
な
し
、
三
木11306-114

、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

（
36
） 

﹇
小
笠
原
諸
島
返
還
関
係
資
料
﹈、“D

raft 3-19-68 ”

（S
ecret

）、 

三
木6738

、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

（
37
） 

“A
ction M

em
orandum

 F
rom

 the A
ssistant S

ecretary of S
tate for E

ast A
sia and P

acifi c A
ff airs

（B
undy

） to S
ecretary of 

S
tate R

usk, D
ecem

ber 22, 1967 ”

（S
ecret

）, F
R

U
S

, 1964-1968, V
ol. X

X
IX

, P
art 2, Japan, D

ocum
ent 107.

（
38
） 

“T
elegram

 F
rom

 the D
epartm

ent of S
tate to the E

m
bassy in Japan, N

o. 89684, D
ecem

ber 27, 1967 ”

（C
onfi dential

）, R
G
59 

C
entral F

oreign P
olicy F

iles, 1967-1969, B
ox 1898

﹇P
O
L
 19 B

onin Is

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
39
） 

“A
ction M

em
orandum

 F
rom

 the A
ssistant S

ecretary of S
tate for E

ast A
sia and P

acifi c A
ff airs

（B
undy

） to S
ecretary of 

S
tate R

usk, D
ecem

ber 22, 1967 ”

（S
ecret

）, F
R

U
S

, 1964-1968, V
ol. X

X
IX

, P
art 2, Japan, D

ocum
ent 107.

（
40
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 

な
し
、 D

ecem
ber 29, 1967 ”

（S
ecret

）, F
R

U
S

, 1964-

1968, V
ol. X

X
IX

, P
art 2, Japan, D

ocum
ent 108.

（
41
） 

“T
elegram

 F
rom

 the D
epartm

ent of S
tate to the E

m
bassy in Japan, N

o. 93485, January 4, 1968 ”

（S
ecret

）, R
G
59 C

entral 

（
一
六
九
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

四
〇

F
oreign P

olicy F
iles, 1967-1969, B

ox 1898

﹇P
O
L
 19 B

onin Is 1-1-68

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
42
） 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
信
夫
隆
司
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
を
参
照
。

（
43
） 

“Inform
ation M

em
orandum

 F
rom

 the A
ssistant S

ecretary of S
tate for E

ast A
sian and P

acific A
ffairs 

（B
undy

） to 

S
ecretary of S

tate R
usk, M

arch 23, 1968 ”

（S
ecret

）, F
R

U
S

, 1964-1968, V
olum

e X
X
IX

, P
art 2, Japan, D

ocum
ent 118.

（
44
） 

“T
elegram

 F
rom

 the D
epartm

ent of S
tate to the E

m
bassy in Japan, N

o. 136048, M
arch 25, 1968 ”

（S
ecret

）, R
G
59 C

entral 

F
oreign P

olicy F
iles, 1967-1969, B

ox 1898

﹇P
O
L
 19 B

onin Is 3-1-68

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
45
） 

“T
elegram

 F
rom

 the D
epartm

ent of S
tate to the E

m
bassy in Japan, N

o. 138456, M
arch 29, 1968 ”

（S
ecret

）, R
G
59 C

entral 

F
oreign P

olicy F
iles, 1967-1969, B

ox 1898

﹇P
O
L
 19 B

onin Is 3-1-68

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
46
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 7081, A

pril 2, 1968 ”

（C
onfi dential

）, R
G
59 C

entral 

F
oreign P

olicy F
iles, 1967-1969, B

ox 1898

﹇P
O
L
 19 B

onin Is 4-4-68

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
47
） 

“T
elegram

 F
rom

 the D
epartm

ent of S
tate to the E

m
bassy in Japan, N

o. 141066, A
pril 3, 1968 ”

（S
ecret

）, R
G
59 C

entral 

F
oreign P

olicy F
iles, 1967-1969, B

ox 1898

﹇P
O
L
 19 B

onin Is 4-1-68

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
48
） 

下
田
大
使
発
外
務
大
臣
宛
公
電
第
一
〇
一
一
号
「
オ
ガ
サ
ワ
ラ
返
か
ん
交
渉
」（
特
秘
、
大
至
急
）、
一
九
六
八
年
四
月
二
日
、
三
木10059

、

明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

（
49
） 

こ
の
文
書
は
、「
口
頭
発
言
」
の
す
ぐ
後
に
配
列
さ
れ
、「
口
頭
発
言
」
が
な
ぜ
作
ら
れ
た
か
を
説
明
し
て
い
る
。
文
書
の
表
題
・
日
付
は
な
く
、

欄
外
に
「
極
秘
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
口
頭
発
言
」
お
よ
び
硫
黄
島
の
記
念
碑
書
簡
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
表
題
﹇
小
笠
原
返
還
﹈、
三
木

11306-114

、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

（
50
） 

「
第
五
八
国
会
衆
議
院
会
議
録
」
第
二
号
（
2
）、
一
九
六
八
年
一
月
二
七
日
、
二
頁
、「
第
五
八
国
会
参
議
院
会
議
録
」
第
二
号
（
そ
の
2
）、

一
九
六
八
年
一
月
二
七
日
、
六
頁
。

（
51
） 

「
第
五
七
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
事
録
」
第
二
号
、
一
九
六
七
年
一
二
月
一
一
日
、
一
八
頁
。

（
52
） 

「
第
五
七
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
事
録
」
第
二
号
、
一
九
六
七
年
一
二
月
一
一
日
、
一
八
頁
。

（
一
七
〇
）
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（
信
夫
）

四
一

（
53
） 

「
第
五
七
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
事
録
」
第
二
号
、
一
九
六
七
年
一
二
月
一
一
日
、
一
九
頁
。

（
54
） 

「
第
五
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
二
分
科
会
議
録
」
第
一
号
、
一
九
六
八
年
三
月
一
二
日
、
一
一
頁
。

（
55
） 
「
第
五
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
二
分
科
会
議
録
」
第
一
号
、
一
九
六
八
年
三
月
一
二
日
、
一
一
│
一
二
頁
。

（
56
） 
「
第
五
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
」
第
一
八
号
、
一
九
六
八
年
三
月
一
七
日
、
七
│
八
頁
。

（
一
七
一
）
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女
性
活
躍
推
進
法
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

谷
田
部　
　

光　
　

一

一　

は
じ
め
に

「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）」
が
二
〇
一
五
年
八
月
二
八
日
に
成
立
し
、
一
〇
年

間
の
時
限
立
法
と
し
て
二
〇
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
た
。
同
法
に
関
し
て
法
理
論
的
、
学
際
的
に
研
究
す
る
た
め
に
、

一
五
年
九
月
、
日
本
大
学
法
学
部
内
に
有
志
に
よ
る
「
女
性
活
躍
推
進
法
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
結
成
さ
れ
た
。
研
究
代
表
者
は
神
尾

真
知
子
教
授
、
研
究
分
担
者
は
新
谷
眞
人
教
授
と
筆
者
で
、
メ
ン
バ
ー
三
人
で
構
成
さ
れ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
同
研
究

（「
女
性
の
活
躍
推
進
法
の
理
論
的
・
学
際
的
研
究
」）
に
対
し
て
は
、
平
成
二
八
年
度
日
本
大
学
法
学
部
研
究
費
﹇
学
術
研
究
費
（
共
同
研
究

費
）﹈
を
受
給
し
て
い
る
。

共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
、
女
性
活
躍
推
進
法
で
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
従
業
員
三
〇
一

論　

説

（
一
七
三
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

四
四

人
以
上
の
民
間
企
業
を
対
象
に
、
実
態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
女
性
活
躍
推
進
法
に
対
す
る
企
業
の
取
組
み
実
態
を
調
査
す
る

こ
と
が
目
的
で
、
調
査
名
は
「
二
〇
一
六
年　

女
性
活
躍
推
進
法
へ
の
企
業
対
応
に
関
す
る
実
態
調
査
」
で
あ
る
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
人
事
・
労
務
管
理
）
を
中
心
と
し
た
分
野
の
調
査
、
出
版
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
機
関
で
あ
る
株
式
会
社
産

労
総
合
研
究
所
と
の
共
同
調
査
の
形
を
と
っ
た
。

設
問
項
目
の
設
定
や
全
体
の
体
系
的
構
成
、
選
択
肢
の
設
問
文
の
作
成
な
ど
、
調
査
票
の
実
質
的
な
設
計
は
法
学
部
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
会
合
を
重
ね
て
主
導
的
に
実
施
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
産
労
総
合
研
究
所
が
実
際
の
企
業
に
プ
レ
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
な
ど
し
て
修
正
し
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
研
究
所
で
調
査
票
を
練
上
げ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
だ
。

調
査
票
の
形
式
的
な
設
計
・
印
刷
、
対
象
企
業
へ
の
発
送
・
回
収
、
調
査
結
果
の
集
計
・
作
表
・
作
図
は
、
企
業
に
対
す
る
実
態
調
査
の

実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
産
労
総
合
研
究
所
が
行
っ
た
。

調
査
対
象
は
産
労
総
合
研
究
所
の
（
購
読
）
会
員
企
業
か
ら
任
意
に
抽
出
し
た
三
〇
〇
〇
社
で
あ
る
。
調
査
時
期
は
女
性
活
躍
推
進
法

施
行
後
の
二
〇
一
六
年
九
〜
一
〇
月
、
調
査
方
法
は
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
、
締
切
日
ま
で
に
回
答
の
あ
っ
た
一
九
二
社
を
集

計
対
象
に
し
て
い
る
。

調
査
結
果
の
全
体
は
、
集
計
結
果
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
分
析
・
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
産
労
総
合
研
究
所
『
人
事
実
務
』
第

一
一
六
九
号
（
二
〇
一
七
年
二
月
一
日
）
に
特
集
記
事
と
し
て
掲
載
し
、
ま
た
、
同
研
究
所
『
賃
金
事
情
』
第
二
七
三
六
号
（
二
〇
一
七
年
三

月
二
〇
日
）
に
抜
粋
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
以
上
に
説
明
し
た
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
連
す
る
項
目
、
部
分
を
取
上
げ
て
、
女
性
活
躍
推
進

法
が
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
さ
ら
に
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
・
施

（
一
七
四
）
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四
五

策
は
何
か
な
ど
、
女
性
活
躍
推
進
（
法
）
と
日
本
企
業
に
お
け
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。本

稿
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
男
女
均
等
推
進
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
、
女
性
活
躍
推
進
な
ど
に
関
す
る
こ

れ
ま
で
の
わ
が
国
の
労
働
法
政
策
の
動
向
、
具
体
的
に
は
関
連
す
る
法
律
の
ポ
イ
ン
ト
を
素
描
し
、
各
法
律
の
主
な
機
能
と
そ
れ
ら
の
構

造
的
連
関
を
ご
く
簡
単
に
整
理
す
る
。
次
い
で
、
前
述
し
た
調
査
結
果
か
ら
、
行
動
計
画
策
定
に
関
連
す
る
「
状
況
把
握
」
と
「
課
題
分

析
」、「
目
標
設
定
」
の
実
態
を
把
握
し
、
ま
た
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
く
に
人
事
制
度
・
施
策
改
定
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
。
さ
ら
に

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
・
施
策
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
女
性
活
躍
推
進
の
関
係
な
ど
を
検
討
す
る
が
、
そ

の
前
提
と
し
て
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
企
業
に
お
い
て
女
性
活
躍
と
そ
の
推
進
が
必
要
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点

か
ら
考
察
す
る
。
最
後
は
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
簡
単
に
示
唆
し
て
む
す
び
に
か

え
る
。

二　

女
性
労
働
法
政
策
の
展
開

1　

女
性
活
躍
推
進
法
に
つ
な
が
る
労
働
法
政
策
の
概
要

一
九
四
五
年
以
降
の
行
政
と
立
法
を
中
心
と
し
た
女
性
労
働
政
策
の
展
開
に
関
す
る
詳
細
は
他
の
文
献
（
1
）

に
譲
り
、
こ
こ
で
は
一
九
八
五

年
以
降
に
成
立
し
た
法
律
に
限
定
し
て
概
観
す
る
。

（
一
七
五
）
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四
六

⑴　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

ま
ず
、「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」（
略
称
。
以
下
本
稿
で
言
及
す
る
法
律
は
原
則
と
し
て
略
称
あ
る
い
は
通
称
で
表
記
す
る
）
が
一
九
八
五
年

に
成
立
し
、
一
九
八
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
、
職
業
生
活
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
に
関
し
て
ベ
ー
ス
と
な
る
法
律
と

い
え
よ
う
。
一
九
四
七
年
に
成
立
、
施
行
さ
れ
た
労
働
基
準
法
で
は
、
賃
金
に
つ
い
て
の
み
第
四
条
で
女
性
の
差
別
的
取
扱
い
を
禁
じ
て

い
た
が
（
男
女
同
一
賃
金
の
原
則
）、
募
集
・
採
用
か
ら
退
職
・
解
雇
ま
で
雇
用
の
広
範
な
部
面
で
女
性
差
別
を
禁
止
す
る
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
の
成
立
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
募
集
・
採
用
、
配
置
、
昇
進
に
関
し
て
努

力
義
務
に
と
ど
め
、
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
差
別
の
み
に
限
定
し
た
片
面
的
性
格
と
い
う
点
で
限
界
が
あ
っ
た
。

均
等
法
は
一
九
九
七
年
に
改
正
さ
れ
九
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
募
集
・
採
用
、
配
置
、
昇
進
を
努
力
義
務
か
ら
禁
止
規
定

化
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
均
等
確
保
を
目
的
と
す
る
女
性
に
対
す
る
積
極
的
優
遇
措
置
）
を
適
法
と
す
る
特
例
規
定
が
設
け
ら
れ
、

ま
た
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
事
業
主
の
配
慮
義
務
が
規
定
化
さ
れ
て
い
る
。
次
の
大
き
な
改
正
は
二
〇
〇
六
年
で
あ
り
、

〇
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
で
は
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
保
護
の
対
象
と
す
る
性
差
別
禁
止
法
に
転
化
し
、
間
接

差
別
（
性
別
以
外
の
事
由
を
要
件
と
す
る
措
置
）
の
禁
止
、
婚
姻
・
妊
娠
・
出
産
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
も
規
定
さ
れ
た
。

以
上
の
大
改
正
を
含
む
数
次
の
改
正
で
均
等
法
は
禁
止
項
目
が
増
え
、
努
力
義
務
規
定
は
禁
止
規
定
（
強
行
規
定
）
化
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

に
反
す
る
取
扱
い
は
民
事
上
も
違
法
・
無
効
と
な
る
。

⑵　

育
児
・
介
護
休
業
法

均
等
法
は
性
差
別
禁
止
法
に
発
展
し
た
が
、
今
日
に
お
け
る
そ
の
現
実
的
な
機
能
は
、
職
業
生
活
に
お
い
て
女
性
が
男
性
と
平
等
に
活

躍
で
き
る
機
会
と
均
等
な
待
遇
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
人
間
に
は
、
職
業
生
活
以
外
に
も
多
様
な
生
活
が
あ
り
、
と
り
わ
け

（
一
七
六
）



女
性
活
躍
推
進
法
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
谷
田
部
）

四
七

家
庭
生
活
は
人
間
生
活
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（W

ork-

L
ife B

alance

＝
Ｗ
Ｌ
Ｂ
。
職
業
生
活
と
職
業
以
外
の
人
間
生
活
と
の
調
和
）
の
重
点
課
題
と
い
え
る
。
本
来
は
家
庭
生
活
の
責
任
も
男
女
均
等

が
原
則
に
な
る
が
、
今
日
で
も
家
事
や
育
児
は
女
性
に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
家
庭
生
活
に
対
す

る
支
援
な
し
に
は
、
女
性
の
職
業
生
活
の
活
躍
は
実
現
し
な
い
。

そ
こ
で
、
両
立
支
援
の
観
点
か
ら
立
法
化
さ
れ
た
の
が
、
一
九
九
一
年
五
月
に
成
立
し
、
九
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
育
児
休

業
法
で
あ
る
。
男
性
も
育
児
責
任
は
当
然
あ
る
の
だ
が
、
育
児
休
業
法
は
女
性
の
職
業
生
活
の
環
境
作
り
に
実
質
的
な
目
的
が
あ
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。
同
法
は
一
九
九
五
年
五
月
に
改
正
し
て
介
護
休
業
制
度
が
法
制
化
さ
れ
、
法
律
名
の
略
称
も
育
児
・
介
護
休
業
法
と
な
り
、

九
五
年
一
〇
月
の
施
行
段
階
で
は
努
力
義
務
だ
っ
た
介
護
休
業
が
、
九
九
年
四
月
一
日
施
行
時
か
ら
は
義
務
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
今
日

ま
で
育
児
・
介
護
休
業
法
は
た
び
た
び
改
正
さ
れ
、
子
の
看
護
休
暇
の
義
務
化
や
父
親
が
育
児
に
関
与
し
や
す
い
仕
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
、

ま
た
介
護
休
暇
が
創
設
さ
れ
、
介
護
休
業
制
度
も
次
第
に
使
い
勝
手
の
よ
い
方
向
に
修
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
現
在
の
育
児
・
介
護
休
業
法

は
、
女
性
の
た
め
の
働
く
環
境
作
り
の
法
と
い
う
よ
り
は
、
男
性
の
介
護
責
任
に
も
対
応
す
る
法
と
し
て
、
男
女
の
職
業
生
活
と
家
庭
生

活
の
両
立
支
援
法
的
な
色
彩
を
帯
び
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
同
法
の
改
定
動
向
は
ま
た
、
両
立
支
援
だ
け
で
な
く
国
の
少
子
化
対

策
へ
の
取
組
み
の
意
味
合
い
が
強
い
。

な
お
、
均
等
法
も
含
め
て
本
章
で
言
及
す
る
法
律
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
書
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で

は
詳
細
を
省
略
す
る
（
2
）

。

⑶　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

総
務
省
統
計
局
「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）
二
〇
一
六
年
平
均
（
速
報
）」
に
よ
る
と
、
役
員
を
除
く
雇
用
労
働
者
の
う
ち
、
非
正
規

（
一
七
七
）
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八

従
業
員
比
率
は
男
女
計
で
37
・
5
％
で
あ
る
。
男
女
非
正
規
従
業
員
計
に
占
め
る
女
性
非
正
規
の
割
合
は
67
・
8
％
と
三
分
の
二
を
上
回
り
、

ま
た
、
女
性
雇
用
労
働
者
自
体
に
占
め
る
非
正
規
の
割
合
は
55
・
9
％
で
、
正
規
従
業
員
の
割
合
44
・
1
％
を
一
一
・
八
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
。

女
性
雇
用
労
働
者
に
占
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
割
合
は
35
・
5
％
で
、
女
性
非
正
規
従
業
員
に
限
っ
て
み
る
と
そ
の
63
・
6
％
が
パ
ー
ト

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
男
性
に
比
べ
て
女
性
の
非
正
規
労
働
者
の
割
合
は
高
く
、
し
か
も
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
（
短
時
間
労
働
者
）
が
多
い
。

パ
ー
ト
労
働
は
女
性
に
限
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
女
性
の
比
率
が
高
い
パ
ー
ト
労
働
に
対
す
る
法
制
化
は
、
女
性
の
職
業
生
活
を
支
援
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。

一
九
九
三
年
六
月
に
成
立
し
同
年
一
二
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
は
、
短
時
間
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）
の
保

護
と
活
用
を
目
的
と
し
た
法
律
で
あ
る
。
同
法
は
二
〇
〇
七
年
に
大
幅
に
改
正
さ
れ
、
職
務
の
内
容
と
人
材
活
用
の
仕
組
み
が
通
常
の
労

働
者
と
同
一
で
あ
る
無
期
雇
用
の
パ
ー
ト
労
働
者
に
対
す
る
均
等
待
遇
、
そ
の
他
の
パ
ー
ト
労
働
者
の
均
衡
待
遇
等
を
事
業
主
に
義
務
づ

け
る
内
容
で
、
〇
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
四
年
に
も
改
正
さ
れ
、
職
務
内
容
・
人
材
活
用
が
通
常
の
労
働
者

と
同
じ
有
期
雇
用
の
パ
ー
ト
労
働
者
に
も
均
等
待
遇
が
拡
大
さ
れ
る
な
ど
の
内
容
で
、
一
五
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

⑷　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

二
〇
〇
三
年
七
月
に
成
立
し
、
〇
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
は
、
少
子
化
対
策
の
ね
ら
い
が
強

い
が
、
子
育
て
を
支
援
す
る
雇
用
環
境
整
備
の
側
面
を
捉
え
る
と
、
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
支
援
の
機
能
も
持
っ
て
い
る
。
前
述

し
た
よ
う
に
子
育
て
は
男
女
が
担
う
も
の
で
あ
る
が
、
現
状
の
子
育
て
負
担
の
実
態
を
考
え
る
と
、
間
接
的
な
女
性
に
対
す
る
両
立
支
援

法
と
い
え
よ
う
。

三
〇
一
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
民
間
事
業
主
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
図
る
雇
用
環
境
の
整
備
等
に
関
し
て
、
目
標
と
目
標

（
一
七
八
）
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達
成
の
た
め
の
対
策
等
を
定
め
た
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、
策
定
し
た
旨
を
都
道
府
県
労
働
局
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
。
目
標
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
育
児
休
業
取
得
率
、
所
定
外
労
働
時
間
の
削
減
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
な
ど
多
様
な
も
の
が

考
え
ら
れ
、
行
動
計
画
の
目
標
を
達
成
し
認
定
基
準
を
満
た
せ
ば
認
定
マ
ー
ク
（
く
る
み
ん
）
を
取
得
で
き
る
。
二
〇
〇
八
年
の
改
正
で

は
、
行
動
計
画
の
公
表
と
従
業
員
へ
の
周
知
を
義
務
づ
け
た
ほ
か
、
一
一
年
四
月
か
ら
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
届
け
出
義
務
が

一
〇
一
人
以
上
の
企
業
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
〇
〇
人
以
下
の
企
業
は
従
前
ど
お
り
努
力
義
務
）。
同
法
は
当
初
、
二
〇
一
五
年

三
月
ま
で
一
〇
年
間
の
時
限
立
法
で
あ
っ
た
が
、
一
四
年
の
改
正
で
二
〇
二
五
年
三
月
ま
で
に
延
長
さ
れ
、
ま
た
、
高
い
水
準
の
取
組
み

を
行
っ
た
企
業
に
対
す
る
「
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
」
認
定
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。

2　

女
性
活
躍
推
進
法
の
成
立
と
施
行

⑴　

 

女
性
活
躍
推
進
法
制
定
の
背
景
│
均
等
推
進
、
両
立
支
援
策
の
効
果
と
限
界

以
上
の
と
お
り
、
均
等
推
進
、
両
立
支
援
の
た
め
の
法
制
化
は
徐
々
に
進
ん
で
い
て
、
法
政
策
の
企
業
実
務
に
お
け
る
効
果
も
期
待
で

き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
均
等
法
施
行
後
に
男
女
均
等
な
雇
用
管
理
が
定
着
し
た
企
業
で
は
、
女
性
の
企
業
定
着
、
管
理
職
に
占

め
る
女
性
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
先
行
研
究
が
あ
る
（
3
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
女
性
の
就
業
率
（
一
五
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
就
業
者
の
割
合
）
は
48
・
9
％
で
五
割
に
届
か
ず
、
ま
た
、
役
員
を
含
む

雇
用
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
44
・
2
％
で
あ
る
（
4
）

の
に
対
し
て
、
役
員
・
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
比
率
は
、「
役
員
を
含
む
課
長
相
当

職
以
上
」
で
12
・
1
％
に
と
ど
ま
る
（
5
）

。
男
女
間
賃
金
格
差
は
大
き
く
、
一
般
労
働
者
の
月
間
所
定
労
働
時
間
内
賃
金
で
比
べ
る
と
、
男
性

一
〇
〇
に
対
し
て
女
性
は
七
三
・
〇
で
あ
る
（
6
）

。
出
産
前
に
就
業
し
て
い
た
女
性
が
第
一
子
出
産
前
後
に
離
職
す
る
比
率
は
約
六
割
が
続
い

（
一
七
九
）
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て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
〜
一
四
年
を
第
一
子
出
生
年
と
す
る
調
査
で
は
、
逆
に
就
業
継
続
が
53
・
1
％
と
半
数
を
超
え
た
（
7
）

。
も
っ
と
も
、

出
産
を
機
に
退
職
す
る
女
性
も
46
・
9
％
と
約
半
数
弱
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
実
態
は
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
影
響
し
合
っ
て
生
じ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
い
ま
だ
に
女
性
の
活
躍
推
進
が
不
十
分
だ
と
指
摘

す
る
声
は
強
い
（
8
）

。
と
く
に
、
男
性
正
規
労
働
者
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
た
、
長
期
継
続
雇
用
に
代
表
さ
れ
る
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム
に

変
化
の
な
い
こ
と
が
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
に
対
す
る
制
約
要
因
で
あ
る
と
指
摘
す
る
研
究
が
あ
る
（
9
）

。

働
く
場
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
が
期
待
ほ
ど
進
展
し
て
な
い
こ
と
は
政
府
も
認
識
し
て
お
り
、
冒
頭
に
記
し
た
と
お
り
、
女
性
活
躍
推

進
法
が
二
〇
一
五
年
八
月
に
成
立
し
、
中
心
と
な
る
一
般
事
業
主
行
動
計
画
な
ど
は
一
六
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
同
法
に
つ
い
て
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
組
み
を
推
進
す
る
〝
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
〞
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
見
解
も
あ

る
（
10
）

。⑵　

女
性
活
躍
推
進
法
の
概
要

女
性
活
躍
推
進
法
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
一
般
事
業
主
（
民
間
企
業
）
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
常
時
雇

用
す
る
労
働
者
三
〇
一
人
以
上
の
一
般
事
業
主
が
果
た
す
べ
き
義
務
の
概
要
を
確
認
す
る
（
三
〇
〇
人
以
下
の
事
業
主
は
努
力
義
務
）。

ま
ず
一
般
事
業
主
は
、
自
社
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
状
況
把
握
と
課
題
分
析
を
行
う
。
状
況
把
握
・
課
題
分
析
の
基
礎
項
目
（
必
ず

把
握
す
べ
き
項
目
）
は
、
厚
生
労
働
省
令
が
定
め
る
①
採
用
し
た
労
働
者
に
占
め
る
女
性
労
働
者
の
割
合
、
②
男
女
の
平
均
勤
続
年
数
の

差
異
、
③
労
働
者
の
各
月
ご
と
の
平
均
残
業
時
間
数
等
の
労
働
時
間
の
状
況
、
④
管
理
職
に
占
め
る
女
性
労
働
者
の
割
合
、
の
四
項
目
で

あ
る
（
表
1
）。
こ
の
ほ
か
に
、
必
要
に
応
じ
て
把
握
す
る
選
択
項
目
と
し
て
、
表
1
に
掲
げ
た
合
計
二
一
の
選
択
項
目
が
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
一
八
〇
）



女
性
活
躍
推
進
法
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
谷
田
部
）

五
一

表 1　女性の活躍に関する状況把握・課題分析項目（基礎項目、選択項目）

女性活躍に向けた課題 状況把握・課題分析項目

採用 ・採用した労働者に占める女性労働者の割合（基礎項目）
・男女別の採用における競争倍率
・労働者に占める女性労働者の割合

配置 ･育成・教育訓練 ・男女別の配置の状況
・男女別の将来の育成を目的とした教育訓練の受講の状況
・管理職や男女の労働者の配置・育成・評価・昇進・性別役割分担意識
　その他の職場風土等に関する意識

継続就業・働き方改革 ・男女の平均継続勤務年数の差異（基礎項目）
・ 10事業年度前およびその前後の事業年度に採用された労働者の男
女別の継続雇用割合

・男女別の育児休業取得率および平均取得期間
・ 男女別の職業生活と家庭生活との両立を支援するための制度（育
児休業を除く）の利用実績

・ 男女別のフレックスタイム制、在宅勤務、テレワーク等の柔軟な
働き方に資する制度の利用実績

・労働者の各月ごとの平均残業時間数等の労働時間の状況（基礎項目）
・ 労働者の各月ごとの平均残業時間数等の労働時間の状況（選択項
目）＊

・管理職の各月ごとの労働時間等の勤務状況
・有給休暇取得率

評価・登用 ・管理職に占める女性労働者の割合（基礎項目）
・ 各職階の労働者に占める女性労働者の割合および役員に占める女
性の割合

・男女別の 1つ上位の職階へ昇進した労働者の割合
・男女の人事評価の結果における差異

職場風土・
性別役割分担意識

・セクシュアルハラスメント等に関する各種相談窓口への相談状況

再チャレンジ
（多様なキャリアコー
ス）

・男女別の職種または雇用形態の転換の実績
・男女別の再雇用または中途採用の実績
・ 男女別の職種もしくは雇用形態の転換者、再雇用者または中途採
用者を管理職へ登用した実績

・非正社員の男女別のキャリアアップに向けた研修の受講の状況

取組の結果をはかる
ための指標

・男女の賃金の差異

出所：事業主行動計画策定指針・「別紙一」から筆者作成。
（注） 1．「基礎項目」と表記している項目以外は全て選択項目。
 2 ． ＊の選択項目「労働者の各月ごとの平均残業時間数等の労働時間の状況」について

は、「雇用管理区分」ごと、あるいは派遣先事業主は派遣労働者も含めて把握する必
要がある点で、同じ文言の基礎項目とは異なる。その他の基礎項目、選択項目に関
しても「（区）」「（派）」の表示で同様な条件がついている項目が多いが、本表では表
示を省略した。

（
一
八
一
）
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状
況
把
握
・
課
題
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
て
社
内
に
周
知
し
、
厚
生
労
働
省
の
サ
イ
ト
な
ど
で

外
部
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
動
計
画
に
は
、
①
計
画
期
間
、
②
数
値
目
標
、
③
取
組
み
内
容
、
④
取
組
み
の
実
施
期
間
、
を

盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
。
最
低
一
つ
以
上
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
事
項
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
数
値
目
標
を
設

定
す
る
か
に
関
し
て
は
、
事
業
主
に
任
さ
れ
て
い
る
。

一
般
事
業
主
は
、
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
を
都
道
府
県
労
働
局
へ
届
け
出
る
義
務
が
あ
る
。
行
動
計
画
を
策
定
し
届
け
出
た
事
業
主

の
う
ち
、
女
性
の
活
躍
推
進
の
取
組
み
実
施
状
況
が
優
良
な
事
業
主
は
、
申
請
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

認
定
の
段
階
に
は
五
つ
の
認
定
基
準
を
満
た
す
項
目
数
に
よ
っ
て
三
段
階
有
り
、
認
定
マ
ー
ク
「
え
る
ぼ
し
」
を
自
社
の
商
品
や
広
告
な

ど
に
付
け
て
女
性
活
躍
推
進
企
業
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
。

さ
ら
に
一
般
事
業
主
は
、
女
性
の
求
職
者
の
職
業
選
択
に
資
す
る
よ
う
に
、
自
社
の
女
性
活
躍
に
関
す
る
情
報
を
お
お
む
ね
年
一
回
以

上
、
定
期
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
社
外
に
公
表
す
る
義
務
が
あ
る
。
公
表
す
る
項
目
は
、
厚
生
労
働
省
令
に
定
め
る
採
用
、
継
続

就
業
・
働
き
方
改
革
、
評
価
・
登
用
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
）
の
四
分
野
一
四
項
目
の
中
か
ら
一
項
目
以
上
を
選
択

す
る
。

 

⑶　

女
性
活
躍
関
連
法
律
の
機
能

以
上
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
育
児
・
介
護
休
業
法
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
、
女
性
活
躍
推
進

法
と
、
法
律
制
定
順
に
そ
の
内
容
に
関
し
て
ご
く
ポ
イ
ン
ト
だ
け
を
み
て
き
た
。
均
等
法
は
雇
用
機
会
均
等
の
推
進
と
い
う
点
で
女
性
活

躍
推
進
の
側
面
を
持
つ
が
、
働
く
機
会
の
環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
育
児
・
介
護
休
業
法
は
、
主
と
し
て
両
立
支
援
と
い

う
雇
用
環
境
作
り
の
目
的
が
あ
り
か
つ
少
子
化
対
策
も
担
っ
て
い
る
。
パ
ー
ト
労
働
法
に
は
保
護
と
活
用
の
両
面
が
あ
る
。
次
世
代
法
は

（
一
八
二
）
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三

両
立
支
援
と
少
子
化
対
策
の
役
割
が
大
き
い
。
い
ず
れ
の
法
律
も

機
会
均
等
、
活
躍
推
進
、
両
立
支
援
に
関
し
て
直
接
、
間
接
に
影

響
す
る
の
だ
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
規
定
す
る
均
等

法
を
除
く
と
、
働
く
環
境
の
整
備
や
働
き
や
す
さ
の
基
盤
作
り
の

側
面
が
む
し
ろ
強
い
。

こ
れ
に
対
し
て
女
性
活
躍
推
進
法
は
、
労
働
時
間
や
働
き
方
改

革
と
い
っ
た
活
躍
の
環
境
、
ベ
ー
ス
作
り
の
部
分
も
あ
る
が
、
他

の
法
律
に
比
べ
て
活
躍
推
進
の
色
彩
が
濃
い
。
行
動
計
画
の
作
成

義
務
に
関
す
る
中
身
を
み
る
と
、
全
体
的
に
み
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
、
女
性
活
躍
推
進
法
の

ね
ら
い
だ
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

三 　

日
本
大
学
法
学
部
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
る
企
業
実
態
調
査
の
結
果

本
節
で
は
、
日
本
大
学
法
学
部
「
女
性
活
躍
推
進
法
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
前
述
し
た
「
二
〇
一
六
年 

女
性
活
躍
推
進
法

表 2　状況把握と課題分析を行った選択項目の区分別割合

〔選択項目に関して状況把握を行った企業＝100、
 課題分析を行った企業＝100〕

（複数回答、単位：％）

選択項目の区分 状況把握 課題分析

合計（産業・企業規模計） 100.0
（147社）

100.0
（140社）

採用
配置・育成・教育訓練
就業継続・働き方改革
評価・登用
職場風土・性別役割分担意識
再チャレンジ（多様なキャリアコース）
取組の結果をはかるための指標
（男女の賃金の差異）

87.1
49.7
59.2
53.1
26.5
31.3
17.7

80.0
51.4
54.3
55.7
27.1
25.7
12.9

出所：日本大学法学部研究プロジェクト・産労総合研究所
 「2016年 女性活躍推進法への企業対応に関する実態調査」

（
一
八
三
）
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へ
の
企
業
対
応
に
関
す
る
実
態
調
査
（
11
）

」
の
結
果
か
ら
、
ま
ず
行
動
計
画
策
定
に
関

連
す
る
状
況
把
握
と
課
題
分
析
、
目
標
設
定
の
実
態
を
把
握
す
る
。
次
い
で
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
く
に
人
事
制
度
・
施
策
改
定
へ
の
影
響
を
分
析
し
、
最
後
に
均

等
法
に
規
定
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
組
み
と
の
関
係
を
確
認
す
る
。

1　

状
況
把
握
と
課
題
分
析
の
実
態
と
設
定
し
た
数
値
目
標

⑴　

状
況
把
握
と
課
題
分
析
の
状
況

基
礎
項
目
に
関
し
て
状
況
把
握
・
課
題
分
析
を
行
う
の
は
当
然
な
の
で
、
選
択

項
目
に
つ
い
て
状
況
把
握
と
課
題
分
析
を
行
っ
た
項
目
を
質
問
し
た
。
二
一
の
選

択
項
目
別
に
設
問
す
る
と
複
雑
に
な
る
た
め
、
表
1
の
表
頭
「
女
性
活
躍
に
向
け

た
課
題
」
の
区
分
を
選
択
肢
に
し
た
。
状
況
把
握
に
関
し
て
は
、
実
際
に
把
握
を

行
っ
た
一
四
七
社
（
81
・
3
％
）
の
項
目
を
み
る
と
（
複
数
回
答
）、「
採
用
」
87
・
1
％
、

「
就
業
継
続
・
働
き
方
改
革
」
59
・
2
％
、「
評
価
・
登
用
」
53
・
1
％
、「
配
置
・
育

成
・
教
育
訓
練
」
49
・
7
％
の
順
で
あ
っ
た
（
表
2
）。
課
題
分
析
を
行
っ
た
一
四
〇

社
（
77
・
3
％
）
の
項
目
の
割
合
は
（
複
数
回
答
）、
状
況
把
握
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、「
採

用
」
80
・
0
％
、「
評
価
・
登
用
」
55
・
7
％
、「
就
業
継
続
・
働
き
方
改
革
」

54
・
3
％
、「
配
置
・
育
成
・
教
育
訓
練
」
51
・
4
％
の
順
で
あ
っ
た
（
表
2
）。
採
用

表 3　自社の課題と判断された基礎項目の企業割合
（複数回答、単位：％）

基礎項目 課題とする企業

合計（産業・企業規模計） 100.0
（183社）

管理職に占める女性労働者の割合
採用した労働者に占める
女性労働者の割合
男女の平均勤続年数の差異
労働者の各月ごとの平均残業時間数等
労働時間の状況
課題と判断された項目はなかった

84.7

38.8
23.0

12.6
1.1

出所：表 2と同じ。

（
一
八
四
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に
関
す
る
状
況
把
握
と
課
題
分
析
が
、
企
業
の
重
点
項
目
と
い
え
る
。

⑵　

自
社
の
課
題
と
判
断
さ
れ
た
項
目

次
に
、
基
礎
項
目
に
つ
い
て
実
際
に
自
社
の
課
題
と
判
断
し
た
項
目

の
割
合
を
み
る
と
、
一
八
三
社
の
う
ち
（
複
数
回
答
）、「
管
理
職
に
占
め

る
女
性
労
働
者
の
割
合
」
が
圧
倒
的
に
多
く
て
84
・
7
％
、
次
い
で
「
採

用
し
た
労
働
者
に
占
め
る
女
性
労
働
者
の
割
合
」
が
38
・
8
％
で
あ
っ
た

（
表
3
）。

選
択
項
目
に
関
し
て
自
社
の
課
題
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
項
目
区
分

は
、
回
答
の
あ
っ
た
一
三
七
社
で
み
る
と
（
複
数
回
答
）、「
採
用
」

44
・
5
％
、「
就
業
継
続
・
働
き
方
改
革
」
39
・
4
％
、「
評
価
・
登
用
」

38
・
7
％
、「
配
置
・
育
成
・
教
育
訓
練
」
35
・
0
％
、「
職
場
風
土
・
性

別
役
割
分
担
意
識
」
21
・
2
％
で
あ
り
、
抱
え
て
い
る
課
題
は
多
岐
に
わ

た
る
（
表
4
）。

⑶　

数
値
目
標
を
設
定
し
た
項
目

行
動
計
画
で
最
も
注
目
さ
れ
る
実
際
に
数
値
目
標
を
設
定
し
た
項
目

は
（
複
数
回
答
）、
回
答
の
あ
っ
た
一
八
一
社
の
う
ち
「
管
理
職
比
率
」

が
55
・
8
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
女
性
の
積
極
採
用
」
46
・
4
％
で

表 4　自社の課題であると判断された選択項目の区分別割合
〔選択項に関して課題分析を行った企業＝100〕

（複数回答、単位：％）

選択項目の区分 課題とする企業

合計（産業・企業規模計） 100.0
（137社）

採用
就業継続・働き方改革
評価・登用
配置・育成・教育訓練
職場風土・性別役割分担意識
再チャレンジ（多様なキャリアコース）
取組の結果をはかるための指標
（男女の賃金の差異）
課題と判断された項目はなかった

44.5
39.4
38.7
35.0
21.2
6.6

0.7
5.1

出所：表 2と同じ。

（
一
八
五
）
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あ
っ
た
。
そ
の
他
の
項
目
は
多
く
て
も
10
％
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
表
5
）。

数
値
目
標
に
は
、
基
礎
的
な
項
目
、
企
業
が
重
視
し
て
い
る
項
目
、
比
較
的
取

組
み
や
す
い
項
目
、
直
接
的
に
成
果
が
出
や
す
い
項
目
が
選
択
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
が
管
理
職
比
率
や
女
性
の
積
極
採
用
な
の
で
あ
る
。
な
お
、

「
そ
の
他
」
の
内
容
は
実
に
多
様
だ
が
、
男
性
も
含
め
た
育
児
休
業
取
得
に
関

連
し
た
項
目
が
注
目
さ
れ
る
。

2　

女
性
活
躍
推
進
法
の
人
事
制
度
・
施
策
へ
の
影
響

⑴　
「
改
定
」
ま
た
は
「
具
体
的
に
改
定
」
の
有
無

女
性
活
躍
推
進
法
を
契
機
に
人
事
諸
制
度
・
施
策
を
改
定
し
た
、
ま
た
は
具

体
的
に
改
定
を
検
討
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
質
問
し
た
。「
改
定
す
る
予
定
」
と

い
う
抽
象
的
な
設
問
で
は
実
際
に
改
定
す
る
か
ど
う
か
曖
昧
な
た
め
、「
具
体

的
に
改
定
を
検
討
し
て
い
る
」
か
ど
う
か
を
質
問
文
と
し
た
。

回
答
一
八
二
社
の
う
ち
、「
改
定
ま
た
は
具
体
的
に
改
定
を
検
討
し
て
い
る

人
事
制
度
・
施
策
が
あ
る
」
企
業
が
一
〇
五
社
（
57
・
5
％
）、
な
い
企
業
は
七
七

社
（
42
・
3
％
）
で
、
何
ら
か
の
人
事
制
度
・
施
策
を
改
定
し
た
、
ま
た
は
具
体

的
に
改
定
を
検
討
し
て
い
る
企
業
が
過
半
数
を
超
え
て
い
る
。

表 5　数値目標を設定した項目の割合
（複数回答、単位：％）

数値目標を設定した項目 設定した企業の割合

合計（産業・企業規模計） 100.0
（181社）

管理職比率（管理職に占める女性の割合等）
女性の積極採用（採用者に占める女性の割合等）
女性の継続就業（勤続年数の男女差の縮小等）
女性の配置・育成・教育訓練
労働時間等の働き方（残業時間数の減少等）
多様なキャリアコース（女性のキャリアアップ
に資する雇用管理区分の転換等）
その他

55.8
46.4
16.6
15.5
12.7

3.3
13.3

出所：表 2と同じ。

（
一
八
六
）
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五
七

表
6
に
よ
り
個
別
の
人
事
制
度
・
施
策
ご
と
に
み
る
と

（
複
数
回
答
）、「
改
定
」
と
「
具
体
的
に
改
定
検
討
」
を
合

計
し
た
企
業
数
は
、「
育
児
・
介
護
休
業
制
度
」
四
九
社

（
改
定
・
検
討
企
業
一
〇
五
社
に
占
め
る
割
合
は
46
・
7
％
）、「
教

育
・
研
修
制
度
」
三
八
社
（
36
・
2
％
）、「
年
次
有
給
休
暇

取
得
促
進
策
」
三
四
社
（
32
・
4
％
）、「
残
業
規
制
の
強
化
」

三
一
社
（
29
・
5
％
）
が
上
位
に
く
る
。「
改
定
」
と
「
具
体

的
に
改
定
検
討
」
に
分
け
る
と
、
民
間
企
業
に
関
連
す
る

部
分
の
法
の
施
行
自
体
が
二
〇
一
六
年
四
月
で
、
こ
の
調

査
の
約
六
カ
月
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
「
改
定

し
た
」
企
業
よ
り
「
具
体
的
に
改
定
を
検
討
し
て
い
る
」

企
業
の
ほ
う
が
多
い
（
表
6
）。

⑵　

改
定
し
た
人
事
制
度
・
施
策

実
際
に
「
改
定
」
し
た
企
業
数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、

制
度
・
施
策
別
に
み
て
相
対
的
に
多
か
っ
た
の
は
（
複
数
回

答
）、「
育
児
・
介
護
休
業
制
度
」
一
七
社
（
16
・
2
％
）、「
年

次
有
給
休
暇
取
得
促
進
策
」
一
五
社
（
14
・
3
％
）、「
残
業

表 6　女性活躍推進法を契機に改定した、または具体的に改定を検討している人事制度・施策
〔改定または具体的に改定を検討している人事制度・施策がある企業＝100〕

（単位：％、（　）内は社数）

制度・施策の内容

該当の制度・
施策は改定
（検討）して
いない

合計
（ 産業・
企業規模計）

改定した、および
具体的に改定を
検討している

改定した
具体的に
改定を検
討している

育児・介護休業制度
教育・研修制度
年次有給休暇取得促進策
残業規制の強化
労働時間制度（フレックス
タイム制の導入・拡大等）
在宅勤務制度の導入・拡大
募集・採用方法
昇進・昇格制度
配置・転換方針（ルール）
人事評価制度
人事等級制度（社員格付制度）
賃金制度
社員区分（雇用区分）
その他

100.0（105）
100.0（105）
100.0（105）
100.0（105）

100.0（105）
100.0（105）
100.0（105）
100.0（105）
100.0（105）
100.0（105）
100.0（105）
100.0（105）
100.0（105）
100.0（105）

46.7（49）
36.2（38）
32.4（34）
29.5（31）

25.7（27）
22.9（24）
21.0（22）
20.0（21）
20.0（21）
17.1（18）
14.3（15）
13.3（14）
9.5（10）
9.5（10）

16.2（17）
9.5（10）
14.3（15）
10.5（11）

4.8（5）
2.9（3）
6.7（7）
4.8（5）
3.8（4）
3.8（4）
2.9（3）
1.9（2）
1.9（2）
2.9（3）

30.5（32）
26.7（28）
18.1（19）
19.0（20）

21.0（22）
20.0（21）
14.3（15）
15.2（16）
16.2（17）
13.3（14）
11.4（12）
11.4（12）
7.6 （8）
6.7 （7）

53.3（56）
63.8（67）
67.6（71）
70.5（74）

74.3（78）
77.1（81）
79.0（83）
80.0（84）
80.0（84）
82.9（87）
85.7（90）
86.7（91）
90.5（95）
90.5（95）

出所：表 2と同じ。
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五
八

規
制
の
強
化
」
一
一
社
（
10
・
5
％
）、「
教
育
・
研
修
制
度
」
一
〇
社
（
9
・
5
％
）
で
あ
る
。
全
体
的
に
労
働
時
間
に
関
連
し
た
制
度
・
施

策
を
改
定
し
た
企
業
が
多
く
、
労
働
時
間
関
連
を
除
く
社
員
区
分
、
人
事
等
級
制
度
、
昇
進
・
昇
格
制
度
、
配
置
・
転
換
制
度
、
人
事
評

価
制
度
、
賃
金
制
度
な
ど
狭
義
の
人
事
・
処
遇
シ
ス
テ
ム
の
改
定
企
業
は
少
な
い
（
表
6
）。

⑶　

 

具
体
的
に
解
答
を
検
討
し
て
い
る
人
事
制
度
・
施
策

具
体
的
に
改
定
を
検
討
し
て
い
る
制
度
・
施
策
の
内
容
を
み
る
と
（
複
数
回
答
）、「
育
児
・
介
護
休
業
制
度
」
三
二
社
（
30
・
5
％
）、

「
教
育･

研
修
制
度
」
二
八
社
（
26
・
7
％
）、「
労
働
時
間
制
度
」
二
二
社
（
21
・
0
％
）、「
在
宅
勤
務
制
度
の
導
入
・
拡
大
」
二
一
社

（
20
・
0
％
）、「
残
業
規
制
の
強
化
」
二
〇
社
（
19
・
0
％
）
が
比
較
的
多
い
制
度
・
施
策
で
、「
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進
策
」
一
九
社

（
18
・
1
％
）、「
配
置
・
転
換
方
針
」
一
七
社
（
16
・
2
％
）、「
昇
進
・
昇
格
制
度
」
一
六
社
（
15
・
2
％
）、「
募
集
・
採
用
方
法
」
一
五
社

（
14
・
3
％
）
と
続
く
（
表
6
）。

育
児
・
介
護
休
業
制
度
が
ト
ッ
プ
に
く
る
の
は
改
定
企
業
と
同
じ
で
、
個
々
の
順
番
は
入
れ
替
わ
る
も
の
の
、
労
働
時
間
関
連
の
制

度
・
施
策
が
多
い
こ
と
は
改
定
検
討
企
業
で
も
同
様
と
い
え
る
。
た
だ
、
改
定
検
討
企
業
の
場
合
は
、
狭
義
の
人
事
・
処
遇
シ
ス
テ
ム
に

も
広
く
改
定
検
討
が
及
ん
で
い
る
点
が
異
な
る
。
ま
た
、
個
別
の
制
度
・
施
策
の
中
で
は
、
と
く
に
「
労
働
時
間
制
度
」
や
「
在
宅
勤
務

制
度
」
に
つ
い
て
改
定
を
検
討
し
て
い
る
企
業
が
、
改
定
し
た
企
業
に
比
べ
て
割
合
は
多
い
。

数
値
目
標
設
定
の
前
提
と
な
る
状
況
把
握･

課
題
分
析
の
基
礎
項
目
、
選
択
項
目
が
企
業
の
人
事
制
度
・
施
策
の
改
定
動
向
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
具
体
的
に
改
定
を
検
討
し
て
い
る
企
業
に
お
け
る
今
後
の
制
度
・
施
策
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

⑷　

女
性
活
躍
推
進
法
と
人
事
制
度
・
施
策
の
改
定

以
上
の
結
果
を
み
る
と
、
女
性
活
躍
推
進
法
の
施
行
に
対
応
し
た
企
業
で
、
同
法
の
施
行
に
誘
発
さ
れ
て
人
事
・
処
遇
シ
ス
テ
ム
の
改

（
一
八
八
）
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定
に
着
手
し
た
、
あ
る
い
は
着
手
予
定
で
あ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
少
な
い
こ
と
が
分
る
。
女
性
活
躍
推
進
法
へ
の
対
応
は
、
主
と
し
て
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（com

pliance

＝
法
令
遵
守
）
あ
る
い
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（C

orporate S
ocial R

esponsibility

＝
企
業
の
社
会
的
責
任
）
の
観
点
か

ら
行
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

も
と
も
と
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
人
事
・
処
遇
制
度
は
、
た
と
え
ば
労
働
基
準
法
や
均
等
法
、
育
児
・
介
護
休
業
法

な
ど
の
法
的
強
制
規
定
に
制
度
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
別
と
し
て
、
経
営
戦
略
に
基
づ
く
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
に
よ
っ

て
、
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
企
業
独
自
に
策
定
、
改
定
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
本
調
査
に
よ
り
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
、
と
く
に
狭
義
の
人
事
・
処
遇
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
女
性
活
躍
推
進
法
の
直
接
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
あ
ま
り
強
く
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

⑸　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
の
関
係

な
お
、
本
調
査
で
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
規
定
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
取
組
み
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
質

問
し
た
。
回
答
一
七
八
社
の
う
ち
、「
従
来
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
女
性
活
躍
推
進
法
の
対
応
を
付
加
し
た
」
が
一
一
〇
社

（
61
・
8
％
）
と
多
く
、「
従
来
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
組
は
や
め
て
女
性
活
躍
推
進
法
に
対
応
し
た
」
は
さ
す
が
に
七
社

（
3
・
9
％
）
と
少
な
か
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
な
か
っ
た
」
企
業
も
六
〇
社
（
33
・
7
％
）

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
雇
用
均
等
を
実
現
し
て
い
れ
ば
あ
え
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ま
な
く
て
も
よ
い
わ
け
だ
が
、
取
組

ん
で
い
な
い
企
業
が
三
分
の
一
を
占
め
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

参
考
ま
で
に
厚
生
労
働
省
「
平
成
二
六
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
（
集
計
表
不
掲
載
）、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取

組
ん
で
い
な
い
企
業
は
、
一
〇
人
以
上
の
規
模
計
で
51
・
8
％
、
三
〇
〇
人
以
上
の
企
業
を
規
模
別
に
み
る
と
、
三
〇
〇
〜
九
九
九
人

（
一
八
九
）
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六
〇

31
・
3
％
、
一
〇
〇
〇
〜
四
九
九
九
人
26
・
4
％
、
五
〇
〇
〇
人
以
上
17
・
3
％
で
あ
っ
た
。
取
組
ま
な
い
理
由
で
一
番
多
か
っ
た
の
は

（
複
数
回
答
）、
五
〇
〇
〇
人
以
上
が
「
女
性
の
意
識
が
伴
わ
な
い
た
め
」
41
・
4
％
だ
っ
た
ほ
か
は
、
各
企
業
規
模
と
も
「
既
に
女
性
は
十

分
に
活
躍
し
て
い
る
と
思
う
た
め
」
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
一
〇
人
以
上
の
規
模
計
で
38
・
8
％
、
規
模
別
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る

が
34
・
6
％
〜
50
・
6
％
と
い
う
回
答
割
合
だ
っ
た
。
傾
向
的
に
は
規
模
の
小
さ
い
企
業
の
ほ
う
が
、「
活
躍
し
て
い
る
」
と
認
識
し
て
い

る
企
業
割
合
が
相
対
的
に
多
い
。
大
企
業
よ
り
人
材
が
少
な
い
た
め
、
中
小
企
業
の
方
が
女
性
の
活
躍
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
実
態
は
と
も
か
く
「
女
性
は
十
分
に
活
躍
し
て
い
る
」
と
認
識
し
て
い
る
企
業
が
少
な
く
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

四　

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

1　

な
ぜ
女
性
活
躍
推
進
が
必
要
か

な
ぜ
、
職
業
生
活
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
推
進
が
、「
二　

女
性
労
働
法
政
策
の
展
開
」
で
概
観
し
た
よ
う
に
立
法
化
ま
で
し
て
必
要

な
の
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
言
い
古
さ
れ
た
こ
と
だ
が
、
わ
が
国
の
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
人
口
の
絶
対
的
減
少
傾
向
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ひ
い
て

は
そ
れ
に
比
例
す
る
国
力
の
衰
退
に
対
す
る
国
（
政
府
）
の
危
機
感
が
あ
る
。
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
政
府
は
、
女
性
の
労
働
市
場
へ
の
参
入

と
定
着
、
高
齢
者
の
継
続
的
就
労
を
重
要
な
政
策
と
し
て
き
た
。
国
策
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
産
業
界
や
個
別
企
業
に
と
っ
て
も
労
働

力
不
足
は
経
営
力
の
向
上
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
女
性
労
働
力
の
獲
得
は
企
業
経
営
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
な
の
で
あ
る
。

（
一
九
〇
）
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六
一

労
働
力
の
数
的
増
加
と
い
っ
た
量
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
は
労
働
力
の
質
的
な
面
で
女
性
従
業
員
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
は
大
き
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
労
働
力
が
減
少
す
る
中
で
、
女
性
従
業
員
の
参
加
と
活
躍
が
な
け
れ
ば
企
業
経
営
は
今
後
成
り
立
た

な
く
な
る
。
女
性
従
業
員
の
能
力
が
男
性
従
業
員
と
レ
ベ
ル
的
に
差
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
科
学
的
な
検
証
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
筆

者
の
知
見
に
よ
れ
ば
企
業
実
務
上
の
経
験
則
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
な
偏
見
と
批
判
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
社

会
的
・
文
化
的
に
形
成
さ
れ
た
資
質
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
女
性
の
ほ
う
が
能
力
や
セ
ン
ス
で
優
れ
て
い
る
面
や
領
域
も
少
な
く
な
い
。
企

業
経
営
に
よ
る
女
性
労
働
力
の
積
極
的
活
用
へ
の
ニ
ー
ズ
が
、
女
性
活
躍
が
必
要
な
第
二
の
理
由
、
背
景
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
第
二
の
理
由
で
あ
る
女
子
の
能
力
活
用
と
も
関
連
す
る
が
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（diversity

＝
多
様
性
）
の
視
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（D
iversity M

anagem
ent

）
は
、
労
働
者
、
従
業
員
に
は
、
性
別
だ
け
で
な
く
年
齢
、
心
身
、

国
籍
、
人
種
、
宗
教
な
ど
様
々
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
差
別
せ
ず
、
発
想
や
価
値
観
の
異
な
る
多
様
な
人
材
に
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
て
活
用
し
、
経
営
環
境
や
商
品
市
場
の
多
様
性
へ
対
応
し
て
、
企
業
業
績
の
向
上
を
目
指
す
経
営
の
こ
と
で
あ
る
（
12
）

。
性
別
つ

ま
り
女
性
で
あ
る
こ
と
も
多
様
性
の
一
つ
で
あ
り
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
女
性
の
能
力
活
用
を
推
進
す
る
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ

る
。第

四
の
理
由
と
い
う
か
、
最
も
根
源
的
な
も
の
は
、
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
尊
重
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
憲
法
第
二
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
狭
義
の
働
く
権
利
だ
け
で
な
く
、
働
く
こ
と
で
自
分
の
能
力
と
適
性
を
発
揮
で
き
る
権
利
、
個
性
を
実
現
で
き
る
権
利
、

そ
う
し
た
機
会
を
得
る
権
利
で
あ
る
。
女
性
活
躍
の
推
進
は
、
国
家
の
労
働
政
策
や
企
業
経
営
の
労
働
力
活
用
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
女
性

労
働
者
個
人
の
人
権
を
尊
重
し
、
個
別
の
働
く
女
性
に
対
し
て
広
義
の
労
働
権
を
保
障
す
る
視
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

な
お
、
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
均
等
法
や
女
性
活
躍
推
進
法
な
ど
の
活
躍
推
進
に
関
連
す
る
法
や
施
策
だ
け
で
な
く
、

（
一
九
一
）
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六
二

女
性
労
働
者
の
活
躍
の
ベ
ー
ス
と
な
る
両
立
支
援
の
た
め
の
法
や
施
策
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
関
し
て

は
後
段
で
あ
ら
た
め
て
触
れ
る
。

2　

女
性
活
躍
推
進
法
の
想
定
す
る
女
性
活
躍
の
た
め
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
・
施
策

⑴　

状
況
把
握
・
課
題
分
析
の
項
目

女
性
活
躍
推
進
法
は
、
第
二
条
で
基
本
原
則
を
定
め
る
が
、
そ
の
第
一
項
で
は
「
女
性
に
対
す
る
採
用
、
教
育
訓
練
、
昇
進
、
職
種
及

び
雇
用
形
態
の
変
更
そ
の
他
の
職
業
生
活
に
関
す
る
機
会
の
積
極
的
な
提
供
及
び
そ
の
活
用
」
を
通
じ
て
活
躍
を
推
進
す
る
と
、
人
事
管

理
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
を
い
く
つ
か
例
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
関
連
し
て
女
性
活
躍
推
進
法
と
厚
生
労
働
省
令
を
受
け
た
「
事
業
主
行
動
計
画
策
定
指
針
」
で
は
、

女
性
活
躍
に
向
け
た
課
題
を
分
類
し
た
う
え
で
、
基
礎
項
目
と
選
択
項
目
に
関
す
る
状
況
把
握
・
課
題
分
析
項
目
を
「
別
紙
一
」
に
ま
と

め
て
い
る
。
そ
れ
を
筆
者
が
再
整
理
し
た
の
が
前
掲
表
1
で
あ
る
。
表
1
を
み
る
と
、
採
用
、
配
置
、
育
成
・
教
育
訓
練
、
継
続
勤
務
年

数
と
継
続
雇
用
割
合
、
育
児
休
業
な
ど
両
立
支
援
施
策
、
労
働
時
間
制
度
・
施
策
（
柔
軟
な
働
き
方
、
残
業
時
間
等
の
労
働
時
間
の
実
態
、
年

次
有
給
休
暇
取
得
率
）、
管
理
職
へ
の
昇
進
・
登
用
、
人
事
評
価
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
状
況
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
職
種
と
雇
用
形
態
の
転

換
、
再
雇
用
、
中
途
採
用
、
非
正
規
社
員
の
研
修
）、
男
女
の
賃
金
差
な
ど
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
全
般
に
及
ん
で
い
る
。
定

年
・
退
職
管
理
、
労
使
関
係
、
安
全
衛
生
な
ど
の
領
域
に
か
か
わ
る
項
目
が
欠
け
る
だ
け
で
あ
る
。

⑵　

女
性
活
躍
推
進
法
は
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
か

以
上
の
よ
う
に
、
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
い
て
な
る
べ
く
多
く
の
項
目
に
つ
い
て
状
況
を
把
握
し
、
課
題
を
分
析
す
れ
ば
、
ど
う

（
一
九
二
）
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三

い
っ
た
項
目
を
目
標
と
し
て
設
定
す
る
か
に
も
よ
る
が
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
ほ
と
ん
ど
の
領
域
に
わ
た
っ
て
、
実
態
が
把

握
で
き
、
活
躍
推
進
の
端
緒
が
開
か
れ
る
と
い
え
る
。

基
礎
項
目
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
①
採
用
労
働
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
、
②
平
均
勤
続
年
数
の
男
女
差
、
③
月
平
均
労
働
時
間

数
な
ど
労
働
時
間
の
状
況
、
④
管
理
職
に
占
め
る
女
性
労
働
者
の
割
合
で
あ
る
（
表
1
参
照
）。
女
性
活
躍
の
基
礎
と
な
る
女
性
採
用
者
数

（
割
合
）
を
増
や
し
、
女
性
の
定
着
を
進
め
（
勤
続
年
数
を
増
加
さ
せ
）
な
が
ら
職
務
経
験
を
広
げ
、
深
め
、
高
め
、
長
時
間
労
働
を
抑
制
、

廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
立
支
援
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
、
結
果
と
し
て
女
性
活
躍
の
一
つ
の
具
体
的
な
指
標
と

な
る
女
性
管
理
職
比
率
を
高
め
る
こ
と
に
結
び
付
け
る
。
こ
れ
が
基
礎
項
目
の
状
況
把
握
と
課
題
分
析
の
眼
目
で
あ
る
。
多
く
の
企
業
に

共
通
し
、
基
本
と
な
る
項
目
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
自
体
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

前
記
調
査
結
果
で
も
、
基
礎
項
目
で
自
社
の
課
題
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
は
、「
管
理
職
に
占
め
る
女
性
労
働
者
の
割
合
」
が
圧
倒

的
に
多
い
（
表
3
）。
ま
た
、
数
値
目
標
を
設
定
し
た
項
目
も
、
基
礎
項
目
と
選
択
項
目
を
区
分
し
な
い
設
問
に
対
す
る
結
果
だ
が
、「
管

理
職
比
率
」
と
「
女
性
の
積
極
採
用
」
が
他
を
引
き
離
し
て
い
る
（
表
5
）。

さ
ら
に
前
記
調
査
に
よ
れ
ば
、
選
択
項
目
で
状
況
把
握
と
課
題
分
析
を
行
っ
た
項
目
、
そ
れ
に
自
社
の
課
題
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
区

分
は
「
採
用
」
が
最
も
多
い
（
表
2
、
表
4
）。
た
だ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、「
就
業
継
続
・
働
き
方
改
革
」、「
評
価
・
登
用
」、「
配
置
・

育
成
・
教
育
訓
練
」
も
企
業
割
合
は
少
な
く
は
な
い
（
表
2
、
表
4
）。

こ
う
し
て
み
る
と
、
ま
ず
女
性
の
採
用
割
合
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
従
業
員
の
比
率
を
高
め
、
ひ
い
て
は
将
来
的
に
女
性
管

理
職
比
率
を
高
め
よ
う
と
い
う
の
が
、
多
く
の
企
業
に
お
け
る
当
面
の
女
性
活
躍
推
進
に
向
け
た
戦
略
な
い
し
方
針
だ
と
い
え
よ
う
。
そ

の
意
味
で
は
、
短
期
的
な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
が
、
女
性
活
躍
推
進
法
は
女
性
活
躍
の
下
地
作
り
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
可
能
性
は
あ

（
一
九
三
）
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る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
企
業
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
活
用
し
な
け
れ
ば
、
女
性
活
躍
の
実
現
は
難
し
い
と

思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
特
定
の
人
達
を
対
象
に
し
た
就
労
支
援
立
法
の
う
ち
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
や
育
児
・
介
護
休
業
法
な
ど
異
な
り
、
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
と
女
性
活
躍
推
進
法
は
、
少
子
化
対
策
や
女
性
の
就
業
率
向
上
と
い
う
経
済
的
、
社
会
的
目
的
の
た
め
、
数
値

目
標
の
設
定
を
記
載
し
た
行
動
計
画
の
策
定
を
事
業
主
に
義
務
づ
け
た
結
果
志
向
の
規
制
で
あ
り
、
過
剰
介
入
の
疑
い
が
あ
る
│
、
と
そ

の
正
当
性
に
疑
問
を
差
し
挟
む
主
張
も
あ
る
（
13
）

。
し
か
し
、
現
状
を
見
る
限
り
過
剰
と
も
い
え
る
介
入
を
し
な
け
れ
ば
職
業
生
活
に
お
け
る

女
性
の
活
躍
推
進
と
両
立
支
援
は
実
現
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
論
者
の
い
う
労
働
権
と
個
人
の
尊
厳
の
観
点
か
ら
も
、
現
下
の
女
性
労

働
の
実
態
を
前
提
に
す
れ
ば
、
女
性
活
躍
推
進
法
は
（
そ
し
て
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
も
）、
現
時
点
に
お
い
て
正
当
性
と
妥
当
性
を
有

す
る
と
考
え
る
。

3　

女
性
活
躍
推
進
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

⑴　

働
く
こ
と
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

短
大
・
高
専
卒
以
上
の
学
歴
の
女
性
を
対
象
に
し
た
「
女
性
と
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
女
性
が
仕
事
を
辞
め
る
背
景

に
は
、「
仕
事
に
希
望
が
持
て
な
か
っ
た
か
ら
」
な
ど
就
労
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
存
在
す
る
（
14
）

。
就
労
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
理
由
で

仕
事
を
辞
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
企
業
が
両
立
支
援
制
度
・
施
策
を
充
実
し
て
も
、
離
職
す
る
女
性
従
業
員
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
に
な
る
。

同
調
査
に
よ
る
と
、
正
社
員
で
育
児
休
業
取
得
者
の
63
・
6
％
が
そ
の
後
に
離
職
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
育
児
休
業
制
度
が
あ
っ
て

（
一
九
四
）
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五

も
利
用
し
に
く
い
こ
と
が
、
初
職
を
継
続
す
る
こ
と
の
最
大
の
ネ
ッ
ク
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
育
児
休
業
取
得
者
の

多
く
が
離
職
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
出
産
・
育
児
期
の
女
性
に
対
す
る
就
業
継
続
の
中
心
施
策
で
あ
る
育
児
休
業
が
、
必
ず
し
も
有
効
に

働
い
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
育
休
復
帰
後
の
評
価
シ
ス
テ
ム
、
教
育
訓
練
、
配
置
、
昇
進
、
処
遇
な
ど
に
問
題
が
な
か
っ
た
か

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
（
15
）

。
つ
ま
り
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
人
事
・
処
遇
制
度
）
全
体
に
か
か
わ
る
問
題
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
仕
事
を
辞
め
る
理
由
と
し
て
仕
事
に
や
り
甲
斐
を
感
じ
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
の
は
男
性
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
女
性
と

男
性
が
担
当
す
る
仕
事
、
職
務
に
関
し
て
は
部
署
の
配
属
と
配
属
先
に
お
け
る
仕
事
の
割
り
当
て
に
よ
っ
て
格
差
が
存
在
す
る
、
と
い
う

研
究
が
あ
る
。
そ
の
研
究
に
よ
る
と
、
女
性
に
対
す
る
偏
見
と
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
そ
も
そ
も
割
り
当
て
ら
れ
る
職
務
が
男
性
と
女

性
は
異
な
る
（
性
別
職
務
分
離
）。
そ
の
結
果
、
職
務
の
幅
と
知
識
・
ス
キ
ル
の
量
に
差
が
生
じ
、
昇
進
も
女
性
は
遅
く
な
る
。
つ
ま
り
、

男
性
と
女
性
で
は
与
え
ら
れ
る
職
務
が
異
な
り
（
職
務
格
差
）、
昇
進
の
基
準
も
異
な
っ
て
く
る
（
16
）

。
全
社
レ
ベ
ル
の
仕
組
み
、
基
準
に
男
女

に
よ
る
違
い
を
設
け
る
こ
と
は
通
常
な
い
の
で
、
配
属
先
で
あ
る
現
場
、
職
場
で
の
上
司
に
よ
る
運
用
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

女
性
管
理
職
の
割
合

女
性
活
躍
推
進
法
で
は
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
労
働
者
の
割
合
が
状
況
把
握
、
課
題
分
析
の
基
礎
項
目
に
な
っ
て
お
り
、
前
掲
・
法

学
部
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
の
結
果
で
は
、
数
値
目
標
を
設
定
し
た
項
目
と
し
て
は
「
管
理
職
比
率
（
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合

等
）」
が
最
も
多
か
っ
た
。
女
性
労
働
者
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
目
に
見
え
る
客
観
的
な
形
で
検
証
す
る
に
は
、
管
理
職
に
占
め
る
女

性
労
働
者
の
割
合
や
、
管
理
職
に
昇
進
し
た
女
性
の
人
数
・
割
合
を
み
る
の
が
最
も
分
り
や
す
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
場
合
の
「
管
理
職
」
は
、
厚
生
労
働
省
の
一
般
事
業
主
行
動
計
画
策
定
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、「
課
長
級
」
と
「
課

（
一
九
五
）
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長
級
よ
り
上
位
の
役
職
（
役
員
を
除
く
）」
に
あ
る
労
働
者
の
こ
と
で
あ
る
。
課
長
級
に
は
、
い
わ
ゆ
る
組
織
管
理
職
と
し
て
の
課
長
の
ほ

か
に
、
呼
称
や
部
下
の
人
数
に
関
係
な
く
、
そ
の
職
務
の
内
容
と
責
任
の
程
度
が
「
課
長
級
」
に
相
当
す
る
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
専
門
職
や
専
任
職
（
17
）

が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
企
業
に
お
け
る
組
織
上
の
責
任
と
権
限
如
何
に
よ
る
こ
と

に
な
る
。

考
え
る
に
、
職
業
人
に
と
っ
て
組
織
管
理
職
に
な
る
だ
け
が
、
職
業
キ
ャ
リ
ア
で
能
力
を
発
揮
し
、
自
己
充
実
を
図
る
唯
一
の
手
段
、

ル
ー
ト
で
は
な
い
。
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
専
門
職
）、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
専
任
職
）、
企
業
内
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
そ
の
専
門
的

能
力
で
企
業
に
貢
献
し
、
専
門
職
業
人
と
し
て
自
己
実
現
を
図
る
道
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
18
）

。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
組
織
か
ら
フ
ラ
ッ
ト
型
組
織

へ
の
転
換
、
剛
構
造
の
組
織
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
よ
う
な
柔
軟
な
組
織
へ
移
行
し
て
い
る
企
業
・
団
体
も
少
な
く
な
い
。
当
然
、

組
織
管
理
職
と
し
て
の
課
長
・
部
長
の
ポ
ス
ト
は
少
な
く
な
り
、
男
性
労
働
者
で
も
管
理
職
に
就
け
な
い
職
業
人
は
少
な
く
な
い
。
女
性

活
躍
推
進
法
で
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
す
る
義
務
が
あ
る
の
は
従
業
員
規
模
三
〇
一
人
以
上
で
あ
り
、
そ
の
規
模
の
企
業
に
は
管

理
職
の
ポ
ス
ト
も
そ
れ
な
り
に
あ
る
だ
ろ
う
が
、
小
規
模
企
業
で
は
定
年
退
職
ま
で
管
理
職
に
就
か
な
い
労
働
者
は
男
女
と
も
希
で
は
な

い
。た

だ
、
女
性
活
躍
の
分
り
や
す
い
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
女
性
労
働
者
の
管
理
職
昇
進
数
や
割
合
、
管
理
職
比
率
は
有
効
で
あ
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
女
性
の
管
理
職
比
率
が
自
己
目
的
化
し
、
数
値
目
標
あ
り
き
で
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
先
行
研
究
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
能
力
に
応
じ
て
女
性
を
積
極
的
に
採
用
し
、
女
性
が
定
着
し
て
従
業
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が
高
ま
り
、
そ
れ
ら
の

人
材
を
育
成
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
女
性
が
管
理
職
に
登
用
さ
れ
て
い
く
と
い
う
の
が
、
時
間
は
か
か
っ
て
も
と
る
べ
き
方
向
で
あ
ろ
う
（
19
）

。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
女
性
労
働
者
に
対
す
る
取
扱
い
や
処
遇
の
帰
結
な
の
だ
が
、
女
性
の
昇
進
意
欲
の
欠
如
や
意
欲
の
低
さ
を
企
業
側
か

（
一
九
六
）
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ら
は
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
現
状
の
実
態
で
あ
ろ
う
が
、
先
行
研
究
の
結
果
か
ら
は
（
20
）

、
女
性
活
躍
推
進
施
策
と
両
立
支
援
施

策
を
継
続
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
徐
々
に
女
性
の
昇
進
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

⑶　

両
立
支
援
は
依
然
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ

女
性
が
職
業
人
生
で
活
躍
す
る
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
の
長
さ
、
と
く
に
同
一
企
業
に
お
け
る
一
定
程
度
の
継
続
勤
務
は
必
須
要
件
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
と
く
に
出
産
か
ら
育
児
期
に
お
け
る
両
立
支
援
策
が
依
然
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
（
21
）

。
も
ち
ろ
ん
、
両
立
支
援
策
は
均
等

推
進
策
と
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
従
業
員
の
長
期
勤
続
化
（
定
着
）
の
実
現
、
女
性
の
能
力
開
発
促
進
、
女
性
の
管
理

職
登
用
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
く
（
22
）

。
た
だ
、
両
立
支
援
制
度
と
い
う
仕
組
み
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
制
度
が
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
か
ら
、
企
業
は
利
用
し
や
す
い
職
場
状
況
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
制
度
を
利
用
し
て
女
性
が
能
力
を
発
揮
し
、
キ
ャ

リ
ア
を
開
発
・
形
成
し
て
い
く
た
め
の
環
境
を
整
え
る
必
要
も
あ
る
（
23
）

。

な
お
、
単
な
る
仕
事
と
家
庭
の
両
立
で
は
な
く
、
両
立
支
援
制
度
に
よ
る
仕
事
の
継
続
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
の
同
時
実
現
が
真
の

女
性
活
躍
の
実
現
だ
と
い
う
、
説
得
的
な
主
張
が
あ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
仕
事
と
家
庭
（
と
く
に
育
児
等
）
の
両
立
支
援
の
方
向

転
換
が
必
要
だ
と
い
う
。
育
児
期
に
普
通
に
仕
事
を
す
る
こ
と
を
免
除
す
る
「
仕
事
免
除
型
」
の
両
立
支
援
か
ら
、
育
児
を
し
な
が
ら
普

通
に
仕
事
を
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
「
仕
事
支
援
型
」
の
両
立
支
援
へ
の
方
向
転
換
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
短
時
間
勤
務
制
度
を
充

実
す
る
代
わ
り
に
育
児
休
業
期
間
を
短
縮
、
②
育
児
休
業
か
ら
早
期
に
復
帰
し
た
場
合
の
支
援
の
創
設
、
③
短
時
間
勤
務
利
用
時
に
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
日
を
選
択
可
能
、
④
短
時
間
勤
務
パ
タ
ー
ン
の
多
様
化
と
変
更
の
柔
軟
化
、
⑤
短
時
間
勤
務
制
度
利
用
か
ら
通
常
勤
務
に
戻

る
場
合
の
支
援
、
な
ど
の
企
業
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
24
）

。
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
の
観
点
か
ら
す
る
と
、「
仕
事
免
除
型
」
か

ら
「
仕
事
支
援
型
」
へ
の
転
換
は
、
検
討
に
値
す
る
方
向
性
で
あ
る
。

（
一
九
七
）
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⑷　

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
人
事
・
処
遇
制
度
）

女
性
活
躍
推
進
に
資
す
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
人
事
・
処
遇
制
度
）
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
で
明
ら
か

な
よ
う
に
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
連
す
る
全
て
の
制
度
・
施
策
が
直
接
、
間
接
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
採
用
、
配
置
・
異

動
、
教
育
研
修
・
能
力
開
発
、
評
価
制
度
、
昇
進
・
昇
格
制
度
、
労
働
時
間
制
度
、
賃
金
制
度
、
福
利
厚
生
制
度
な
ど
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
全
般
に
及
ぶ
。

も
う
少
し
限
定
す
る
な
ら
、
採
用
管
理
、
昇
進
管
理
（
管
理
職
登
用
）、
労
働
時
間
管
理
、
評
価
制
度
、
教
育
・
研
修
制
度
な
ど
が
調
査

結
果
を
中
心
に
み
た
重
点
制
度
・
施
策
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
労
働
時
間
管
理
と
大
括
り
に
表
記
し
た
が
、
こ
の
中
に
は
残
業
管
理
、
育

児
休
業
取
得
率
、
年
次
有
給
休
暇
取
得
率
、
そ
れ
に
柔
軟
な
働
き
方
と
し
て
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
在
宅
勤
務
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
も

含
ん
で
い
る
。五　

今
後
の
方
向
性
│
む
す
び
に
か
え
て

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
企
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
は
、
均
等
法
施
行
に
始
ま
り
今
日
に
至
る
ま
で
、
両
立
支
援
に
よ
る
女
性
従
業

員
の
定
着
か
ら
、
両
立
支
援
と
均
等
推
進
の
連
動
へ
と
変
遷
し
て
き
た
（
25
）

。
別
の
研
究
で
は
、
女
性
の
活
躍
は
単
な
る
労
働
力
で
は
な
く
一

人
の
個
人
と
し
て
多
様
な
活
躍
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
労
働
供
給
の
質
的
な
改
善
が
必
須
で
あ
る
と
述
べ
る
が
（
26
）

、

そ
の
主
張
に
は
納
得
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
部
門
配
置
、
職
務
の
配
分
、
能
力
開
発
、
評
価
制
度
、
昇
進
管
理
、
賃
金
管

理
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
管
理
、
正
規
雇
用
化
な
ど
様
々
な
部
面
で
女
性
を
差
別
せ
ず
、
平
等
な
機
会
を
与
え
て
、
か
つ
公
正
な
人
事
・
処

（
一
九
八
）
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遇
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
活
躍
推
進
策
の
対
象
に
な
る
女
性
層
は
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト
層
、
ト
ッ
プ
層
に
限
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
女
性
従
業
員
の
層
的

な
厚
み
を
形
成
し
て
、
意
図
的
に
能
力
育
成
と
活
躍
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
総
合
職
に
限
ら
ず
、
エ
リ
ア
総
合

職
や
一
般
職
も
含
む
広
範
な
女
性
従
業
員
層
を
対
象
に
し
、
と
く
に
多
数
を
占
め
る
女
性
中
堅
層
、
中
間
層
の
活
躍
推
進
に
力
を
入
れ
る

こ
と
が
、
企
業
全
体
の
女
性
活
躍
推
進
に
つ
な
が
る
（
27
）

。
そ
の
際
、
女
性
限
定
の
研
修
や
個
別
育
成
計
画
の
作
成
な
ど
で
、
前
述
し
た
よ
う

に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
（
28
）

。

な
お
、
こ
こ
ま
で
は
雇
用
労
働
つ
ま
り
雇
わ
れ
て
働
く
こ
と
を
前
提
に
論
じ
て
き
た
が
、
雇
用
で
な
い
就
業
、
た
と
え
ば
起
業
、
そ
れ

も
小
規
模
な
起
業
を
女
性
が
職
業
生
活
に
お
い
て
活
躍
す
る
一
つ
の
手
段
・
方
法
、
選
択
肢
と
し
て
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
」（
ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
／
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
非
営
利
組
織
、
労
働
者
自
身
が
出
資
者
で
あ
り
経
営

者
で
あ
る
「
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
29
）

」
な
ど
、
女
性
が
雇
用
以
外
で
様
々
に
働
く
形
態
、
働
く
こ
と
の
多
様
性
に
つ
い
て
模
索
す

る
こ
と
を
最
後
に
提
案
し
た
い
。

（
1
） 

た
と
え
ば
、
伊
岐
典
子
『
女
性
労
働
政
策
の
展
開
│
「
正
義
」「
活
用
」「
福
祉
」
の
視
点
か
ら
│
』
労
働
政
策
レ
ポ
ー
ト
Vol.
9
（
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。
同
書
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
、
し
た
が
っ
て
女
性
活
躍
推
進
法
の
成
立
・
施
行
前
ま
で

の
女
性
労
働
政
策
の
展
開
に
関
し
て
、
行
政
と
立
法
の
視
点
か
ら
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

（
2
） 

本
章
で
取
り
上
げ
た
法
律
の
成
立
・
改
正
動
向
に
関
し
て
は
、
伊
岐
・
同
上
書
、
厚
生
労
働
省
「
平
成
二
七
年
版 

働
く
女
性
の
実
情
」
六
九

頁
│
七
九
頁
、
山
田
省
三
「
四
半
世
紀
を
迎
え
た
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」（『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
六
一
五
号
、
二
〇
一
一
年
）
四
頁
│
一
一

頁
な
ど
参
照
。
ま
た
、
施
行
規
則
、
指
針
、
通
達
も
含
め
た
現
状
の
各
法
律
の
解
説
に
関
し
て
は
、
東
京
都
産
業
労
働
局
『
二
〇
一
七
年
版 

働
く

（
一
九
九
）
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七
〇

女
性
と
労
働
法
』
参
照
。

（
3
） 

武
石
恵
美
子
『
雇
用
シ
ス
テ
ム
と
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
四
六
頁
│
七
九
頁
。

（
4
） 
女
性
の
就
業
率
と
雇
用
者
に
占
め
る
割
合
は
、
総
務
省
統
計
局
「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）
二
〇
一
六
年
平
均
（
速
報
）」
に
よ
る
。

（
5
） 
厚
生
労
働
者
「
平
成
二
八
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」。

（
6
） 

厚
生
労
働
省
「
平
成
二
八
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」。

（
7
） 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
第
一
五
回
出
生
動
向
基
本
調
査
（
夫
婦
調
査
）」。
ま
た
、 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
育
児
・
介
護

と
職
業
キ
ャ
リ
ア
│
女
性
活
躍
と
男
性
の
家
庭
生
活
│
』（
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
192
、
二
〇
一
七
年
）
三
五
頁
に
よ
る
と
、「
均
等
法
施
行
以
後

も
女
性
の
労
働
市
場
へ
の
定
着
は
あ
ま
り
進
ま
ず
、
若
い
コ
ー
ホ
ー
ト
で
も
多
く
の
女
性
は
出
産
し
た
ら
仕
事
を
辞
め
て
い
る
」
と
い
う
。

（
8
） 

た
と
え
ば
、
大
槻
奈
巳
『
職
務
格
差　

女
性
の
活
躍
推
進
を
拒
む
要
因
は
何
か
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
五
年
）、
岩
田
正
美
・
大
沢
真
知
子

『
な
ぜ
女
性
は
仕
事
を
辞
め
る
の
か　

5
1
5
5
人
の
軌
跡
か
ら
読
み
解
く
』（
青
弓
社
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
9
） 

武
石
・
前
掲
書
、
四
四
頁
│
四
五
頁
、
一
九
〇
頁
│
一
九
三
頁
。

（
10
） 

浅
倉
む
つ
子
「「
女
性
活
躍
新
法
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」（『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
一
五
年
）
一
九
頁
│
三
六
頁

参
照
。

（
11
） 

調
査
の
概
要
は
「
一　

は
じ
め
に
」
で
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
述
べ
た
と
お
り
回
答
社
数
は
一
九
二
社
で
あ
り
、
従
業
員
規
模
別
内

訳
は
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
一
〇
八
社
（
56
・
3
％
）、
三
〇
一
人
以
上
九
九
九
人
以
下
七
三
社
（
38
・
0
％
）、
三
〇
〇
人
以
下
一
一
社
（
5
・
7
％
）。

三
〇
一
人
以
上
の
企
業
を
調
査
対
象
と
し
た
が
、
回
答
時
点
で
三
〇
〇
人
以
下
の
企
業
も
一
部
存
在
す
る
。
集
計
は
三
〇
〇
人
以
下
も
含
め
た
。
産

業
別
内
訳
は
、
製
造
業
七
八
社
（
40
・
6
％
）、
非
製
造
業
一
一
四
社
（
59
・
4
％
）
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
紹
介
し
た
調
査
結
果
は
、「
行
動
計
画

を
策
定
し
届
け
出
た
」
一
八
二
社
と
「
策
定
し
た
が
届
け
出
て
い
な
い
」
一
社
、
合
計
一
八
三
社
に
つ
い
て
集
計
し
た
内
容
で
あ
る
。

（
12
） 

日
本
経
営
者
団
体
連
盟
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ワ
ー
ク
・
ル
ー
ル
研
究
会
『
原
点
回
帰
│
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
│
』

（
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
、
二
〇
〇
二
年
）、
佐
藤
博
樹
・
武
石
恵
美
子
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
と
人
材
活
用　

多
様
な
働
き
方
を
支
援
す
る
企
業

の
取
組
み
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）
一
頁
│
一
九
頁
。

（
二
〇
〇
）
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（
13
） 

石
田
信
平
「
就
労
支
援
立
法
の
展
開
と
そ
の
正
当
性
」（『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
六
七
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
四
頁
以
下
。

（
14
） 

岩
田
・
大
沢
・
前
掲
書
。

（
15
） 
同
上
書
、
七
九
頁
│
八
一
頁
。

（
16
） 
大
槻
・
前
掲
書
、
一
九
頁
│
一
一
〇
頁
。

（
17
） 

谷
田
部
光
一
『
専
門
・
プ
ロ
人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
桜
門
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
二
七
頁
│
四
七
頁
参
照
。

（
18
） 

同
上
書
参
照
。

（
19
） 

佐
藤
博
樹
・
武
石
恵
美
子
『
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
・
支
援
の
課
題
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
三
〇
頁
│
三
一
頁
、
四
四
頁
│

四
七
頁
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
・
前
掲
報
告
書
、
七
二
頁
│
九
八
頁
。

（
20
） 

川
口 

章
「
昇
進
意
欲
の
男
女
比
較
」（『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
六
二
〇
号
、
二
〇
一
二
年
）
四
二
頁
│
五
七
頁
、
武
石
恵
美
子
「
女
性
の

昇
進
意
欲
を
高
め
る
職
場
の
要
因
」（『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
六
四
八
号
、
二
〇
一
四
年
）
三
三
頁
│
四
七
頁
、
佐
藤
・
武
石
・
同
上
書
、
二
八

頁
│
三
〇
頁
、
岩
田
喜
美
枝
・
菅
原
千
枝
『
女
性
は
も
っ
と
活
躍
で
き
る
！
│
女
性
活
躍
推
進
の
課
題
と
ポ
イ
ン
ト
│
』（
21
世
紀
職
業
財
団
、

二
〇
一
五
年
）
一
七
五
頁
。

（
21
） 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
・
前
掲
報
告
書
、
三
五
頁
、
七
八
頁
│
八
五
頁
、
九
四
頁
│
九
八
頁
、 

脇
坂 

明
「
均
等
法
後
の
企
業
に
お
け
る

女
性
の
雇
用
管
理
の
変
遷
」（『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
六
一
五
号
、
二
〇
一
一
年
）
四
六
頁
│
四
七
頁
。

（
22
） 

武
石
・
前
掲
書
、
一
〇
七
頁
│
一
〇
九
頁
。

（
23
） 

佐
藤
・
武
石
・
前
掲
『
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
・
支
援
の
課
題
』
七
四
頁
│
七
七
頁
。

（
24
） 

岩
田
・
菅
原
・
前
掲
書
、
一
四
頁
、
七
〇
頁
│
八
〇
頁
。

（
25
） 

松
浦
民
恵
「
企
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
の
変
遷 

三
つ
の
時
代
の
教
訓
を
次
に
つ
な
げ
る
」
佐
藤
・
武
石
・
前
掲
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経

営
と
人
材
活
用
』
第
四
章
、
八
三
頁
│
一
〇
三
頁
。

（
26
） 

加
藤
久
和
・
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
『
女
性
が
活
躍
す
る
社
会
の
実
現　

多
様
性
を
活
か
し
た
日
本
へ
』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
六

年
）
四
五
頁
│
四
六
頁
。

（
二
〇
一
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

七
二

（
27
） 

坂
巻
美
和
子
「
女
性
中
間
層
を
活
性
化
さ
せ
る
女
性
活
躍
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（『
企
業
と
人
材
』
第
一
〇
一
一
号
、
二
〇
一
四
年
）
一
三
頁

│
一
九
頁
、
前
原
は
づ
き
「
中
間
層
の
女
性
を
管
理
職
候
補
層
と
し
て
い
く
に
は
」（『
企
業
と
人
材
』
第
一
〇
一
一
号
、
二
〇
一
四
年
）
三
八
頁
│

四
一
頁
。

（
28
） 
岩
田
・
菅
原
・
前
掲
書
、
八
八
頁
│
八
九
頁
。

（
29
） 

谷
田
部
光
一
『
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
│
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
一
五
〇
頁
│
一
五
二
頁
。

【
付
記
】
本
論
文
は
、
平
成
二
八
年
度
日
本
大
学
法
学
部
研
究
費
﹇
学
術
研
究
費
（
共
同
研
究
費
）﹈
に
よ
る
「
女
性
の
活
躍
推
進
法
の

理
論
的
・
学
際
的
研
究
」
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
〇
二
）



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
商
業
社
会
に
お
け
る
消
費
の
意
義
（
山
口
）

七
三

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
商
業
社
会
に
お
け
る
消
費
の
意
義

山　
　

口　
　

正　
　

春

一　

問
題
提
起

二　

衒
示
的
消
費
の
浸
透

三　

富
と
上
流
人
士
へ
の
称
賛

四　

富
と
徳
性
の
問
題

五　

む
す
び
に
か
え
て

一　

問
題
提
起

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
が
開
始
さ
れ
た
一
六
四
〇
年
頃
の
段
階
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
の
大
部
分
を
手
中
に
収
め
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
港

論　

説

（
二
〇
三
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

七
四

に
お
い
て
も
、
輸
入
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
内
部
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
設
立
四
〇
年
ほ
ど
の
歴
史
を
も
っ

て
い
た
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
い
ま
だ
組
織
が
脆
弱
で
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
競
争
で
は
太
刀
打
ち
で
き
ず
、
肝
心
の
香
料
貿
易
に
も
手
が
出
せ

な
か
っ
た
し
、
そ
の
上
カ
リ
ブ
海
の
砂
糖
生
産
も
本
格
化
し
て
は
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
六
六
〇
年
の
王
政
復
古
後
、
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域
と
西
イ
ン
ド
諸
島
を
軸
に
し
た
新
世
界
か
ら
の
輸
入

は
爆
発
的
に
増
加
し
、
ロ
ン
ド
ン
港
の
輸
入
の
四
分
の
一
を
占
め
る
に
い
た
る
。
こ
の
傾
向
は
そ
の
後
一
世
紀
以
上
も
続
き
、
ア
メ
リ
カ

独
立
戦
争
直
前
の
一
七
七
〇
年
代
は
じ
め
に
は
、
旧
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
か
ら
の
輸
入
は
、
統
計
の
と
り
方
に
よ
っ
て
は
、
全
体
の
半

額
以
下
に
さ
え
な
っ
て
し
ま
う
（
1
）

。
貿
易
史
家
デ
ィ
ビ
ィ
ス
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
上
、
こ
の
現
象
に
「
商
業
革
命
」
の
名
が
与
え

ら
れ
て
い
る
の
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。

「
一
七
六
〇
年
以
降
の
一
世
紀
の
間
に
お
け
る
目
覚
し
い
経
済
上
の
諸
変
革
が
、
ほ
と
ん
ど
産
業
革
命
と
の
関
連
で
生
じ
た
よ
う
に
、

一
六
六
〇
年
以
降
の
一
世
紀
あ
ま
り
に
起
っ
た
経
済
変
化
は
、
貿
易
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
、
王
政
復
古
か
ら
ア
メ
リ
カ

独
立
戦
争
に
い
た
る
ま
で
の
期
間
に
商
業
革
命
の
名
前
を
与
え
る
と
し
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
（
2
）

。」

つ
ま
り
一
六
六
〇
年
頃
か
ら
一
七
六
〇
年
ほ
ど
の
期
間
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
「
商
業
革
命
」
の
時
代
で
あ
り
、
世
界
的
な
中
継
貿

易
の
軸
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
移
っ
た
時
期
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
商
業
革
命
」
を
可
能
に
し
た
象
徴
的
な
出
来
事
が
、
い
う

ま
で
も
な
く
一
六
一
五
年
の
航
海
条
例
の
制
定
で
あ
っ
た
。
航
海
条
例
は
、
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貿
易
を
独
占
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の

商
業
活
動
に
対
抗
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
が
採
っ
た
典
型
的
な
重
商
主
義
政
策
で
あ
っ
た
。

（
二
〇
四
）



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
商
業
社
会
に
お
け
る
消
費
の
意
義
（
山
口
）

七
五

商
業
革
命
に
よ
っ
て
、
輸
入
品
目
も
新
大
陸
・
西
イ
ン
ド
諸
島
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら
の
煙
草
、
紅
茶
、
砂
糖
、
綿
製
品
な

ど
の
再
輸
出
品
目
を
ふ
く
む
目
新
し
い
商
品
に
さ
ま
変
わ
り
を
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
消
費
生
活
の
変
革
を
も
た
ら
し
、

新
し
い
消
費
習
慣
を
中
心
と
す
る
生
活
様
式
の
変
革
す
な
わ
ち
生
活
革
命
と
よ
ば
れ
る
現
象
を
生
み
だ
し
た
。
商
業
革
命
を
背
景
と
す
る

生
活
革
命
の
時
代
は
、「
都
市
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
時
代
で
も
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
を
は
じ
め
と
し
地
方
都
市
に
お
い
て
も
、「
都
市
的
な
生
活

文
化
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
誕
生
す
る
（
3
）

。
こ
う
し
て
商
業
革
命
を
背
景
と
し
な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
と
い
う
よ
り
は
、

植
民
地
を
基
盤
と
す
る
重
商
主
義
的
世
界
帝
国
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
、
海
外
植
民
地
と
の
交
易
に
従
事
し
、
巨
額
の
富
を
手
に
し
た
貿
易
商
人
を
中
心
に
新
興
の
富
裕
階
級
が
台
頭
す
る
と
と

も
に
、
中
産
階
級
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
）
が
強
い
力
を
つ
け
た
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
新
興
の
富
裕
階
級
は
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
と
称
し
て
貴

族
階
級
の
仲
間
入
り
を
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
て
「
疑
似
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
（
4
）

」
と
よ
ば
れ
る
者
が
ぞ
く
ぞ
く
と
誕
生
し
だ
し
た
の
で
あ

る
。
彼
ら
は
奢
侈
品
、
贅
沢
品
を
身
に
つ
け
、
大
陸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
身
に
ま
と
い
、「
貴
族
風
」
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
し
た
。

新
し
い
消
費
習
慣
に
よ
る
奢
侈
現
象
の
真
只
中
に
あ
っ
て
、
人
々
の
生
活
態
度
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
虚
栄
」
と
「
流
行
」
と

い
う
風
潮
が
生
じ
て
く
る
（
5
）

。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
は
新
奇
な
商
品
、
目
新
し
い
情
報
な
ど
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
お
り
、
人
々
は
そ

の
後
を
夢
中
で
追
い
か
け
て
い
る
あ
り
様
で
あ
っ
（
6
）

た
（
7
）

。
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
構
造
は
、
と
り
わ
け
密
接
な
結
び
つ
き
を
そ
の
特
徴
と
し
、
そ

の
結
果
、
各
階
層
は
、
す
ぐ
上
位
の
階
層
の
行
動
様
式
や
生
活
態
度
を
模
倣
し
、
機
会
が
あ
れ
ば
そ
の
仲
間
入
り
を
し
よ
う
と
チ
ャ
ン
ス

を
待
ち
受
け
て
い
た
（
8
）

。

こ
う
し
た
現
象
は
、
上
流
・
富
裕
の
人
士
の
み
で
は
な
い
。
中
産
階
級
、
ス
ミ
ス
の
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
中
流
並
び
に
下
層
の
者
」
＝

中
下
層
の
者
も
虚
栄
の
た
め
、
新
奇
な
財
貨
を
保
有
し
た
り
、
奢
侈
品
を
見
せ
び
ら
か
し
た
り
と
、
生
活
態
度
は
外
面
的
な
華
や
か
さ
へ

（
二
〇
五
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

七
六

と
向
い
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
ら
も
分
不
相
な
消
費
を
通
じ
て
社
会
的
昇
進
を
は
か
り
、
自
分
よ
り
上
位
の
社
会
的
地
位
に
あ
る
人
々
の
生
活

態
度
を
模
倣
し
よ
う
と
努
め
、
流
行
を
追
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
出
現
し
て
い
た
の
は
、
い
み
じ
く
も
マ
ッ
ケ
ン

ド
リ
ッ
ク
が
「
消
費
革
命
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
需
要
の
増
加
で
あ
り
、
消
費
の
民
主
化
で
あ
り
、
消
費

社
会
の
到
来
で
あ
っ
た
（
9
）

。

こ
れ
は
前
に
見
た
よ
う
に
、
商
業
革
命
に
よ
る
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
か
ら
の
新
奇
な
商
品
の
輸
入
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、

他
方
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
重
商
主
義
の
保
護
政
策
に
よ
り
毛
織
物
、
絹
織
物
、
綿
織
物
を
は
じ
め
と
す
る
繊
維
産
業
お

よ
び
金
属
工
業
、
化
学
工
業
、
醸
造
工
業
の
ほ
か
各
種
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
の
著
し
い
進
展
が
見
ら
れ
た
。
新
し
い
製
品
が
開
発
さ
れ
、

国
内
の
各
種
の
奢
侈
産
業
が
発
展
し
た
。
こ
う
し
た
国
内
産
業
・
奢
侈
産
業
の
進
展
と
と
も
に
、
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ロ
ン
ド

ン
を
中
心
と
し
た
「
流
通
機
構
の
制
度
的
変
化
、
具
体
的
に
は
小
売
業
の
組
織
的
変
化
（
10
）

」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
流
通
機
構
の
制
度
的
変

化
に
よ
る
流
通
の
促
進
と
国
内
産
奢
侈
品
の
消
費
は
、
外
国
産
奢
侈
品
の
消
費
と
相
俟
っ
て
衣
食
住
に
わ
た
り
人
々
の
生
活
享
楽
品
の
消

費
を
増
大
し
、
生
活
水
準
を
向
上
せ
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
消
費
社
会
の
到
来
を
目
の
当
り
に
し
た
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、
新
し
い
消
費
習
慣
に
よ
る
消
費
現
象
の
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
商
工
業
の
発
展
が
人
々
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス

は
消
費
現
象
を
、
い
か
に
捉
え
て
い
た
か
。
商
工
業
の
発
展
は
、
彼
に
と
っ
て
何
を
意
味
し
た
の
か
。
小
論
で
は
、
以
下
、
紙
幅
の
許
す

か
ぎ
り
、
こ
う
し
た
点
を
中
心
に
検
討
し
た
い
と
思
う
。

（
1
） 

川
北
稔
『
工
業
化
の
歴
史
的
前
提
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
、
一
三
一
│
九
頁
参
照
。
喜
安
郎
・
川
北
稔
『
大
都
会
の
誕
生
』
有
斐
閣
、
昭

（
二
〇
六
）



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
商
業
社
会
に
お
け
る
消
費
の
意
義
（
山
口
）

七
七

和
六
一
年
、
一
一
頁
。

（
2
） R

alph D
avis, A

 C
om

m
ercial R

evolu
tion

: E
n

glish
 O

verseas T
rad

e in
 th

e S
even

teen
th

 an
d

 E
igh

teen
th

 C
en

tu
ries, 1957, p.3.

（
3
） 
角
山
栄
・
川
北
稔
編
『
路
地
裏
の
大
英
帝
国
│
イ
ギ
リ
ス
都
市
生
活
史
│
』
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
、
一
一
│
三
頁
。

（
4
） 
川
北
稔
、
前
掲
書
、
Ⅲ
章
「
帝
国
と
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
を
見
よ
。

（
5
） 

こ
う
し
た
社
会
風
潮
に
危
惧
の
念
を
抱
い
た
支
配
階
級
は
、
奢
侈
逸
楽
の
風
潮
を
改
め
、
質
実
剛
健
の
気
風
を
国
民
全
体
に
拡
め
よ
う
と
し
て
、

「
風
俗
改
革
協
会
」
を
一
六
九
〇
年
よ
り
一
七
六
〇
年
頃
ま
で
に
設
立
し
た
の
で
あ
る
。（T

hom
as A

. H
orne, T

h
e S

ocial T
h

ou
gh

t of 

B
ern

ard
 M

an
d

eville: V
irtu

e an
d

 C
om

m
erce in

 E
arly E

igh
teen

th
-C

en
tu

ry E
n

glan
d, 1978, chap.1.　

ト
ー
マ
ス
Ａ
・
ホ
ー
ン

『
バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
の
社
会
思
想
│
一
八
世
紀
初
期
の
英
国
に
お
け
る
徳
と
商
業
│
』（
拙
訳
）、
八
千
代
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
第
一
章
。

（
6
） 

上
田
辰
之
助
『
蜂
の
寓
話
』（
上
田
辰
之
助
著
作
集
4
）、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
七
年
、
四
六
頁
。

（
7
） 

新
大
陸
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
流
入
し
た
新
奇
な
商
品
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
雨
後
の
筍
の
ご
と
く
叢
生
し
は
じ
め
た

コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
を
舞
台
と
し
て
売
り
捌
か
れ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
は
、
ま
た
情
報
交
換
の
場
で
も
あ
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
は
一
杯

一
ペ
ニ
ー
の
コ
ー
ヒ
ー
を
囲
ん
で
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
が
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
話
題
に
つ
い
て
論
じ
あ
い
、
語
り
あ
っ
た
自
由
な
情
報
交
換
の

場
で
あ
り
、
暇
つ
ぶ
し
の
場
の
こ
と
で
あ
り
、
反
政
府
陰
謀
の
震
源
地
で
あ
り
、
商
品
や
株
の
取
引
所
で
あ
り
、
は
た
ま
た
新
思
想
の
醸
成
の
場
で

も
あ
っ
た
。（
川
北
稔
「
コ
ー
ヒ
ー
文
化
の
誕
生
│
生
活
様
式
の
国
際
化
Ⅰ
│
」
角
山
栄
・
村
岡
健
次
・
川
北
稔
『
産
業
革
命
と
民
衆
』
河
出
書
房

新
社
、
一
九
九
二
年
、
所
収
）、
九
五
│
六
頁
。

（
8
） 

パ
ー
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
は
「
二
、
三
の
階
級
か
ら
な
る
階
級
社
会
と
い
っ
た
も
の
か
ら
は
程
遠
く
、
数
十
に
も
の

ぼ
る
階
層
の
積
み
重
ね
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。（H

. J. P
erkin, ‘T

he S
ocial C

auses of the B
ritish Industrial R

evolution ’, T
ran

saction
s 

of th
e R

oyal H
istorical S

ociety, 5th ser., V
ol. 18, 1968, p.129.

）

（
9
） N
. M
ckendrick, J. B

rew
er, and J. H

. P
lum
b, T

h
e B

irth
 of a C

on
su

m
er S

ociety: T
h

e C
om

m
ercialization

 of E
igh

teen
th

-

C
en

tu
ry E

n
glan

d, 1982, chap.1.

（
10
） 

鈴
木
満
「
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
内
商
業
」（
小
林
照
夫
編
『
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
研
究
の
諸
問
題
│
重
商
主
義
時
代
か
ら
産
業
革
命

（
二
〇
七
）
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七
八

へ
』
丸
善
、
昭
和
六
〇
年
、
所
収
）
七
九
頁
。

二　

衒
示
的
消
費
の
浸
透

「
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
独
自
の
消
費
の
爆
発
を
み
た
。
財
貨
の
世
界
が
劇
的
に
拡
大
し
、
家
具
、
陶
器
、
銀
器
、
鏡
、

フ
ォ
ー
ク
や
ナ
イ
フ
類
、
庭
園
用
品
、
ペ
ッ
ト
、
布
地
を
買
う
新
し
い
機
会
を
含
む
ほ
ど
だ
っ
た
（
1
）

」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
八
世
紀
の

イ
ギ
リ
ス
社
会
に
は
消
費
社
会
が
到
来
し
、
消
費
の
民
主
化
と
い
う
現
象
が
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
国
内
産
奢
侈
品
と
外
国
産
奢
侈

品
の
区
別
を
問
わ
ず
、
奢
侈
品
に
た
い
す
る
需
要
が
強
く
、
新
奇
な
商
品
の
消
費
習
慣
は
、
と
り
わ
け
上
流
貴
族
や
新
興
の
ジ
ェ
ン
ト
ル

マ
ン
層
に
著
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
奢
侈
品
を
所
有
し
た
り
使
用
し
た
り
し
な
が
ら
、
新
た
な
生
活
様
式
や
階
級
的
シ
ン
ボ
ル
を
生
み
だ
し

て
い
っ
た
。
消
費
革
命
は
、
け
っ
し
て
生
活
必
需
品
の
範
囲
が
拡
大
し
た
た
め
に
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
身
分
や
地
位
を
表
象
す
る
よ
う

な
新
奇
な
諸
財
貨
の
登
場
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
重
要
な
こ
と
は
、
奢
侈
品
や
新
奇
な
商
品
が
競
っ
て
消
費
さ
れ
た
と
き
、
そ
こ
に
は
、
社
会
的
地
位
や
身
分
を
め
ぐ
る
人
々
の

名
誉
や
面
子
を
か
け
た
競
争
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
財
貨
が
ス
テ
イ
タ
ス
・
ゲ
ー
ム
の
印
に
な
り
、
速
や
か
に
消
費
さ

れ
て
い
っ
た
。
宮
廷
や
貴
族
と
い
う
社
会
の
上
流
階
級
に
お
い
て
奢
侈
品
や
新
奇
な
商
品
が
流
行
す
る
と
、
そ
れ
は
ヨ
リ
下
層
の
人
々
に

見
せ
び
ら
か
さ
れ
、
新
興
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
目
指
す
人
々
、
上
位
の
階
層
を
狙
う
人
々
が
模
倣
す
る
。
上
流
階
級
に
お
け
る
流
行
や

ブ
ー
ム
は
、
あ
た
か
も
雫
が
滴
る
よ
う
に
下
位
の
層
に
普
及
し
て
い
く
。

階
層
的
な
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
、
た
と
え
ば
「
衣
服
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
宮
廷
に
は
じ
ま
り
、
下
位
者
の
模
倣
と
上
位
者
の
差
異
化
と

（
二
〇
八
）
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い
う
二
重
の
エ
ン
ジ
ン
に
容
赦
な
く
駆
り
た
て
ら
れ
て
、
貴
族
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
層
、
中
流
ク
ラ
ス
、
下
層
ク
ラ
ス
へ
と
移
行
す
る
（
2
）

。」

消
費
の
社
会
的
競
争
は
、
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
い
う
「
衒
示
的
（
見
せ
び
ら
か
し
の
た
め
の
）
消
費
（
3
）

」
と
ジ
ン
メ
ル
の
い
う
「
ト
リ
ク
ル
・
ダ
ウ

ン
（
滴
下
）
効
果
」
を
両
輪
と
し
て
進
行
し
て
い
く
（
4
）

。
こ
れ
が
消
費
革
命
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
と
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
を
フ
ォ

ロ
ー
し
な
が
ら
、
マ
ッ
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
は
社
会
的
競
争
が
、
こ
の
革
命
の
原
動
力
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
特
徴
│
緊
密
に
階
層
化
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
性
質
、
垂
直
の
社
会
移
動
へ
の
努
力
、
社
会
的
対
抗
心
に
よ
っ
て
培
わ

れ
た
対
抗
支
出
、
社
会
的
競
争
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
強
制
力
│
が
、
広
範
囲
に
行
き
わ
た
っ
た
支
出
能
力
と
結
び
つ
い

て
、
前
例
の
な
い
消
費
癖
を
つ
く
り
だ
し
た
の
で
あ
る
（
5
）

。」

し
た
が
っ
て
一
八
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
消
費
革
命
を
生
み
だ
し
た
も
の
は
、
人
々
の
「
虚
栄
心
」
で
あ
り
、
ま
た
「
利
己

心
」
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
社
会
的
地
位
を
め
ぐ
る
競
争
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
活
必
需
品
の
争
奪
戦
で
は
な
く
、
名
誉
と
虚
栄
を
め

ぐ
る
模
倣
と
競
争
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
八
世
紀
の
消
費
社
会
の
現
実
を
い
ち
早
く
肯
定
的
に
捉
え
た
の
は
、
デ
ビ
ッ
ト
・
ヒ
ュ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
は

奢
侈
の
消
費
や
贅
沢
の
消
費
は
、
ま
こ
と
に
結
構
な
こ
と
だ
と
積
極
的
に
是
認
す
る
。
ま
た
、
商
工
業
の
興
隆
を
奨
励
す
る
。
そ
れ
は
、

奢
侈
の
消
費
に
よ
っ
て
人
々
が
、
い
っ
そ
う
洗
練
さ
れ
、
知
識
も
旺
盛
に
な
り
、
他
方
、
商
工
業
の
樹
立
も
同
じ
く
、
人
々
を
洗
練
し
、

マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
、
社
会
を
文
明
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、
人
々
の
勤
勉
の
精
神
、
市
民
的
徳
性
を
も
涵
養
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
主
張
に
、
直
接
、
耳
を
傾
け
よ
う
。

（
二
〇
九
）
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「
奢
侈
は
、
一
般
に
五
官
の
満
足
に
お
け
る
高
度
の
洗
練
を
意
味
す
る
（
6
）

」
と
ヒ
ュ
ー
ム
は
述
べ
、
満
足
を
与
え
る
ど
の
よ
う
な
行
為
も
、

そ
れ
だ
け
で
悪
徳
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
ヒ
ュ
ー
ム
に
と
っ
て
、
た
と
え
ば
、
家
族
や
友
人
の
面
倒
を
み
る
場
合
、「
道
楽
は
彼
ら
を

犠
牲
に
し
て
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
だ
け
、
悪
徳
（
7
）

」
な
の
で
あ
っ
た
。
社
会
に
あ
っ
て
奢
侈
の
追
求
が
認
め
ら
れ
る
時
代
、
つ
ま
り

「
洗
練
さ
れ
た
時
代
は
、
も
っ
と
も
幸
福
で
あ
る
と
と
も
に
、
も
っ
と
も
有
徳
な
時
代
で
も
あ
る
（
8
）

」
と
ヒ
ュ
ー
ム
は
認
識
し
て
い
る
こ
と

が
一
番
重
要
で
あ
ろ
う
。
生
産
や
交
易
に
と
っ
て
最
新
の
改
善
さ
れ
た
方
法
を
見
い
出
そ
う
と
、
商
工
業
に
従
事
す
る
人
々
の
絶
え
間
の

な
い
努
力
こ
そ
は
、
精
神
の
機
能
と
精
神
力
を
拡
大
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
（
9
）

。

「
産
業
活
動
と
機
械
的
技
術
」
が
、
た
え
ず
進
歩
す
る
社
会
は
「
通
常
、
学
芸
上
に
何
ら
か
の
洗
練
を
つ
く
り
だ
す
（
10
）

。」「
時
代
の
精
神

は
、
す
べ
て
の
技
術
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
そ
し
て
人
々
の
精
神
が
ひ
と
た
び
無
気
力
か
ら
よ
び
さ
ま
さ
れ
、
振
り
動
か
さ
れ
る
と
、
そ

れ
は
四
方
八
方
に
向
か
い
、
あ
ら
ゆ
る
技
術
と
学
問
と
に
改
善
を
も
た
ら
す
（
11
）

」
と
ヒ
ュ
ー
ム
は
確
信
し
て
い
た
。
農
業
と
産
業
の
改
善
が

進
む
と
、
人
々
は
多
く
の
同
胞
と
接
触
す
る
機
会
を
も
ち
、「
知
識
を
得
た
り
、
交
換
し
た
り
で
き
る
都
市
に
密
集
す
る
（
12
）

。」
都
市
に
お
い

て
彼
ら
は
、「
自
分
た
ち
の
機
知
や
教
養
を
、
ま
た
会
話
や
暮
ら
し
と
か
衣
服
や
家
具
と
か
の
好
み
を
、
見
せ
び
ら
か
し
た
り
す
る
の
を

好
む
（
13
）

。」
技
術
が
進
歩
す
る
に
従
っ
て
、
人
々
は
い
っ
そ
う
社
交
的
に
な
る
。

「
彼
ら
は
、
お
互
い
に
交
際
す
る
と
い
う
風
習
自
体
に
よ
っ
て
人
間
性
の
高
ま
り
を
感
じ
、
各
人
が
他
人
の
快
楽
と
愉
快
と
に
寄
与
す

る
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
産
業
活
動
と
知
識
と
人
間
性
と
は
解
き
は
な
し
が
た
い
鎖
で
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
が
い
っ
そ
う
磨
き
上
げ
ら
れ
た
、
そ
し
て
通
常
い
っ
そ
う
奢
侈
的
な
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
時
代
に
特
有
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
理
性
に
よ
っ
て
だ
け
で
な
く
経
験
に
よ
っ
て
も
分
か
る
の
で
あ
る
（
14
）

。」

（
二
一
〇
）



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
商
業
社
会
に
お
け
る
消
費
の
意
義
（
山
口
）

八
一

商
工
業
は
人
々
を
洗
練
し
、
社
交
的
に
し
、
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
、
社
会
を
文
明
化
す
る
と
い
う
ヒ
ュ
ー
ム
の
説
は
、
ス
ミ
ス
に
よ
っ

て
継
承
さ
れ
る
。
ス
ミ
ス
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
説
を
一
歩
進
め
て
、
商
工
業
の
進
展
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
こ
の
新
し
い
商
業
社
会
に
お
い
て
は
、

自
由
が
行
き
わ
た
り
、
人
々
が
解
放
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
独
立
が
達
成
さ
れ
る
と
み
る
。
ス
ミ
ス
自
身
は
『
国
富
論
』
の
な
か
で
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
従
来
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
隣
人
と
は
戦
闘
状
態
に
あ
り
、
領
主
に
た
い
し
て
は
奴
隷
的
従
属
状
態
に
お
か
れ
て
暮
し
て
い
た
農
村
住
民

の
間
に
、
商
業
と
製
造
業
は
徐
々
に
秩
序
と
善
政
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
と
と
も
に
個
人
の
自
由
と
安
全
を
も
、
も
た
ら
し
た
。
こ
の
点
は
、

ほ
と
ん
ど
注
意
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
商
工
業
が
も
た
ら
し
た
諸
結
果
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
私
の
知
る
か
ぎ

り
で
は
、
従
来
こ
の
点
に
着
目
し
た
著
述
家
は
ヒ
ュ
ー
ム
氏
た
だ
一
人
で
あ
る
（
15
）

。」

ま
た
彼
は
『
国
富
論
』
に
お
い
て
、
商
工
業
の
発
達
以
前
に
は
、
ほ
か
に
使
い
途
が
な
か
っ
た
た
め
、
領
民
の
維
持
に
充
て
ら
れ
て
い

た
大
地
主
や
富
裕
者
た
ち
の
収
入
が
、
商
工
業
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
、
彼
ら
の
家
族
や
虚
栄
心
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
子
供
の
玩
具
ま

が
い
の
装
身
具
や
奢
侈
品
、
贅
沢
品
と
交
換
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
封
建
制
が
解
体
す
る
に
い
た
っ
た
過
程
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
る
。

「
社
会
の
幸
福
に
と
っ
て
至
上
の
重
要
性
を
も
つ
一
変
革
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
つ
も
り
な
ど
少
し
も
も
た
な
い

二
つ
の
階
層
の
人
々
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
大
地
主
の
唯
一
の
動
機
は
、
ま
っ
た
く
子
供
じ
み
た
虚
栄
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
で

（
二
一
一
）
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あ
っ
た
。
ま
た
商
人
や
職
人
た
ち
は
、
た
わ
い
の
な
さ
と
い
う
点
で
少
し
は
ま
し
だ
っ
た
が
、
も
っ
ぱ
ら
自
分
の
利
益
だ
け
を
念
頭
に
お

い
て
、
一
ペ
ニ
ー
で
も
儲
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
儲
け
よ
う
と
い
う
、
彼
ら
独
自
の
小
商
人
根
性
を
貫
い
て
行
動
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ

る
。
だ
が
、
両
者
い
ず
れ
も
、
前
者
の
愚
か
さ
と
後
者
の
勤
勉
と
が
徐
々
に
も
た
ら
し
つ
つ
あ
っ
た
あ
の
大
変
革
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
知

り
も
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
予
見
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
16
）

。」

ス
ミ
ス
は
中
世
の
封
建
制
を
解
体
し
た
の
は
、
商
工
業
の
発
達
で
あ
り
、
商
工
業
が
発
達
し
て
社
会
が
文
明
化
し
、
知
識
が
普
及
す
れ

ば
人
々
が
洗
練
し
、
マ
ナ
ー
も
向
上
す
る
こ
と
を
ヒ
ュ
ー
ム
に
な
ら
っ
て
洞
察
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
社
会
に
お
い
て
平
和
が
確
立
し
、

商
工
業
が
発
達
す
れ
ば
、
社
会
は
、
お
の
ず
か
ら
民
主
化
・
自
由
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
商
工
業
の
発
達
に
と
も
な
う
生

活
水
準
の
上
昇
が
、
個
人
の
独
立
を
保
障
す
る
こ
と
を
見
、
封
建
社
会
の
人
間
が
従
属
的
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
商
工
業
は
特
定
の
個

人
へ
の
従
属
を
な
く
す
点
を
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
の
偉
大
さ
は
、
こ
う
し
た
商
工
業
の
力
の
源
泉
が
、
商
工
業
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
勤
勉
そ
の
他
の
市
民
的
徳
性
が
除
々
に
涵

養
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
生
活
様
式
も
変
わ
っ
て
い
く
点
に
あ
る
こ
と
を
早
く
か
ら
は
っ
き
り
と
見
抜
い
て
い
た
点
に
あ
る
（
17
）

。
従
者
や
召
使

い
は
、
貴
族
の
家
で
怠
惰
に
過
ご
し
、「
解
雇
さ
れ
た
ら
強
盗
を
働
き
略
奪
を
す
る
（
18
）

」
と
ス
ミ
ス
は
い
う
。「
従
属
ほ
ど
人
間
を
腐
敗
さ
せ

る
も
の
は
な
く
、
こ
れ
に
反
し
て
、
独
立
は
人
々
の
正
直
を
さ
ら
に
増
進
す
る
。
商
工
業
の
樹
立
は
、
こ
の
独
立
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
っ
て
、
犯
罪
を
防
止
す
る
最
善
の
治
政
で
あ
る
（
19
）

」
と
い
う
『
法
学
講
義
』
ノ
ー
ト
に
お
け
る
、
よ
く
知
ら
れ
た
「
治
政
論
」
の
思
想

は
、
ス
ミ
ス
が
『
国
富
論
』
以
前
か
ら
こ
う
し
た
思
想
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
来
た
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
や
ス
ミ
ス
が
商
工
業
の
活
動
を
積
極
的
に
奨
励
し
た
の
は
、
商
工
業
に
つ
き
も
の
の
利
己
心

（
二
一
二
）
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が
国
富
を
高
め
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
く
、
商
工
業
に
お
け
る
経
済
活
動
が
人
々
の
身
だ
し
な
み
を
洗
練
さ
せ
、
社
交
性
を
高

め
、「
自
分
の
生
活
状
態
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
自
然
的
努
力
（
20
）

」
に
向
か
わ
せ
、
結
果
的
に
は
、
人
々
の
独
立
を
達
成
す
る
か
ら
で
あ
っ

た
。
社
会
的
地
位
や
身
分
を
狙
っ
て
の
消
費
を
め
ぐ
る
限
り
な
い
社
会
的
競
争
は
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
商
工
業
に

つ
き
も
の
の
私
益
追
求
の
う
ち
に
社
会
全
体
の
利
益
を
促
進
し
て
い
く
と
い
う
彼
の
、
い
わ
ゆ
る
「
欺
瞞
」
の
現
れ
な
の
で
あ
る
。「
自

然
が
こ
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
わ
れ
を
欺
す
の
は
、
い
い
こ
と
で
あ
る
。
人
類
の
勤
勉
を
か
き
た
て
、
継
続
的
に
運
動
さ
せ
て
お
く
の
は
、

こ
の
欺
瞞
で
あ
（
21
）

る
（
22
）

。」
大
多
数
の
人
々
を
勤
勉
た
ら
し
め
る
も
の
は
、
欺
瞞
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
だ
が
、
ス
ミ
ス
は
さ
ら
に
、
人
々

が
こ
の
よ
う
な
倒
錯
に
陥
る
の
は
、
実
は
人
々
が
虚
栄
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て

は
、
欺
瞞
に
よ
る
目
的
と
手
段
の
転
倒
ゆ
え
の
勤
勉
こ
そ
が
、
人
々
に
「
生
活
の
す
べ
て
の
必
需
品
お
よ
び
便
益
品
を
供
給
す
る
（
23
）

」
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
「
諸
国
民
の
富
」
の
源
泉
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
重
要
な
こ
と
は
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
欺
瞞
に
よ
る
商
工
業
の
発
達
は
、
必
ず
し
も
「
量
」
の
拡
大
だ
け

で
な
く
、
生
活
の
洗
練
や
社
交
の
拡
大
と
い
う
「
質
」
の
側
面
に
お
い
て
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
個
人
の
利
益
追

求
が
、
結
果
と
し
て
社
会
全
体
の
富
を
増
進
す
る
と
い
う
欺
瞞
の
も
う
一
つ
の
側
面
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
奢
侈
品
や
新
奇
な
商

品
の
消
費
を
通
し
て
、
他
者
に
よ
く
見
ら
れ
た
い
と
い
う
人
々
の
虚
栄
が
、
結
果
と
し
て
社
会
の
洗
練
や
生
活
環
境
の
向
上
を
も
た
ら
す

と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
個
人
の
虚
栄
心
が
社
会
の
文
明
の
程
度
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
人
は
、
た
だ
必
要
な
も
の
を
飲
食
し
生
命
を
維
持
し
た
り
、
生
存
の
た
め
の
必
需
品
に
取
り
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
だ
け
で

は
な
い
。
常
に
社
会
の
な
か
に
あ
っ
て
、
他
人
の
目
を
気
に
し
、
他
者
の
評
価
を
得
て
尊
敬
を
受
け
、
ヨ
リ
上
の
地
位
を
獲
得
し
、
他
人

に
多
少
の
差
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
自
尊
心
や
嫉
妬
心
が
人
を
突
き
動
か
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
人
間
の
欲
望
は
、
た

（
二
一
三
）
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だ
物
質
的
な
も
の
の
生
理
的
満
足
で
は
な
く
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
力
説
し
た
よ
う
に
、
他
者
か
ら
の
「
承
認
」
を
得
、
さ
ら
に
は
「
尊
敬
」
を

得
る
と
い
う
「
優
越
願
望
」
を
持
つ
と
こ
ろ
に
こ
そ
あ
る
（
24
）

。
人
間
は
、
た
だ
生
き
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
な
か
で
絶
え
ず
行
わ
れ
る

「
富
と
権
力
と
卓
越
」
の
追
求
に
よ
る
社
会
的
評
価
を
め
ぐ
っ
て
生
存
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
消
費

も
生
理
的
欲
求
を
満
足
す
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
己
を
社
会
の
な
か
で
他
者
の
前
に
さ
ら
し
、
承
認
や
尊
敬
を
得
る
た
め
に
こ

そ
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
を
消
費
へ
と
突
き
動
か
し
て
い
る
も
の
は
人
の
も
つ
「
虚
栄
」
な
の
で
あ
る
。

消
費
を
こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
消
費
は
も
は
や
量0

の
問
題
で
は
な
く
質0

の
問
題
に
転
化
し
て
い
る
。
も
し
仮
に
、
消
費
の
量
が
問

題
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
そ
の
量
が
生
理
的
な
欠
乏
を
充
足
さ
せ
る
か
ら
で
は
な
く
、
虚
栄
心
が
わ
れ
わ
れ
を
し
て
、
他
者
よ
り
も
多

量
の
奢
侈
品
を
持
つ
よ
う
突
き
動
か
す
か
ら
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ス
ミ
ス
や
ヒ
ュ
ー
ム
に
と
っ
て
、
消
費
の
す
べ
て
で
は
な
い
に

せ
よ
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
は
、
生
存
の
た
め
の
生
活
必
需
品
で
は
な
く
、
上
流
階
級
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
貴
族
的
な
生
活
を
模
倣
す
る

多
少
の
奢
侈
品
、
贅
沢
品
で
あ
り
、
洗
練
さ
れ
た
趣
味
を
表
す
財
貨
で
あ
り
、
上
流
の
マ
ナ
ー
を
示
す
流
行
品
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ

て
、
虚
栄
心
や
優
越
願
望
が
も
た
ら
す
奢
侈
品
、
新
奇
な
商
品
の
消
費
や
流
行
を
追
う
こ
と
が
、
そ
れ
な
り
に
生
活
の
洗
練
や
心
地
よ
い

社
交
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
商
業
社
会
で
は
、
欲
望
は
生
理
的
必
要
で
は
な
く
、
社
会
に
お
け
る
「
模
倣
的
競
争
」
に
よ
っ
て
生
じ
る

の
で
あ
る
。

（
1
） M
ckendrick, op.cit., p.10.

（
2
） 

Ｇ
・
マ
ク
ラ
ッ
ケ
ン
『
文
化
と
消
費
と
シ
ン
ボ
ル
と
』（
小
池
和
子
訳
）、
勁
草
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
四
二
頁
。

（
3
） 

吉
見
俊
哉
「
消
費
社
会
論
の
系
譜
と
現
在
」（『
岩
波
講
座
現
代
社
会
学
』
二
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
所
収
）
を
見
よ
。

（
4
） 

松
原
隆
一
郎
『
消
費
資
本
主
義
の
ゆ
く
え
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
三
年
、
三
四
│
五
頁
。

（
二
一
四
）
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五

（
5
） M

ckendrick, op.cit., p.11.
（
6
） D

avid H
um
e, P

olitical D
iscou

rses, 1752: T
h

e P
h

ilosoph
ical W

orks of D
avid

 H
u

m
e, edited by T

. H
. G
reen and T

. H
. 

G
rose, 1964, V

ol. Ⅲ
., p.299.　

ヒ
ュ
ー
ム
『
経
済
論
集
』（
田
中
敏
弘
訳
）、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
、
二
九
頁
。

（
7
） 

Ibid
., p.299.　

邦
訳
、
三
〇
頁
。

（
8
） 

Ibid
., p.300.　

邦
訳
、
三
一
頁
。

（
9
） T

hom
as A
. H
orne, op.cit., pp.94-5.　

邦
訳
、
一
三
五
頁
。

（
10
） D

avid H
um
e, op. cit., p.301.　

邦
訳
、
三
二
頁
。

（
11
） 

Ibid
., p.301.　

邦
訳
、
三
三
頁
。

（
12
） 

Ibid
., p.302.　

邦
訳
、
三
三
頁
。

（
13
） 

Ibid
., p.302.　

邦
訳
、
三
三
頁
。

（
14
） 

Ibid
., p.302.　

邦
訳
、
三
三
│
四
頁
。

（
15
） A

dam
 S
m
ith, A

n
 In

qu
iry in

to th
e N

atu
re an

d
 C

au
ses of th

e W
ealth

 of N
ation

s, edited by R
. H
. C
am
pbell and A

. S
. 

S
kinner, G

lasgow
 edition, O

xford, 1972, V
ol. Ⅰ

., p.412.　
（
以
下
、W

N

と
略
記
す
る
）
大
河
内
一
男
監
訳
『
国
富
論
』
Ⅱ
、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
六
年
、
五
三
頁
。（
以
下
、
邦
訳
と
略
記
す
る
。）

（
16
） 

W
N
., V
ol. Ⅰ

., p.422.　

邦
訳
、
Ⅱ
、
六
四
│
五
頁
。

（
17
） 

田
中
正
司
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
現
代
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
八
頁
。

（
18
） A

dam
 S
m
ith, L

ectu
res on

 Ju
rispru

d
en

ce, edited by R
. L
. M
eek, D

. D
. R
aphael, and P

. G
. S
tein, G

lasgow
 edition, O

xford, 

1978, p.486.　
『
法
学
講
義
』

（A

）　R
eport of 1762-3

〈
以
下
、L

J 

（A

）
と
略
記
す
る
〉

（B

） 　R
eport dated 1766

〈
以
下
、L

J 

（B

）
と
略
記
す
る
〉
高
島
善
哉
・
水
田
洋
訳
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス　

グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学　

法
学
講
義
』

日
本
評
論
社
、
復
刻
版
、
一
九
八
九
年
、
三
一
四
頁
。（
以
下
、
邦
訳
と
略
記
す
る
。）

（
二
一
五
）
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（
19
） 

L
J 

（B

）., p.315.　

邦
訳
、
四
八
六
│
七
頁
。

（
20
） 

W
N
., V
ol. Ⅰ

., p.540.　

邦
訳
、
Ⅱ
、
二
六
〇
頁
。

（
21
） A

dam
 S
m
ith, T

h
e T

h
eory of M

oral S
en

tim
en

ts, edited by D
. D
. R
aphael and A

. L
. M
acfi e, G

lasgow
 edition, O

xford, 1976, 

pp.183-4.　
（
以
下
、T

M
S

と
略
記
す
る
。）
水
田
洋
訳
『
道
徳
感
情
論
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
、
二
八
〇
頁
。（
以
下
、
邦
訳
と
略
記
す
る
。）

（
22
） 

こ
の
点
に
関
し
て
、
水
田
洋
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
含
蓄
に
富
む
言
葉
を
述
べ
て
い
る
。「
自
然
が
人
間
を
だ
ま
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
し
ま
っ

た
賢
人
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
お
そ
ら
く
世
間
的
活
動
に
全
力
を
尽
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
。（
水
田
洋
「
市
民
社
会
の
道
徳
哲

学
」『
季
刊
社
会
思
想
』
三
巻
一
号
、
一
五
五
頁
。）

（
23
） 

W
N
., V
ol. Ⅰ

., p.10　

邦
訳
、
Ⅰ
、
一
頁
。

（
24
） 

佐
伯
啓
思
『
成
長
経
済
の
終
焉
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
六
六
頁
。

三　

富
と
上
流
人
士
へ
の
称
賛

貨
幣
、
奢
侈
品
、
新
奇
な
商
品
、
目
新
し
い
情
報
、
こ
う
し
た
モ
ノ
が
次
々
に
生
み
だ
さ
れ
、
虚
栄
心
に
煽
ら
れ
た
人
々
が
そ
の
後
を

追
い
か
け
て
い
た
の
が
、
こ
の
時
代
の
姿
で
あ
っ
た
（
1
）

。
こ
の
場
合
、
虚
栄
と
は
目
に
見
え
る
形
で
、
こ
れ
ら
の
モ
ノ
の
周
囲
に
顕
示
さ
れ

て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
貨
幣
を
保
有
す
る
こ
と
、
奢
侈
品
を
見
せ
び
ら
か
す
こ
と
、
目
新
し
い
情
報
や
ゴ
シ
ッ
プ
を
入
手
す

る
こ
と
、
そ
れ
が
、
こ
の
場
合
の
虚
栄
で
あ
る
。
人
柄
や
家
柄
に
た
い
す
る
「
尊
敬
」
で
は
な
く
、「
立
派
に
見
え
る
こ
と
」
に
た
い
す

る
虚
栄
が
、
ぬ
く
ぬ
く
と
育
っ
て
い
っ
た
。
虚
栄
は
外
面
的
な
豪
華
さ
、
華
や
か
さ
へ
と
向
か
い
、
こ
れ
は
模
倣
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
こ

に
流
行
が
生
じ
、
流
行
に
乗
り
続
け
る
こ
と
が
虚
栄
の
一
部
に
な
っ
て
い
く
。

（
二
一
六
）
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と
こ
ろ
で
ス
ミ
ス
は
、『
道
徳
感
情
論
』
の
な
か
で
虚
栄
あ
る
い
は
名
誉
や
評
判
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
見
解
を
披
露
す
る
。

「
人
類
が
、
わ
れ
わ
れ
の
悲
哀
に
た
い
し
て
よ
り
も
歓
喜
に
た
い
し
て
、
全
面
的
に
同
感
す
る
傾
向
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
、
わ
れ
わ

れ
は
自
分
の
富
裕
を
見
せ
び
ら
か
し
、
貧
乏
を
隠
す
の
で
あ
る
。
…
…
主
と
し
て
人
類
の
諸
感
情
に
た
い
す
る
こ
の
顧
慮
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
は
富
裕
を
求
め
貧
乏
を
避
け
る
の
で
あ
る
（
2
）

。」

「
何
に
も
比
べ
ら
れ
ぬ
ほ
ど
に
く
や
し
い
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
困
苦
を
公
共
の
面
前
に
さ
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
（
3
）

。」

こ
う
し
て
社
会
の
公
衆
か
ら
観
察
さ
れ
る
こ
と
、
明
確
な
是
認
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
特
定
の
人
士
を
公
衆
の
面

前
へ
と
押
し
だ
す
。
そ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
富
裕
な
上
流
人
士
で
あ
る
。
彼
ら
は
常
に
社
会
で
公
共
的
注
目
の
的
と
な
る
。
そ
し
て

「
富
裕
な
人
々
お
よ
び
勢
力
あ
る
人
々
の
す
べ
て
の
情
念
に
つ
い
て
い
く
と
い
う
、
人
類
の
こ
の
性
向
の
う
え
に
、
諸
身
分
の
区
別
と
社

会
の
秩
序
と
が
築
か
れ
る
の
で
あ
る
（
4
）

。」
こ
の
上
流
人
士
へ
の
大
衆
の
へ
つ
ら
い
は
、「
彼
ら
の
境
遇
の
有
利
さ
へ
の
一
般
人
の
感
嘆
か
ら

生
ず
る
（
5
）

。」「
自
然
は
わ
れ
わ
れ
に
、
彼
ら
〔
上
流
人
士
│
引
用
者
〕
に
た
い
し
て
従
順
で
あ
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
高
い
地
位
の
前
に
、
震

え
ひ
れ
伏
す
よ
う
に
、
…
…
教
え
る
の
で
あ
る
（
6
）

」
と
ま
で
ス
ミ
ス
は
い
う
。
だ
が
、
ス
ミ
ス
は
『
道
徳
感
情
論
』
第
六
版
の
な
か
で
、
道

徳
感
情
の
腐
敗
を
論
じ
た
章
を
追
加
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
富
裕
な
人
々
、
有
力
な
人
々
に
感
嘆
し
、
ほ
と
ん
ど
崇
拝
し
、
そ
し
て
貧
乏
で
卑
し
い
状
態
に
あ
る
人
々
を
、
軽
蔑
し
、
少
な
く
と

も
無
視
す
る
と
い
う
、
こ
の
性
向
は
、
諸
身
分
と
社
会
の
秩
序
を
確
立
す
る
の
に
も
維
持
す
る
の
に
も
、
と
も
に
必
要
で
あ
る
と
は
い
え
、

（
二
一
七
）
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同
時
に
わ
れ
わ
れ
の
諸
道
徳
感
情
の
腐
敗
の
、
大
き
な
、
そ
し
て
も
っ
と
も
普
遍
的
な
原
因
で
あ
る
（
7
）

。」

そ
し
て
「
人
類
の
尊
敬
と
感
嘆
」
を
獲
得
し
、
享
受
す
る
道
は
、
二
つ
あ
る
と
い
う
。
一
つ
は
「
知
恵
の
研
究
と
徳
性
の
実
行
」
と
い

う
道
で
あ
り
、
二
番
目
は
「
富
と
上
流
の
地
位
の
獲
得
」
と
い
う
道
で
あ
る
（
8
）

。
確
か
に
「
人
類
の
う
ち
の
大
群
衆
は
、
富
と
上
流
の
地
位

の
、
感
嘆
者
で
あ
り
崇
拝
者
（
9
）

」
で
あ
る
。
し
か
し
「
知
恵
と
徳
性
」
は
、「
富
と
上
流
」
と
は
違
っ
て
い
る
の
だ
。
実
際
、「
知
恵
と
徳

性
」
は
、
必
ず
し
も
「
富
と
上
流
」
に
宿
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
む
し
ろ
逆
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
本
当
に
尊
敬
に
値
す
る
の
は
、「
知
恵

と
徳
性
」
の
ほ
う
で
あ
ろ
う
。「
富
裕
な
人
と
上
流
の
人
」
の
も
つ
「
高
慢
と
虚
栄
」
よ
り
も
尊
敬
に
値
す
る
徳
を
そ
な
え
た
人
の
「
真

実
で
確
固
と
し
た
値
う
ち
」
の
ほ
う
が
、
本
当
は
「
は
る
か
に
多
く
感
嘆
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
（
10
）

。」「
値
う
ち
と
徳
性
か
ら
切
り

離
さ
れ
た
、
た
ん
な
る
富
と
上
流
の
地
位
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
尊
敬
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
善
良
な
道
徳
に
と
っ
て
、
…
…
快
適
な

こ
と
で
は
な
い
（
11
）

。」

と
こ
ろ
が
、「
世
間
」
は
、「
注
意
が
不
十
分
な
観
察
者
」
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
誤
っ
た
判
断
を
下
す
。
世
間
で
は
「
知

恵
と
徳
性
の
人
士
」
で
は
な
く
、「
富
と
上
流
の
人
士
」
が
称
賛
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
世
間
に
調
子
を
合
わ
せ
る
人
間
の
大
部
分
は
、

富
裕
な
人
士
や
上
流
人
士
を
模
倣
し
、
流
行
を
追
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
は
「
虚
栄
」
の
人
な
の
で
あ
る
。

「
虚
栄
的
な
人
々
は
、
し
ば
し
ば
、
み
ず
か
ら
流
行
に
あ
っ
た
不
品
行
の
様
子
を
す
る
。
そ
れ
を
彼
ら
は
、
心
の
な
か
で
は
是
認
し
て

は
い
な
い
。
だ
が
彼
ら
は
、
彼
ら
自
身
と
し
て
は
称
賛
に
値
す
る
と
考
え
て
い
な
い
物
事
に
つ
い
て
、
称
賛
さ
れ
た
い
と
希
望
す
る
の
で

あ
る
（
12
）

。」

（
二
一
八
）
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ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
社
会
の
な
か
で
人
々
が
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
、
高
価
な
奢
侈
品
の
消
費
や
流
行
を
追
い
、
富
と
地
位
の
獲
得
と
い

う
社
会
的
評
価
を
め
ぐ
っ
て
競
争
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
社
会
の
現
実
の
姿
な
の
で
あ
る
。
消
費
も
自
己
を
社
会
の
な
か
で
他
者
の
前
に

さ
ら
し
、
承
認
や
尊
敬
を
得
る
「
優
越
願
望
」
の
た
め
に
こ
そ
あ
る
。

（
1
） 

上
田
辰
之
助
、
前
掲
書
、
六
七
│
八
四
頁
、
川
北
稔
、
前
掲
論
文
、
九
四
│
一
一
七
頁
、
佐
伯
啓
思
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
誤
算
』（
上
）、

Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
一
九
九
九
年
、
八
九
│
九
〇
頁
を
見
よ
。

（
2
） 

T
M

S
., p.50.　

邦
訳
、
七
二
頁
。

（
3
） 

T
M

S
., p.50.　

邦
訳
、
七
二
頁
。

（
4
） 

T
M

S
., p.52.　

邦
訳
、
七
六
頁
。

（
5
） 

T
M

S
., p.52.　

邦
訳
、
七
六
頁
。

（
6
） 

T
M

S
., p.53.　

邦
訳
、
七
六
頁
。

（
7
） 

T
M

S
., p.61.　

邦
訳
、
九
五
頁
。

（
8
） 

T
M

S
., p.62.　

邦
訳
、
九
五
頁
。

（
9
） 

T
M

S
., p.62.　

邦
訳
、
九
六
頁
。

（
10
） 

T
M

S
., p.62.　

邦
訳
、
九
六
頁
。

（
11
） 

T
M

S
., p.62.　

邦
訳
、
九
六
頁
。

（
12
） 

T
M

S
., p.64.　

邦
訳
、
九
八
頁
。

（
二
一
九
）
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九
〇

四　

富
と
徳
性
の
問
題

虚
栄
に
と
ら
わ
れ
た
人
を
ス
ミ
ス
自
身
は
、
け
っ
し
て
幸
福
な
人
と
は
見
な
し
て
い
な
い
。
逆
に
、「
真
実
の
平
静
」
と
「
さ
さ
や
か

な
安
全
と
満
足
」
を
犠
牲
に
し
た
憐
れ
な
人
と
見
て
い
る
。
ス
ミ
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
彼
の
全
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
彼
は
自
分
が
け
っ
し
て
到
達
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
あ
る
人
為
的
で
優
雅
な
憩
い
の
観
念
を
追
求
し
、

そ
の
た
め
に
彼
は
、
い
つ
で
も
彼
の
力
の
お
よ
ぶ
範
囲
に
あ
る
真
実
の
平
静
を
犠
牲
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
そ
の
観
念
は
、
も
し

彼
が
老
齢
の
極
に
お
い
て
つ
い
に
そ
れ
に
到
達
す
る
と
し
て
も
、
彼
が
そ
れ
の
代
り
に
放
棄
し
た
あ
の
さ
さ
や
か
な
安
全
と
満
足
と
に
、

い
か
な
る
点
で
も
ま
さ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
（
1
）

。」

そ
し
て
ス
ミ
ス
の
以
下
の
言
葉
は
、
賢
人
と
し
て
の
側
面
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

人
間
生
活
の
真
実
の
幸
福
を
な
す
「
肉
体
の
安
楽
と
精
神
の
平
和
に
お
い
て
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
は
、
す
べ
て
は
同
じ
水
準

に
あ
り
、
そ
し
て
公
道
の
傍
で
日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る
乞
食
は
、
国
王
た
ち
が
そ
れ
を
得
る
た
め
に
戦
っ
て
い
る
安
全
性
を
所
有
し

て
い
る
の
で
あ
る
（
2
）

。」

こ
こ
か
ら
見
て
と
れ
る
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
人
間
が
本
来
求
め
て
い
る
も
の
は
「
真
実
の
幸
福
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
真
実

（
二
二
〇
）
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の
平
静
」
と
「
さ
さ
や
か
な
安
全
と
満
足
」
で
あ
り
、
あ
る
い
は
「
肉
体
の
安
楽
と
精
神
の
平
和
」
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
社
会
の
な
か
で
は
人
々
は
、
そ
う
い
う
も
の
は
、
高
い
「
地
位
と
富
」
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
錯
覚
す
る
。
別
の

い
い
方
を
す
る
な
ら
、
上
流
人
士
こ
そ
、
そ
う
い
う
「
安
全
で
幸
福
」
な
状
態
に
あ
る
と
「
誤
っ
て
」
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

人
々
を
勤
勉
へ
向
け
て
駆
り
た
て
る
の
は
、
そ
う
い
う
「
誤
っ
て
」
想
像
さ
れ
た
「
抽
象
的
観
念
（
3
）

」
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
人
々
は
結
局
、

「
肉
体
の
安
楽
と
精
神
の
平
和
」
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
「
肉
体
の
疲
労
と
精
神
の
不
安
」
を
甘
受
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ

に
目
的
と
手
段
と
を
取
り
違
え
た
欺
瞞
の
姿
な
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
前
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
欺
瞞
に
よ
る
勤
勉
こ
そ
が
、

国
富
の
源
泉
な
の
で
あ
り
、
人
々
に
「
生
活
必
需
品
お
よ
び
便
宜
品
を
供
給
す
る
」
の
で
あ
っ
た
。

ス
ミ
ス
の
体
系
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
よ
う
に
、「
観
察
さ
れ
る
こ
と
、
明
確
な
是
認
を
も
っ
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
」、
こ
れ
こ
そ

が
人
間
の
生
き
甲
斐
を
支
え
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
な
か
で
人
々
を
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
に
お
も
む
か
せ
る
根
本
動
機
な
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、「
富
と
地
位
」
が
人
々
を
惹
き
つ
け
る
と
い
う
場
合
に
も
、
そ
う
な
る
の
は
結
局
は
、「
富
や
地
位
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
直
接
的
な
何

ら
か
の
便
宜
を
も
た
ら
す
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
が
人
々
の
「
注
意
を
惹
き
つ
け
る
」
か
ら
な
の
で
あ
る
。
は
っ
き
り
言
え
ば
、

「
安
楽
ま
た
は
快
楽
で
は
な
く
て
、
虚
栄
が
わ
れ
わ
れ
の
関
心
を
惹
く
の
で
あ
る
（
4
）

。」

し
た
が
っ
て
、
本
来
人
間
に
と
っ
て
真
実
の
幸
福
と
い
う
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
本
当
は
膨
大
な
生
活
物
資
＝
財
貨
を
必
要
と
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
真
の
幸
福
は
、
さ
さ
や
か
な
量
の
生
活
物
資
が
あ
れ
ば
十
分
に
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
社
会
の
大
多
数
の
人
々
は
、
幸
福

を
享
受
し
う
る
境
遇
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
ス
ミ
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
健
康
で
、
負
債
が
な
く
、
良
心
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ
の
な
い
人
の
幸
福
に
た
い
し
て
、
何
を
つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ

（
二
二
一
）
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の
境
遇
に
あ
る
人
に
た
い
し
て
は
、
財
産
の
す
べ
て
の
追
加
は
余
計
な
も
の
だ
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
…
…
こ
の
境
遇
は
、
人
類
の

自
然
で
通
常
の
状
態
と
よ
ば
れ
る
が
、
き
わ
め
て
当
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
（
5
）

」
と
。

こ
の
状
態
は
、
人
類
の
自
然
で
通
常
の
状
態
で
あ
る
か
ら
、「
も
っ
と
も
つ
ま
ら
ぬ
労
働
者
の
賃
金
で
さ
え
、
そ
れ
〔
自
然
の
諸
必
要

│
引
用
者
〕
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
賃
金
が
彼
に
、
食
料
と
衣
服
と
、
住
宅
お
よ
び
家
族
と
い
う
快
適
さ
と
を
提
供
す
る
の
を
、

わ
れ
わ
れ
は
見
て
い
る
。
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
厳
密
に
、
彼
の
家
計
を
調
べ
る
な
ら
ば
、
彼
が
賃
金
の
う
ち
の
大
き
な
部
分
を
、
余
計
な

も
の
と
見
な
さ
れ
う
る
諸
便
宜
な
ど
に
、
使
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
（
6
）

」
と
。

要
す
る
に
、
人
間
に
と
っ
て
の
真
の
幸
福
は
、
さ
さ
や
か
な
量
の
生
活
物
資
が
あ
れ
ば
十
分
に
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
状
態
は

社
会
の
大
半
の
人
々
の
境
遇
で
も
あ
る
か
ら
、
大
多
数
の
人
々
は
、
幸
福
を
享
受
で
き
る
。
こ
の
境
遇
の
も
と
で
、
彼
ら
は
健
康
で
負
債

が
な
く
、
良
心
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ
の
な
い
、
幸
福
な
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
境
遇
に
た
い
す
る
富
の
増
加
は
、
余
計
な

も
の
で
あ
る
。
こ
う
、
ス
ミ
ス
は
主
張
す
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、
社
会
の
大
多
数
の
人
々
＝
中
下
層
の
人
々
は
、
そ

れ
ぞ
れ
幸
福
を
達
成
し
う
る
立
場
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
く
知
ら
れ
た
言
葉
に
表
わ
れ
て
い
る
。

「
中
流
な
ら
び
に
下
流
の
、
生
活
上
の
地
位
に
お
い
て
は
、
徳
性
へ
の
道
と
、
財
産
へ
の
道
、
少
な
く
と
も
そ
う
い
う
地
位
に
あ
る
人

が
、
獲
得
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
も
妥
当
で
あ
る
よ
う
な
財
産
の
道
は
、
幸
福
な
こ
と
に
、
大
抵
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。
す

べ
て
の
中
流
お
よ
び
下
流
の
職
業
に
お
い
て
は
、
真
実
で
堅
固
な
職
業
的
能
力
が
、
慎
慮
、
正
義
、
不
動
、
節
制
の
行
動
と
結
合
す
れ
ば
、

（
二
二
二
）
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成
功
し
そ
こ
な
う
こ
と
は
、
め
っ
た
に
あ
り
え
な
い
（
7
）

。」

「
中
流
な
ら
び
に
下
流
の
階
級
」
＝
中
下
層
の
生
活
状
態
に
あ
る
人
々
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
ら
の
大
多
数
に
あ
っ
て
は
「
徳
性
へ
の

道
」
と
「
財
産
へ
の
道
」
と
は
、
大
抵
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
慎
慮
、
正
義
、
節
制
な
ど
の
諸
徳
性
に
基
づ
い
て
、
彼
ら

が
有
し
て
い
る
そ
の
職
業
的
諸
能
力
を
、
た
ゆ
ま
ず
鍛
え
、
発
揮
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
彼
ら
に
あ
っ
て
は
成
功
へ
の
も
っ
と
も
確
実

な
道
で
あ
る
。
こ
う
、
ス
ミ
ス
は
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
彼
ら
の
勤
勉
の
目
的
そ
れ
自
身
が
欺
瞞
で
あ
り
、
従
っ
て
勤
労
の
動
機
も
、
真
の
徳
性
で
は
な

く
虚
栄
に
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
真
の
人
間
の
道
徳
性
と
は
呼
べ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
、
こ
こ
に

は
矛
盾
す
る
人
間
像
が
そ
の
ま
ま
描
写
さ
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ス
ミ
ス
に
お
け
る
こ
の
二
つ
の
人
間
像
の
矛
盾
、

こ
れ
を
ス
ミ
ス
自
身
が
う
ま
く
解
決
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
い
ず
れ
の
人
間
像
も
ス
ミ
ス
の
思
い
の
な
か
で
は
、
そ
れ
な
り
に
意

味
あ
る
も
の
と
し
て
共
存
し
て
い
た
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
共
存
し
た
人
間
こ
そ
が
、
あ
る
種
の
矛
盾

を
孕
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
よ
う
と
も
、
あ
る
い
は
矛
盾
を
孕
ん
で
い
る
が
ゆ
え
に
、
ス
ミ
ス
の
目
に
映
っ
た
豊
か
な
現
実
そ
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

ス
ミ
ス
は
人
間
の
道
徳
性
を
備
え
つ
つ
も
、
一
方
に
お
い
て
、
虚
栄
に
強
く
動
か
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
人
間
の
弱
さ
や
愚
か
さ
を
も
備

え
て
い
る
、
ご
く
普
通
の
平
凡
な
人
間
を
あ
り
の
ま
ま
に
肯
定
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
い
う
人
間
で
社
会
は
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
。
そ

し
て
欺
瞞
の
な
か
で
の
虚
栄
を
逆
手
に
と
っ
て
、
虚
栄
こ
そ
が
社
会
の
富
裕
と
文
明
化
を
達
成
す
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ミ
ス

の
社
会
像
に
も
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
小
林
昇
の
文
章
が
参
考
に
な
ろ
う
。「
ス
ミ
ス
の
モ
ー
ラ
ル
・

（
二
二
三
）
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フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
に
あ
っ
て
は
、
人
間
の
社
会
は
近
代
的
な
階
級
社
会
と
し
て
で
は
な
く
、
健
康
で
活
力
の
あ
る
市
民
的
勤
労
大
衆
が
そ

の
上
に
彼
ら
の
社
会
的
・
経
済
的
努
力
の
目
標
で
あ
る
富
貴
な
人
々
を
載
せ
て
い
る
社
会
（
8
）

」
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
上
流
階

級
の
存
在
に
よ
っ
て
、
欺
瞞
の
な
か
で
現
在
よ
り
も
上
位
の
階
級
に
仲
間
入
り
を
し
た
い
と
い
う
虚
栄
が
、
中
下
層
の
人
々
の
心
を
突
き

動
か
し
、
こ
の
虚
栄
が
彼
ら
の
勤
勉
を
促
し
、
経
済
活
動
の
動
機
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
の
富
裕
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
社
会
に
あ
っ
て
欺
瞞
の
な
か
で
人
々
が
虚
栄
に
と
ら
わ
れ
、
奢
侈
の
消
費
や
流
行
を
追
っ
て
、
他
者
に
優
越
し
よ
う
と
競
争

し
て
い
る
姿
、
こ
れ
が
ス
ミ
ス
の
目
に
映
っ
た
豊
か
な
現
実
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
人
々
の
勤
勉
の
目
的
そ
れ
自
身
が
欺
瞞
で
あ
り
、

従
っ
て
勤
労
の
動
機
も
徳
性
で
は
な
く
虚
栄
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
虚
栄
こ
そ
が
、
生
産
力
の
上
昇
と
社
会
の
富
裕
を
生
み
だ
す
と
と
も
に
、

結
果
と
し
て
社
会
の
洗
練
や
生
活
水
準
の
向
上
を
も
た
ら
す
こ
と
、
つ
ま
り
社
会
の
文
明
の
程
度
を
高
め
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
ス
ミ
ス

は
洞
察
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
つ
ぎ
の
指
摘
は
核
心
を
つ
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
ス
ミ
ス
は
「
経
済
行
為

の
非
経
済
的
源
泉
」
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
「
野
心
、
権
力
欲
、
お
よ
び
尊
敬
さ
れ
た
い
と
い
う
欲
求
」
こ
そ
が
、
経
済
行
為
の
動
機
と

な
り
、
勤
労
意
欲
を
刺
激
す
る
こ
と
を
見
透
か
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
9
）

。

（
1
） 

T
M

S
., p.181.　

邦
訳
、
二
七
七
頁
。

（
2
） 

T
M

S
., p.185.　

邦
訳
、
二
八
一
頁
。

（
3
） 

T
M

S
., pp.51-2.　

邦
訳
、
七
五
頁
。

（
4
） 

T
M

S
., p.50.　

邦
訳
、
七
三
頁
。

（
5
） 

T
M

S
., p.45.　

邦
訳
、
六
五
頁
。

（
6
） 

T
M

S
., p.50.　

邦
訳
、
七
二
頁
。

（
二
二
四
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7
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T
M

S
., p.63.　

邦
訳
、
九
六
│
七
頁
。

（
8
） 

小
林
昇
「『
国
富
論
』
に
お
け
る
人
間
像
に
つ
い
て
」（『
季
刊
社
会
思
想
』
第
三
巻
第
一
号
、
所
収
）、
五
五
頁
。

（
9
） A

lbert O
. H
irschm

an, T
h

e P
assion

s an
d

 th
e In

terests —
P

olitical A
rgu

m
en

ts for C
apitalism

 before Its T
riu

m
ph

—
, 1977, 

p.110.　

佐
々
木
毅
・
旦
祐
介
共
訳
『
情
念
の
政
治
経
済
学
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
五
年
、
一
一
〇
頁
。

五　

む
す
び
に
か
え
て

ス
ミ
ス
の
思
想
が
誕
生
し
た
一
八
世
紀
と
い
う
時
代
に
お
い
て
、
中
産
階
級
つ
ま
り
中
下
層
の
人
々
の
生
活
態
度
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
当
時
、
彼
ら
な
り
に
一
人
の
独
立
し
た
人
間
と
し
て
生
き
て
い
こ
う
と
し
た
姿
が
浮
び
上
が
る
。
こ
こ
に
い
う
一
人
の
独
立
し
た
人

間
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
利
己
心
を
も
っ
た
経
済
人
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
己
の
生
活
改
善
努
力
を
す

る
人
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
新
興
の
商
業
社
会
で
は
ま
だ
新
し
い
人
間
の
考
え
方
で
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
本
能
は
そ
れ
ま
で

の
封
建
社
会
で
は
、
人
間
活
動
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
価
値
の
低
い
、
下
賤
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

利
己
心
と
い
う
言
葉
も
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
。
利
己
心
が
作
り
だ
す
と
考
え
ら
れ
る
徳
性
は
、「
慎
慮
、
用
心
、
細
心
、
節
約
、
恒
常
性
、

不
動
性
（
1
）

」
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
徳
性
は
旧
特
権
階
級
の
社
会
で
は
軽
蔑
す
べ
き
人
間
行
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
や
中
下
層
の

人
々
の
手
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
徳
性
に
基
づ
く
人
間
行
為
つ
ま
り
利
己
心
を
起
動
力
に
し
て
、「
富
裕
へ
の
道
」
が
「
徳
性
へ
の
道
」

に
通
ず
る
人
間
努
力
が
、
積
極
的
に
商
業
社
会
に
お
け
る
新
し
い
徳
性
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
時
代
は
ス
ミ
ス
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
あ
る
種
の
欺
瞞
を
不
可
避
的
な
毒
素
と
し
て
含
み
な
が
ら
も
、
経
済
人
と
い
う
新
し
い
人

間
が
活
躍
し
よ
う
と
し
た
、
進
歩
が
未
だ
希
望
で
あ
っ
た
一
つ
の
若
々
し
い
時
代
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
2
）

。
こ
の
時
代
に
な
っ
て
は

（
二
二
五
）
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じ
め
て
人
々
が
動
機
は
と
も
あ
れ
、
労
働
自
体
の
な
か
に
、
あ
る
い
は
自
己
の
生
活
改
善
の
な
か
に
、
大
き
な
生
き
甲
斐
を
見
い
だ
し
た

こ
と
が
、
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、
そ
う
い
う
人
々
の
姿
は
、
他
者
の
「
注
目
」
を
得
た
り
、
他
者
の
「
承
認
」
や

「
尊
敬
」
を
得
た
り
、
あ
る
い
は
社
会
的
地
位
や
上
流
の
身
分
を
得
た
い
が
た
め
の
欺
瞞
と
い
う
毒
素
を
含
む
勤
勉
で
あ
っ
て
も
、
人
間

と
し
て
自
然
の
姿
で
あ
っ
た
ろ
う
。

実
際
、
自
分
の
性
に
合
っ
た
職
業
を
選
択
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ど
ん
な
人
間
で
も
労
働
の
成
果
が
自
己
の
も
の
に
な

る
と
い
う
経
験
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
新
鮮
か
つ
感
動
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
う
事
態
が
大
衆
的
規
模
で
実
現

し
た
の
が
、
ま
さ
に
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
こ
そ
、
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
、
理
論
的
に
は

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
根
拠
を
与
え
ら
れ
た
自
分
の
労
働
の
成
果
が
自
己
の
も
の
に
な
る
と
い
う
市
民
社
会
を
確
立
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

封
建
社
会
の
も
と
で
長
期
に
亘
っ
て
搾
取
さ
れ
続
け
て
き
た
人
々
が
、
こ
の
市
民
社
会
の
実
現
に
よ
っ
て
、
労
働
す
る
こ
と
で
一
応
賃

金
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
時
、
あ
る
人
々
は
勤
労
で
僅
か
ば
か
り
の
金
銭
が
得
ら
れ
る
と
そ
れ
を
遊
興
に
使
っ
て
喜
び
を
見
い
だ
し
（
3
）

、

あ
る
人
々
は
自
分
の
生
活
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
に
喜
び
を
見
い
だ
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ホ
ガ
ー
ス
の
有
名
な
「
勤
勉
と
怠
惰
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
銅
版
画
（
4
）

が
、
一
種
の
教
訓
的
絵
画
と
し
て
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け

で
あ
る
。

し
か
し
た
と
え
、
ホ
ガ
ー
ス
の
銅
版
画
「
ジ
ン
横
丁
（
5
）

」
の
よ
う
な
事
態
が
一
方
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
全
体

が
あ
る
種
の
経
済
的
活
況
を
呈
し
て
、
消
費
社
会
が
到
来
し
、
消
費
革
命
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
起
っ
て
い
た
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
（
6
）

。

問
題
は
、
そ
う
い
う
客
観
情
勢
に
支
え
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
社
会
全
体
の
活
気
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
活
気
そ
れ
自
身
を
生
ん
で
い
っ
た

（
二
二
六
）
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人
々
の
生
活
改
善
へ
の
「
期
待
」
な
の
で
あ
る
。
人
間
は
将
来
に
た
い
す
る
期
待
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

将
来
に
た
い
し
て
、
何
ら
か
の
意
味
で
期
待
が
も
て
る
か
否
か
に
係
っ
て
い
る
。
期
待
が
も
て
な
け
れ
ば
、
将
来
の
社
会
へ
の
不
信
感
が

高
ま
り
、
不
透
明
感
が
蔓
延
し
、
消
費
を
手
控
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
は
、
社
会
全
体
が
あ
る
種
の
期
待
に
包
ま
れ
た
前
途
洋
々
た
る
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
革
命

へ
の
期
待
で
は
な
く
、
も
っ
と
地
道
な
、
将
来
自
分
自
身
の
生
活
が
向
上
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
真
面
目

に
努
力
す
れ
ば
、
自
分
の
生
活
が
改
善
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
見
込
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
山
当
て
れ
ば
大
金
を
得
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待
で
も
あ
っ
た
。
南
海
泡
沫
事
件
は
、
そ
う
い
う
期
待
が
膨
れ
上
が
っ
て
、
ま
さ
に
泡
と
消
え
た
象
徴
的
な
事
件

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
辺
の
事
情
は
、
ま
さ
に
ス
ミ
ス
の
経
済
的
動
機
と
し
て
の
「
虚
栄
」
と
「
野
心
」
の
議
論
に
如
実
に
反
映
さ
れ

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
社
会
の
中
下
層
の
人
々
、
つ
ま
り
大
多
数
の
人
々
は
、
も
っ
と
地
道
な
道
を
選
び
、
そ
し
て
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
ま
た
着
実
に
期
待
と
活
気
を
も
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
一
八
世
紀
の
時
代
の
動
き
は
、
人
間
と

し
て
あ
り
得
べ
き
自
然
の
姿
と
し
て
ス
ミ
ス
の
目
に
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
の
活
気
の
な
か
に
見
ら
れ
る
怠
惰
や
勤
勉
（
7
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
人
間
と
し
て
あ
り
得
べ
き
自
然
の
姿
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
中
下
層
に
属
す
る
大
多
数
の
人
々
の
あ
の
勤
勉
は
、
た
と
え
欺

瞞
に
よ
る
目
的
と
手
段
の
転
倒
ゆ
え
の
勤
勉
だ
っ
た
と
し
て
も
、
直
接
の
動
機
で
あ
る
生
活
改
善
へ
の
意
欲
、
あ
る
い
は
利
己
心
は
、
ま

こ
と
に
人
間
と
し
て
も
っ
と
も
な
心
性
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
こ
の
利
己
心
は
、
実
際
、
他
者
の
評
判
を
得
る
た
め
に
発
動
さ
れ
、
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
欲
望
の
実
現
は
、

単
な
る
勤
勉
の
み
な
ら
ず
、
正
義
、
慎
慮
と
い
う
徳
性
を
伴
わ
ず
し
て
あ
り
得
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
新
し
い
商
業
社
会
は
、

（
二
二
七
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

九
八

こ
う
い
っ
た
勤
勉
意
欲
を
も
た
な
い
家
の
奉
公
人
を
寄
食
さ
せ
て
い
た
封
建
制
に
比
ぶ
べ
く
も
な
い
社
会
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と

り
わ
け
、
あ
の
勤
勉
の
背
後
に
「
富
と
地
位
」
を
得
よ
う
と
す
る
利
己
的
動
機
を
読
み
と
り
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
、
人
々
の
注
目
や
是

認
を
得
た
い
と
い
う
人
間
の
根
源
的
な
願
望
を
読
み
と
っ
た
ス
ミ
ス
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
う
い
う
人
々
を
単
に
「
欺
瞞
」
と
し
て
一
挙
に

断
罪
し
て
し
ま
う
事
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
世
紀
の
消
費
社
会
の
到
来
と
い
う
現
実
を
前
に
し
て
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
欺
瞞
の
な
か
で
虚
栄
が
人
々
の
心
を
突
き
動
か
す
、

別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
、
奢
侈
の
消
費
に
よ
っ
て
富
貴
な
人
士
を
模
倣
し
、
流
行
を
追
い
た
い
と
い
う
虚
栄
が
彼
ら
の
勤
勉
を
促
し
、
経

済
活
動
の
重
要
な
動
機
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
商
工
業
が
発
達
し
、
社
会
の
富
裕
が
実
現
す
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の

結
果
と
し
て
、
社
会
の
洗
練
と
人
々
の
社
交
性
の
向
上
、
つ
ま
り
社
会
の
文
明
の
程
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
1
） 

T
M

S
., p.304.　

邦
訳
、
三
七
九
頁
。

（
2
） 

井
上
和
雄
『
資
本
主
義
と
人
間
ら
し
さ
│
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
場
合
│
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
八
年
、
三
〇
〇
頁
。

（
3
） 

当
時
の
遊
興
に
つ
い
て
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
＆
リ
ー
ズ
『
ロ
ン
ド
ン
庶
民
生
活
史
』（
松
村
赳
訳
）、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
二
年
、
第
六
章
第
三

節
、
第
一
一
章
第
二
節
な
ど
見
よ
。

（
4
） 

ホ
ガ
ー
ス
の
銅
版
画
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
が
有
益
で
あ
る
。M

an
n

ers an
d

 M
orals —

 H
ogarth

 an
d

 B
ritish

 

P
ain

tin
g 1700-1760, T

he T
ate G

allery, ed., 1987.

（
5
） 

「
ジ
ン
横
丁
」
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
を
見
よ
。E

. R
oyston P

ike, H
u

m
an

 D
ocu

m
en

ts of A
d

am
 S

m
ith

’s T
im

e, 

1974, pp.63-4.

（
6
） 

上
田
辰
之
助
、
前
掲
書
、
第
一
部
第
二
章
第
二
節
を
見
よ
。

（
7
） 

「
勤
勉
」
と
「
怠
惰
」
と
の
対
比
が
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
、
激
し
い
論
議
の
中
心
に
な
っ
た
話
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
怠
惰
な
人
間
を
ど
う

（
二
二
八
）



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
商
業
社
会
に
お
け
る
消
費
の
意
義
（
山
口
）

九
九

や
っ
て
勤
勉
な
人
間
に
仕
立
て
上
げ
る
か
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
怠
惰
と
浪
費
、
こ
れ
が
一
八
世
紀
を
通
じ
て
の
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
問
題
で
あ
り
、
こ

れ
に
ど
う
対
処
し
た
ら
い
い
か
が
、
実
は
「
諸
国
民
の
富
」
の
問
題
の
裏
側
な
の
で
あ
り
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
隠
さ
れ
た
課
題
だ
っ

た
。（
大
河
内
一
男
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』
講
談
社
、
昭
和
五
四
年
、
二
五
八
│
九
頁
。）

消
費
に
よ
っ
て
富
貴
な
者
を
模
倣
し
、
流
行
を
追
い
た
い
と
い
う
虚
栄
が
、
人
々
の
勤
勉
を
促
し
、
経
済
活
動
の
動
機
に
な
り
、
さ
ら
に
、
商
工

業
の
発
達
が
社
会
を
文
明
化
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
経
済
が
発
展
す
れ
ば
生
活
が
豊
か
に
な
る
け
れ
ど
も
、
人
々
は
金
儲
け
に
夢
中
に
な

り
、
人
間
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
失
わ
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
人
々
が
陥
る
道
徳
的
腐
敗
の
問
題
を
ス
ミ
ス
が
懸
念
し
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

（
二
二
九
）
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連結精算表の作成手続に関する一考察

小　阪　敬　志

Ⅰ　はじめに

わが国における連結財務諸表による企業集団に係る財務報告は、

1977 年 4 月以降、制度として運用されている。運用開始から 40 年が経

過した今日に至るまで、連結財務報告に関する諸制度には度重なる改

訂が実施されてきた。近年の連結財務諸表をめぐる会計基準の公表・

改訂によって、連結財務諸表の作成および表示に関する規定、特に連

結上の損益や資本の表示を巡る規定は大きく変化した。他方、連結財

務諸表の作成は、制度化当初から連結精算表を用いて行うものと理解

されており、例えば、日本公認会計士協会より 1976 年に公表された

「連結財務諸表作成要領」（以下、作成要領）では、連結精算表の作成を

通じた連結財務諸表の作成手引きが示されている。また、今日の連結

決算手続きを解説するテキスト等においても連結精算表を用いた手続

の説明がなされている（1）。連結精算表では、連結上の資本と利益の連

繋関係が一表の中で示されるという特徴があり、連結会計を学ぶ初学

者等にとっては、その連繋関係を理解することで各連結修正手続きが

どのような目的をもって実施されているのかという点の理解にもつな

がる。その意味で、連結精算表による連結財務諸表の作成方法には、

連結会計全般についての教育・学習上の効果も期待できるが、制度化

当初に比べてその連繋関係に大幅な変化が生じている今日では、連結

精算表を用いた連結手続にいくつかの論点が生じている。

論　説

（
二
五
八
）
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周知のように日本商工会議所及び各地商工会議所主催簿記検定試験

（いわゆる日商簿記検定試験）の 2級では、2017 年度より連結会計の基本

的手続きが商業簿記の試験範囲に含められるようになり、簿記・会計

を学習する者が連結会計に触れる機会は飛躍的に増加したといえよう。

しかしながら、このような現状にあって、連結精算表の作成手続に関

する諸論点を検討する先行研究は見られない（2）。そこで本稿では、現

行の日本基準に基づいた連結財務諸表の作成手続を、連結精算表を用

いて検討することを通じて、連結会計に関する教育上・学習上の課題

を明らかにすることとしたい。なお、連結財務諸表として作成開示さ

れる書類には、連結キャッシュ・フロー計算書も含まれるが、本稿で

の検討対象は主として連結上の資本と利益の関係であるため、連結貸

借対照表、連結損益計算書および連結包括利益計算書、そして連結株

主資本等変動計算書（または連結剰余金計算書）の 3表（作成方式によって

は 4表）を対象とする。

Ⅱ　連結精算表の作成方式

1 ．水平様式と垂直様式

連結精算表の作成方法については、制度上の明文の規程が存在して

いるわけではない。「作成要領」においても、「この『作成要領』では

連結財務諸表を作成するための一般的・標準的指針と考えられるもの

を示した」（まえがき、1）として、連結精算表の作成様式が強制されて

いるわけではない。他方、Moonitz（1951）の訳書において、訳注の形

ではあるが、白鳥（1964、訳書 pp.85-88）が当時の米国における連結精算

表の作成様式として、水平様式（Horizontal form of work sheet）と垂直様

式（Vertical form of work sheet）の 2 様式を紹介している。白鳥（1964）

は、会計学のテキストでは水平様式がよく用いられているが、「この様

式は、⑴連結に含まれる会社数が多い時は利用しえない、⑵修正記入

の回数が多い場合には利用しえない、という 2つの欠点をもっている」

（
二
五
七
）
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ため、垂直様式が考案されたとしている（訳書 p.86）。他方、白鳥（1977、

p.100）によれば、わが国に連結財務諸表制度が導入された当時、「日本

では、一般的に水平様式が採用されているようであ」るとされ、「作成

要領」でも水平様式による連結精算表の作成例が示されている。

【図表 1】は水平様式によって作成される連結精算表の一部であり、

【図表 2】は垂直方式による連結精算表の一部である。水平様式の連結

精算表では、各連結会社の個別財務諸表上の各項目が縦に並べられ、

「消去・振替仕訳」欄において連結修正が加えられた結果が、右端にあ

る「連結財務諸表」欄において把握される。「作成要領」では、連結修

【図表 1】　水平様式による連結精算表（貸借対照表部分のみ）
 

 
 

  
P  S   

   

   

   

   

   

   

   

   

（出所：「作成要領」の連結精算表をもとに筆者作成。「×××」は金額を意味し、
括弧付のものは貸方金額である。以下の連結精算表も同様とする）

【図表 2】　垂直様式による連結精算表（貸借対照表部分のみ）
 

      

P    

S    

   

   

   

   

   

（出所：白鳥（1964、訳書 p.87）の連結精算表をもとに筆者作成）

（
二
五
六
）
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正事項が増加していくにつれて、「消去・振替仕訳」欄の列が増加して

いく形式で示されている。したがって、連結財務諸表に表示する項目

数が増加していけば行が追加されていき、連結会社の数が増加したり、

連結修正事項が増加すれば、列が追加されていくということになろう。

前述の白鳥（1964）の記述は、この点を指摘したものと思われる。他方、

垂直方式による連結精算表では、個別財務諸表上の各項目が横に並べ

られ、各連結会社の計上額が縦に並べられていく。「消去・振替仕訳」

欄は、個別財務諸表の合算後、次の行から開始される。したがって、

連結財務諸表に表示する項目の増加は列数の増加を、連結会社や連結

修正事項の増加は行数の増加を意味することとなる。以下では、白鳥

（1977）の指摘に加え、「作成要領」でも示されている、水平様式による

連結精算表の作成を前提に検討を進める。

2 ．水平方式における 2通りの作成手法

白鳥（1977、pp.100-102）では水平方式による連結精算表の作成を前提

として、さらに「⑴連結仕訳を各財務表ごとに分離独立して行うタイ

プ」の作成方式と「⑵連結仕訳を各財務表にまたがって行うタイプ」

の作成方式という、2通りの作成手法が紹介されている。本稿では、便

宜的に前者を「財務表別修正方式」、後者を「財務表横断修正方式」と

呼ぶこととする。財務表別修正方式では、連結損益計算書や連結貸借

対照表といった、財務表ごとに修正仕訳を行う。このため 1つの連結

修正事項について複数の修正仕訳が必要となる場合が生じる。白鳥

（1977）では、財務表別修正方式による連結精算表として、【図表 3】が

示されている（3）。

【図表 3】の「連結仕訳」欄における連結修正仕訳を、番号ごとに示

すと【図表 4】のようになる。「P、A社間には株式所有、無利子の貸付、

配当の授受を除いて他に取引関係はない」（白鳥、1977、p.99）との前提

より、①が投資と資本の相殺消去仕訳、②が貸付金および借入金の相

殺消去仕訳であり、③と⑤の修正仕訳は、A社からP社へと支払われ

（
二
五
五
）
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た利益配当を消去するための、損益計算書と剰余金計算書のそれぞれ

で行われる修正仕訳である。財務表ごとに修正仕訳が行われるという、

財務表別修正方式の手続が端的にうかがえる仕訳といえよう。また、

このケースでは「P社は、A社株式の全部を昭和 45 年 12 月 15 日に取

得」（白鳥、1977、p.98）したとあり、子会社化から数年が経過している

状況にある。剰余金計算書では未処分利益の期首残高が把握されてい

ることから、④の仕訳によって投資と資本の相殺消去の影響が未処分

利益の期首残高に反映されている。財務表別修正方式による連結修正

は、「連結仕訳が各財務表ごとに分離独立しているので理解しやすいが、

【図表 3】　財務表別修正方式による連結精算表
  50  

      
  P   A      

   79,500    35,000 114,500 300   114,200

  75,300   30,000 105,300   105,300

  2,100   2,400 4,500   4,500

  2,100   2,600 4,700  300   4,400

  0   0 0 0   0

      

    6,100     1,000   7,100 1,000     6,100

    2,100     2,600   4,700 300     4,400

  3,000   300 3,300  300   3,000

  300   30 330   330

  1,000   50 1,050   1,050

  450   320 770   770

  3,450   2,900 6,350 1,000   5,350

  0   0 0 0   0

      

  73,600   45,650 119,250   119,250

A   4,800   4,800 4,800   

A   25,000   25,000  25,000   

   78,500    38,600 117,100    25,000    92,100

   15,000     3,000  18,000 3,000    15,000

      100        50     150  50       100

      750       130     880 100       780

    5,600       970   6,570 650     5,920

    3,450     2,900   6,350 1,000     5,350

  0   0 0 0   0

（出所：白鳥（1977、p.100））

（
二
五
四
）
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数多くの連結仕訳を必要とする実務ではあまり能率的ではないといわ

れて」（白鳥、1977、p101）いたようである。

次に財務表横断修正方式による連結精算表として、白鳥（1977）では

【図表 5】が示されている（4）。財務表横断修正方式では、損益計算書項

目に対して実施された連結修正がボトムラインである「当期純利益」

欄に集計され、それが剰余金計算書の「当期純利益」欄へと転記され

る。さらに剰余金計算書項目に対して実施された連結修正の結果と合

わせて、その最終的な修正結果が貸借対照表の「未処分利益」欄へと

転記されていく（【図表 5】中の矢印の流れ）。企業が一期間を通じて獲得

した純利益は、利益剰余金の増加という形で貸借対照表上の資本（5）を

増加させる。その様子が剰余金計算書においてフロー情報として表現

されることになる。このような連結上の資本と利益の連繋関係を前提

とした修正方法が、財務表横断修正方式といえよう。

財務表別修正方式と比べてみると、①投資と資本の相殺消去や③配

当金の相殺のように、財務表をまたいだ修正仕訳を行うことで、連結

【図表 4】　【図表 3】における連結修正仕訳

〔貸借対照表の連結修正仕訳〕

① （借） 資 本 金 3,000 （貸） Ａ 社 投 資 4,800

資 本 準 備 金 50

利 益 準 備 金 100

任 意 積 立 金 650

未 処 分 利 益 1,000

② （借） 諸 負 債 25,000 （貸） Ａ 社 貸 付 金 25,000

〔損益計算書の連結修正仕訳〕

③ （借） 諸 収 益 300 （貸） 当 期 純 利 益 300

〔剰余金計算書の連結修正仕訳〕

④ （借） 未処分利益期首残高 1,000 （貸） 未処分利益期末残高 1,000

⑤ （借） 当 期 純 利 益 300 （貸） 配 当 金 300

（出所：筆者作成）

（
二
五
三
）
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修正仕訳の回数そのものが減少していることがわかる（【図表 6】の仕訳

では、貸借対照表以外の財務表項目を修正している場合、項目名の下に括弧書

きで財務表名を示している）。

このように、財務表横断修正方式は連結決算における実務的な負担

を軽減することから、実務上広く採用されていたようである（6）。【図

表 5】からも明らかなように、剰余金計算書は連結資本の一部である未

処分利益（利益剰余金の一部）の 1期間における増減を表現する財務表

であるが、過年度の未処分利益に対する修正は「未処分利益期首残高」

に対する修正という形で実施され、当期の損益項目に対する修正は損

【図表 5】　財務表横断修正方式による連結精算表
  50  

      
  P   A      

   79,500    35,000 114,500 300   114,200

  75,300   30,000 105,300   105,300

  2,100   2,400 4,500   4,500

    2,100     2,600   4,700 300     4,400

      

    6,100     1,000   7,100 1,000     6,100

    2,100     2,600   4,700 300     4,400

  3,000   300 3,300  300   3,000

  300   30 330   330

  1,000   50 1,050   1,050

  450   320 770   770

    3,450     2,900   6,350 1,000     5,350

      

  73,600   45,650 119,250   119,250

A   4,800   4,800 4,800   

A   25,000   25,000  25,000   

  103,400   45,650 149,050  29,800   119,250

   78,500    38,600 117,100    25,000    92,100

   15,000     3,000  18,000 3,000    15,000

      100        50     150  50       100

      750       130     880 100       780

    5,600       970   6,570 650     5,920

    3,450     2,900   6,350 1,000     5,350

  103,400    45,650 149,050 29,800   119,250

（出所：白鳥（1977、p.102）を筆者修正）

（
二
五
二
）
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益計算書における「当期純利益」欄に集計された上で剰余金計算書の

「当期純利益」欄への修正として転記されてくる。そしてここで行われ

た修正の影響は最終的に「未処分利益期末残高」として集計され、貸

借対照表の「未処分利益」に対する修正として転記される。財務表別

修正方式による連結精算表とは異なり、財務表横断修正方式による連

結精算表では「当期純利益」や「未処分利益期末残高」が損益計算書

や剰余金計算書のボトムラインとして配置されることで、連結修正結

果の集計から別の財務表への転記という作業を容易にしているといえ

る。

以上でみたように、わが国における連結財務諸表の作成開示が制度

化された当時、連結精算表による連結財務諸表の作成方式としては水

平方式が提案され、また連結精算表そのものの作成方法としては、財

務表横断修正方式が一般的と考えられていたようである。実際、「作成

要領」で示されている連結精算表は、一貫して財務表横断修正方式に

よる連結精算表が示されている（7）。

そこで以降は、水平方式および財務表横断修正方式による連結精算

表の作成方法を前提として検討を進めることとする。次章ではわが国

の連結財務諸表の表示に関する会計基準等の改訂過程を整理する。

【図表 6】　【図表 5】における連結修正仕訳

① （借） 資 本 金 3,000 （貸） Ａ 社 投 資 4,800

資 本 準 備 金 50

利 益 準 備 金 100

任 意 積 立 金 650

未処分利益期首残高
（剰余金計算書）

1,000

② （借） 諸 負 債 25,000 （貸） Ａ 社 貸 付 金 25,000

③ （借） 諸 収 益
（損益計算書）

300 （貸） 配 当 金
（剰余金計算書）

300

（出所：筆者作成）

（
二
五
一
）
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Ⅲ　日本基準における連結財務諸表の表示規定の変遷

本章では、連結財務諸表の制度化以降、表示に関する会計基準上の

諸規定が我が国においてどのような変遷をたどってきたかを概観する。

議論を明瞭にする観点から、すべての基準規定の変遷を逐次追跡する

のではなく、本稿における検討対象である連結上の資本と利益の連繋

関係に影響する表示規定の大きな変化があったタイミングに分けて検

討を進める。具体的には⑴制度化当初、⑵ 1997 年における連結財務諸

表原則の改訂、⑶ 2005 年における純資産の部と株主資本等変動計算書

の導入、⑷ 2010 年における包括利益開示の導入、そして⑸ 2013 年に

おける企業会計基準第 22 号「連結財務諸表に関する会計基準」（以下、

連結基準）の改訂による現行表示規定の採用という、5つの時期に区別

して検討を進めていく。

1 ．制度化当初の表示形式

連結財務諸表原則（1975）によれば、制度化当初の連結財務諸表の表

示は次のように規定されていた（8）。

まず、連結貸借対照表上、貸方は「負債の部」と「資本の部」に区

分され、負債の部には「流動負債」および「固定負債」のほかに「少

数株主持分（9）」が記載され、資本の部は「資本金」、「資本準備金」、

「利益準備金」ならびに準備金以外の剰余金が「その他の剰余金」とし

て表示されていた（第四、六、1）。ここでは、少数株主持分が負債の一

項目とされている点が特徴的であり（10）、したがって資本の部は親会社

の株主に帰属する部分のみからなる。また資本の部における準備金の

独立表示から、「その他の剰余金」は未処分利益や任意積立金といった

一部の利益剰余金を集約した項目であったといえる。

次に連結損益計算書では、純損益の計算過程において、「税金等調整

前当期純利益」に「法人税額等」、「少数株主持分」、「連結調整勘定の

当期償却額」および「持分法による投資損益」を加減して「当期純利

（
二
五
〇
）
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益」が表示されていた（第五、四、1）。制度化当初では、その後に経常

損益計算上の一項目とされる連結調整勘定（11）の償却額や持分法による

投資損益が、純損益計算上の一項目とされている点が特徴的である。

また、少数株主に帰属する利益は、連結上の純利益の計算過程で控除

されていることから、ここでの「当期純利益」は親会社の株主に帰属

する部分のみであることがわかる。

そして連結剰余金計算書では、「その他の剰余金」の増減が示された

（第六、一、1）。具体的には、「その他の剰余金期首残高」に、その減少

高と「当期純利益」による増加額を加減した上で、「その他の剰余金期

末残高」が表示され、また「その他の剰余金減少高」は、「利益準備金

繰入額」、「配当金」および「役員賞与金（12）」に区分して記載するもの

とされた（第六、二、1）。このように連結剰余金計算書では利益準備金

を除いた利益剰余金の増減が表示されていたといえる。なお、連結剰

余金計算書は連結損益計算書と接続して記載することが認められてお

り、その場合には「連結損益及び剰余金結合計算書」として開示する

こととされていた（第六、二、2）。

以上から、制度化当初の連結財務諸表を前提とした場合、親会社の

株主に帰属する「当期純利益」が、「その他の剰余金」の増加額を通じ

て、「資本の部」の「その他の剰余金」へと振り替えられるという連繋

関係がうかがえる。

2 ．連結財務諸表原則改訂時の表示形式

連結財務諸表の制度化から 20 年余りが経過し、わが国の企業の多角

化・国際化が急速に進展し、また連結情報に対する情報ニーズが一段

と高まってきたといった当時の事情に鑑みて（13）、連結財務諸表原則

（1975）に大幅な改訂を加えた連結財務諸表原則（1997）が公表された。

連結財務諸表原則（1997）における表示規定はおおむね以下の通りで

あった。

まず、連結貸借対照表上、貸方は「負債の部」と「少数株主持分（14）」

（
二
四
九
）
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と「資本の部」の3区分に分割された。「少数株主持分」は「負債の部」

の次に区分して記載され、資本の部は「資本金」、「資本準備金」のほ

か、資本準備金以外の剰余金を「連結剰余金」として表示することと

された（第四、九、1）。ここでは、少数株主持分が独立区分として表示（15）

されるように変更されたものの、資本の部が親会社の株主に帰属する

部分のみからなるという点は変更されてない。また資本の部では資本

金以外の剰余金のうち、資本準備金のみが独立表示され、従前のその

他の剰余金に利益準備金を含める形で、「連結剰余金」として表示され

る。この点について、見直意見書では、連結財務諸表が配当可能利益

の算定を直接の目的としているものではなく、利益準備金を区分表記

する必要性が乏しいこと、表示科目を統合する観点からも「利益の留

保額を連結剰余金として一括して表示することが適当と考えられる」

としている（第二部、二、7、⑵）。

次に連結損益計算書では、純損益の計算過程において、「税金等調整

前当期純利益」に「法人税額等」と「少数株主損益」が加減されて

「当期純利益」を表示することとされた（第五、四、1）。改訂前にこの区

分に含められていた「連結調整勘定の当期償却額」および「持分法に

よる投資損益」は、経常損益までを計算する過程で加減されることと

なった（注解 23、3）。見直意見書によれば、連結調整勘定の主要な部分

がのれんと考えられること、持分法による投資損益が投資にかかる損

益であると考えられることが、それぞれの取扱い変更の理由とされて

いる（第二部、二、7、⑴）。また、少数株主に帰属する利益は、改訂前

と同様に連結上の純利益の計算過程で控除されていることから、ここ

での「当期純利益」は親会社の株主に帰属する部分のみということに

なる。

そして連結剰余金計算書では、「連結剰余金」の増減が示される（第

六、二、1）。具体的には、「連結剰余金期首残高」に、「連結剰余金増加

高」と「連結剰余金減少高」および「当期純利益」を加減した上で、

「連結剰余金期末残高」が表示され、また「連結剰余金減少高」は、

（
二
四
八
）
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「配当金」、「役員賞与金」および「資本金組入額」に区分して記載する

ものとされた（第六、二、1）。改訂によって利益準備金が連結剰余金に

含められるようになったため、従前の「利益準備金繰入額」が減少高

の内訳から削除され、代わりに準備金の資本組入れによる減少額が、

減少高の一要因として追加されている。改訂前と比べ、連結剰余金計

算書では利益剰余金全体の増減が表示されるようになったといえよう。

なお、「連結損益及び剰余金結合計算書」の作成開示は引き続き認めら

れた（第六、二、2）。

以上から、連結財務諸表原則（1997）を前提とした場合、親会社の株

主に帰属する「当期純利益」が、「連結剰余金」の増加額を通じて、

「資本の部」の「連結剰余金」へと振り替えられるという連繋関係がう

かがえる。

3 ．純資産の部および株主資本等変動計算書導入時の表示形式

2005 年における商法から会社法への改正を背景として、企業が作成

する財務諸表の種類や表示形式も大幅に改訂された。企業集団の財務

諸表である連結財務諸表も対象とされ、その表示形態が大きく変わっ

た。これらの変化をもたらしたのが企業会計基準第 5号「貸借対照表

の純資産の部の表示に関する会計基準」（以下、純資産基準）と企業会計

基準第 6号「株主資本等変動計算書に関する会計基準」（以下、変動計算

書基準）の 2つの基準である。

純資産基準（2005）によれば、連結貸借対照表上、貸方は「負債の

部」と「純資産の部」に区分され、「純資産の部」はさらに「株主資

本」と株主資本以外の項目とに区分された（par.4）。従前の資本の部に

対応する「株主資本」は、「資本金」、「資本剰余金（16）」および「利益

剰余金」に区分され、各剰余金の内訳は表示されない（par.5）。他方、

株主資本以外の項目は、「評価・換算差額等」、「新株予約権」および

「少数株主持分」に区分された（par.7、⑵）。連結財務諸表原則（1997）

と比べると、少数株主持分が表示されていた中間区分は廃止され、連

（
二
四
七
）
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結剰余金という名称が用いられなくなっている。ただ、少数株主持分

が純資産の部に含められることとなっても、「親会社の株主に帰属する

もののみを連結貸借対照表における株主資本に反映させる」という姿

勢に変化はないとされた（par.32）。

次に連結損益計算書については、この時点では大きな表示上の改訂

はなく、連結上の「当期純利益」は引き続き親会社の株主に帰属する

部分のみからなる。

そして変動計算書基準（2005）によって、連結株主資本等変動計算書

において連結貸借対照表の純資産の部の各項目の増減状況を表示する

こととされた。具体的には、株主資本の各項目は「当期首残高」、「当

期変動額」および「当期末残高」が表示され、特に「当期変動額」に

ついては変動事由ごとにその金額を表示することとされた（par.6）。す

なわち、「連結損益計算書の当期純利益（又は当期純損失）は、連結株主

資本等変動計算書において利益剰余金の変動事由として表示する」こ

ととなる（par.7）。このほか、純資産の部における株主資本以外の各項

目についても、「当期首残高」、「当期変動額」および「当期末残高」を

表示することとされたが、「当期変動額」の変動事由ごとの記載は、任

意とされている（par.8）。従前の連結剰余金計算書に比べ、連結株主資

本等変動計算書では純資産の部全体の増減状況が表示されることに

なったため、その情報量は格段に増加したといってよい。その背景に

は、会社法への改正によって「株式会社は、株主総会又は取締役会の

決議により、剰余金の配当をいつでも決定でき、また、株主資本の計

数をいつでも変動させることができることとされたため、貸借対照表

及び損益計算書だけでは、資本金、準備金及び剰余金の数値の連続性

を把握することが困難となる」といった事由があった（par.18）。また、

株主資本に限らず純資産全体の変動状況を表示することとしたのは、

国際的な会計基準との調和を考慮したものとされた（par.21）。

純資産基準（2005）と変動計算書基準（2005）の導入が連結精算表の

作成手続に及ぼした影響のうち最も注目すべき点は、少数株主持分が

（
二
四
六
）

49



連
結
精
算
表
の
作
成
手
続
に
関
す
る
一
考
察
（
小
阪
）

一
一
五

純資産の部に含められたうえで、純資産全体の変動状況が把握される

ようになった点であろう。従前は連結剰余金（すなわち利益剰余金）の

みの変動状況が表示対象であったため、ある連結修正事項が当期首残

高に反映されるべきものなのか、あるいは当期変動額に反映されるべ

きものなのかの区別は、連結剰余金についてのみ理解できていれば連

結財務諸表の作成自体は可能であった。しかし、連結株主資本等変動

計算書では、利益剰余金だけでなく株主資本の他の項目や少数株主持

分のような株主資本以外の項目についても当期首残高と当期変動額の

区別が必要とされた。特に少数株主持分については、連結修正事項が

及ぼす影響に対する一層の理解が求められることとなったといえよう。

4 ．包括利益開示導入時の表示形式

2010 年に企業会計基準第 25 号「包括利益の表示に関する会計基準」

（以下、包括利益基準）が公表され、わが国でも包括利益の開示が行われ

ることとなった。包括利益基準（2010）によれば、包括利益とは「ある

企業の特定期間の財務諸表において認識された純資産変動額のうち、

当該企業の純資産に対する持分所有者との直接的な取引によらない部

分をいう」とされ、ここでいう持分所有者には当該企業の株主および

新株予約権者のほか、「当該企業の子会社の少数株主も含まれる」とさ

れた（par.4）。

包括利益は「少数株主損益調整前当期純利益」に「その他の包括利

益」の内訳項目を加減して表示することとされた（par.6 ⑵）。その他の

包括利益は「包括利益のうち当期純利益及び少数株主損益に含まれな

い部分」と定義され、「連結財務諸表におけるその他の包括利益には、

親会社株主に係る部分と少数株主に係る部分が含まれる」（par.5）。こ

のように、連結上の当期純利益は親会社株主に帰属する部分のみから

構成される一方で、包括利益は親会社株主と少数株主の双方に係る部

分を含めた利益として位置付けられていることになる。ただし、包括

利益のうち親会社株主に係る金額と少数株主に係る金額については、

（
二
四
五
）
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付記することとされている（par.11）。この包括利益の表示方法を巡って

は、当期純利益を表示する損益計算書と包括利益を表示する包括利益

計算書の 2つの計算書を作成する 2計算書方式と、両者をまとめて損

益及び包括利益計算書において表示するという 1計算書方式のいずれ

かによって行われることとされた（par.11）。包括利益基準（2010）にお

いて 2つの作成方式が認められた背景には、当時の国際的な会計基準

において 2つの方式が認められていたことや、公開草案に対して 2計

算書方式を指示する意見が多く寄せられた一方で、1計算書方式にも一

覧性、明瞭性、理解可能性等の点で利点があるといった理由があった

（pars.33-37）。なお、包括利益基準（2010）によれば、それぞれの作成方

式によった場合、連結損益計算書および連結包括利益計算書（あるいは

連結損益及び包括利益計算書）の税金等調整前当期純利益以下の表示内容

は、【図表 7】のようになる（その他の包括利益の項目別表記は省略してい

る。【図表 8】も同様とする）。

【図表 7】　包括利益基準（2010）による 2通りの表示方法

（2計算書方式） （1計算書方式）

連結損益計算書 連結損益及び包括利益計算書

税金等調整前当期純利益 税金等調整前当期純利益

法人税等 法人税等

少数株主損益調整前当期純利益 少数株主損益調整前当期純利益

　少数株主利益 　少数株主利益（控除）

当期純利益 当期純利益

連結包括利益計算書 　少数株主利益（加算）

少数株主損益調整前当期純利益 少数株主損益調整前当期純利益

その他の包括利益 その他の包括利益

包括利益 包括利益

　（内訳） 　（内訳）

　親会社株主に係る包括利益 　親会社株主に係る包括利益

　少数株主に係る包括利益 　少数株主に係る包括利益

（出所：包括利益基準（2010、参考、2）を一部修正）

（
二
四
四
）
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包括利益基準（2010）によって、連結貸借対照表の純資産の部や、そ

の変動状況を表示する連結株主資本等変動計算書では、従前の「評

価・換算差額等」が「その他の包括利益累計額」に読み替えられるよ

うになった（par.16）。したがって、ある期に生じた「その他の包括利

益」は連結株主資本等変動計算書の「その他の包括利益累計額」の

「当期変動額」を通じて「当期末残高」に含められ、連結貸借対照表の

「その他の包括利益累計額」へと含められることとなった。しかし、当

期純利益の計算に包括利益の計算が加わったことで、連結上の資本と

利益の連繋関係は、従前に比べて極めて複雑化した。すなわち、親会

社の株主に帰属する部分を軸とした「株主資本」と「当期純利益」と

いう以前からの連繋関係のほかに、「その他の包括利益累計額」と「親

会社の株主に係る包括利益」、「少数株主持分」と「少数株主に係る包

括利益」という新たな連繋関係が生じることとなったのである（17）。

5 ．現行表示規程による表示形式

連結基準（2008）は、それまでの連結財務諸表原則（1997）に置き換

えられる形で公表された。当初は包括利益の開示も必要とされなかっ

たため、作成開示が必要な書類は、連結貸借対照表、連結損益計算書

および連結株主資本等変動計算書とされていた。2010 年以降は連結損

益計算書のほか連結包括利益計算書を別途作成するか（2計算書方式）、

連結損益及び包括利益計算書を作成することが必要となった（1計算書

方式）。さらに連結基準（2013）への改訂によって、従前の少数株主持

分が「非支配株主持分（18）」へと変更され、これに伴う非支配株主持分

の取扱いに変更が加えられた（19）。

まず、連結貸借対照表では、貸方を「負債の部」と「純資産の部」

の 2区分とすることは維持した上で、純資産の部の表示については、

純資産基準（2013）の規程に従うこととされた（連結基準（2013）、

par.32）。純資産基準（2013）では、従来の少数株主持分を「非支配株主

持分」と表示することとされた（par.7）。ただ、このような名称変更が

（
二
四
三
）
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あっても「親会社株主に帰属する当期純利益と株主資本との連繋にも

配慮し、純資産の部において株主資本とは区分して記載する」という

姿勢に変化はない（連結基準（2013）、par.55）。

しかしその一方で、連結損益計算書および連結包括利益計算書（ある

いは連結損益及び包括利益計算書）では、「税金等調整前当期純利益」に

「法人税額等」を加減して「当期純利益」を表示した上で、2計算書方

式の場合には「当期純利益」から「非支配株主に帰属する当期純利益」

を控除して、「親会社株主に帰属する当期純利益」が表示され、1計算

書方式の場合には「当期純利益」の直後に「親会社株主に帰属する当

期純利益」と「非支配株主に帰属する当期純利益」が付記されること

となった（par.39、⑶）。連結上の「当期純利益」が親会社の株主のみな

らず子会社の非支配株主に帰属する部分も含む利益として位置付けら

れるようになったため、当期純利益をめぐっては、「株主資本」と「親

会社株主に帰属する当期純利益」という連携関係と、「非支配株主持

分」と「非支配株主に帰属する当期純利益」という連繋関係とに分割

されていると見ることもできよう。無論、非支配株主持分については、

以前から「少数株主持分」と「少数株主利益」との間で連携関係が

あったと考えることもできる。ただ、「当期純利益」の計算上、控除項

目として位置付けられていた「少数株主利益」が、その構成要素の 1

つとして位置付けられるようになったという点で、連結基準（2013）に

よる取扱いの変更の影響は大きく、特に包括利益の表示については大

幅な変化が生じた。包括利益基準（2013）に従った連結損益計算書およ

び連結包括利益計算書（あるいは連結損益及び包括利益計算書）の税金等

調整前当期純利益以下の表示内容は、【図表 8】の通りである。2計算

書方式では、「非支配株主に帰属する当期純利益」が「当期純利益」か

ら控除される形で、「親会社株主に帰属する当期純利益」が表示される

が、1計算書方式ではそのような控除は行われず、両者に帰属する金額

が付記されているに過ぎない。したがって、従前のような控除後の加

算調整（【図表7】の1計算書方式を参照）も不要とされた。その結果、「非

（
二
四
二
）
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支配株主に帰属する当期純利益」については、いずれの作成方式を採

用するかによって、表示上の控除項目として扱うのか否かという違い

が生じるようになった。

そして連結株主資本等変動計算書については、連結基準（2013、

par.41）において変動計算書基準（2013）に従って作成することとされ

ており、従前の「当期純利益」は「親会社株主に帰属する当期純利益」

と読み替えられて「利益剰余金」の「当期変動額」における変動事由

の 1つとされた（変動計算書基準（2013）、par.7）。また、包括利益の内訳

として付記される「親会社株主に係る包括利益」の金額は、「その他の

包括利益累計額」の「当期変動額」として記載されることになる。他

方、「非支配株主持分」については、株主資本以外の項目としてその変

動状況が表示されるが、原則として変動事由ごとの変動額の記載は必

【図表 8】　包括利益基準（2013）による 2通りの表示方法

（2計算書方式） （1計算書方式）

連結損益計算書 連結損益及び包括利益計算書

税金等調整前当期純利益 税金等調整前当期純利益

法人税等 法人税等

当期純利益 当期純利益

　非支配株主に帰属する当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益 　（内訳）

　親会社株主に帰属する当期純利益

　非支配株主に帰属する当期純利益

連結包括利益計算書

当期純利益

その他の包括利益 その他の包括利益

包括利益 包括利益

　（内訳） 　（内訳）

　親会社株主に係る包括利益 　親会社株主に係る包括利益

　非支配株主に係る包括利益 　非支配株主に係る包括利益

（出所：包括利益基準（2013、参考、2）を一部修正）

（
二
四
一
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要とされない（par.8）。このため、「非支配株主に帰属する当期純利益」

と「非支配株主に係る包括利益」とがまとめて「当期変動額」に記載

されることとなる。

以上のように、現行の表示規程では連結上の利益について「当期純

利益」と「包括利益」という 2種類の利益を開示した上で、それらを

親会社株主部分と非支配株主部分とに分割するという表示形式をとっ

ている。しかし、親会社株主部分については当期純利益を株主資本と

連繋させつつも、包括利益については株主資本とは区別してその他の

包括利益累計額へと含めることとしている一方で、非支配株主部分に

ついては、当期純利益と包括利益の双方が非支配株主持分へと含めら

れることとなる。このような取扱いの変更が、連結精算表の作成手続

上の論点を生ぜしめた。

なお、本章における検討内容を【図表 9】に要約している。

（
二
四
〇
）
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本
の
範
囲

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
部
分
の
み

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
部
分
の
み

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
部
分
の
み

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
部
分
の
み

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
部
分
の
み

連
結
上
の
純
利
益
の
範
囲
親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
部
分
の
み

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
部
分
の
み

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
部
分
の
み

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
部
分
の
み

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
部
分
と
非
支
配
株
主

に
帰
属
す
る
部
分
か
ら

な
る

2
計
算
書
方
式
と
1
計

算
書
方
式
で
表
示
方
法

が
相
違

包
括
利
益
の
表
示

N
/A

N
/A

N
/A

親
会
社
株
主
に
係
る
部

分
と
少
数
株
主
に
係
る

部
分
か
ら
な
る

2
計
算
書
方
式
と
1
計

算
書
方
式
で
表
示
方
法

が
相
違

親
会
社
株
主
に
係
る
部

分
と
非
支
配
株
主
に
係

る
部
分
か
ら
な
る

2
計
算
書
方
式
と
1
計

算
書
方
式
で
表
示
方
法

が
相
違

（
二
三
九
）
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連
結
剰
余
金
等
の
計
算
書

類
と
対
象

連
結
剰
余
金
計
算
書
に

お
い
て
、
一
部
を
除
い

た
利
益
剰
余
金
の
増
減

を
表
示

連
結
剰
余
金
計
算
書
に

お
い
て
、
利
益
剰
余
金

全
体
の
増
減
を
表
示

連
結
株
主
資
本
等
変
動

計
算
書
に
お
い
て
、
純

資
産
の
部
全
体
の
増
減

を
表
示

連
結
株
主
資
本
等
変
動

計
算
書
に
お
い
て
、
純

資
産
の
部
全
体
の
増
減

を
表
示
（「
評
価
・
換

算
差
額
等
」
が
「
そ
の

他
の
包
括
利
益
累
計

額
」
に
）

連
結
株
主
資
本
等
変
動

計
算
書
に
お
い
て
、
純

資
産
の
部
全
体
の
増
減

を
表
示
（「
少
数
株
主

持
分
」
が
「
非
支
配
株

主
持
分
」
に
）

連
結
上
の
資
本
と
利
益
の

連
繋
関
係

ま
た
は

資
本
以
外
の
純
資
産
項
目

と
そ
の
他
の
包
括
利
益
の

連
繋
関
係

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
当
期
純
利
益
が
、
資

本
の
部
の
そ
の
他
の
剰

余
金
に
含
め
ら
れ
る

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
当
期
純
利
益
が
、
資

本
の
部
の
連
結
剰
余
金

に
含
め
ら
れ
る

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
当
期
純
利
益
が
、
純

資
産
の
部
の
株
主
資
本

に
お
け
る
利
益
剰
余
金

に
含
め
ら
れ
る

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
当
期
純
利
益
が
、
純

資
産
の
部
の
株
主
資
本

に
お
け
る
利
益
剰
余
金

に
含
め
ら
れ
る

親
会
社
株
主
に
係
る
包

括
利
益
は
そ
の
他
の
包

括
利
益
累
計
額
に
含
め

ら
れ
る

少
数
株
主
に
係
る
包
括

利
益
は
少
数
株
主
持
分

に
含
め
ら
れ
る

親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
当
期
純
利
益
が
、
純

資
産
の
部
の
株
主
資
本

に
お
け
る
利
益
剰
余
金

に
含
め
ら
れ
る

非
支
配
株
主
に
帰
属
す

る
当
期
純
利
益
が
、
純

資
産
の
部
の
非
支
配
株

主
持
分
に
含
め
ら
れ
る

親
会
社
株
主
に
係
る
包

括
利
益
は
そ
の
他
の
包

括
利
益
累
計
額
に
含
め

ら
れ
る

非
支
配
株
主
に
係
る
包

括
利
益
は
非
支
配
株
主

持
分
に
含
め
ら
れ
る

（
出
所
：
筆
者
作
成
）
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二
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Ⅳ　現行表示規程に基づく連結精算表作成上の論点

わが国の現行会計基準における連結財務諸表の表示は、制度化当初

に比べて相当に複雑化している。その影響は連結精算表による連結財

務諸表の作成手続にも及んでいる。第Ⅱ章において整理した、水平方

式および財務表横断修正方式によって、現行の表示規程に従った連結

精算表を示すと【図表 10】のようになる。なお、連結精算表における

各項目の金額的なつながりをより明確に示すため、【図表 5】で示した

ような個別欄や連結仕訳欄は省略して「金額」欄として一括表記し、

代わりに連結包括利益の表示について、2計算書方式と 1計算書方式の

それぞれに従った場合の連結精算表を並べて記載している。また、各

財務表の配置については【図表 5】と同様としたうえで、連結株主資本

等変動計算書については、利益との連繋に関連する「利益剰余金」、

「その他の包括利益累計額」および「非支配株主持分」の 3項目に限定

して表記し、株主資本に含まれる「利益剰余金」のみ変動事由別の増

減額を示している。

連結損益計算書や連結包括利益計算書において付記される項目につ

いては、これらを連結精算表の内訳項目としなければ、連結財務諸表

上必要となる情報を作成することができない。他方、1計算書方式によ

る場合には、「親会社株主に帰属する当期純利益」まで計算した後、包

括利益の計算をどのように進めるべきかが問題となる。実際の表示形

式に合わせれば、「当期純利益」に「その他の包括利益」を加減して

「包括利益」を計算することとなる。他方、従前の 1計算書方式の構造

と同じように、「親会社株主に帰属する当期純利益」に「非支配株主に

帰属する当期純利益」を加算調整することで「当期純利益」を再計算

し、そこから包括利益の計算へと移行するという方法も考えられるが、

その場合には 1計算書方式による実際の表示形式とは大きく異なる項

目の配置になってしまう。しかし、連結精算表を連結財務諸表の作成

により役立てる観点からすれば、2計算書方式と 1計算書方式のいずれ

（
二
三
七
）
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の場合にも対応可能な形式にする方が望ましいともいえる。このよう

な理由から、【図表 10】の 1計算書方式では、実質的には 2計算書方式

における連結精算表と同様に、当期純利益から包括利益の計算を開始

【図表 10】　現行表示規程による連結精算表
2    1    
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（出所：筆者作成）
（
二
三
六
）
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する内容となっている。

次に、親会社株主に係る包括利益は、親会社と子会社の包括利益合

計から、子会社の非支配株主に係る包括利益を控除することで計算さ

れることから、連結精算表上は、「非支配株主に係る包括利益」を「親

会社株主に係る包括利益」の上に配置している（実際の表示は【図表 8】

に示した通りである）。

【図表 10】にも示した通り、現行の表示規程の下では株主資本、その

他の包括利益累計額および非支配株主持分と当期純利益および包括利

益との間に複数の連繋関係が生じている様子が連結精算表からもうか

がえる。また、株主資本と非支配株主持分とでは、連繋の仕方が異

なっている点も明らかにされている。

Ⅴ　むすび

以上、本稿ではわが国の現行の会計基準における表示規程に沿って、

連結精算表による連結財務諸表の作成上の論点を検討してきた。制度

化当初に比べて連結財務諸表の表示は複雑化しており、連結精算表に

おいて示される資本と利益の連繋関係も（連結上の資本とは位置付けられ

ない項目の連繋関係も含めて）一層複雑化している。冒頭でも指摘したと

おり、簿記・会計を学習する者が連結会計に触れる機会が飛躍的に増

加している現状において、連結財務諸表における複雑化した連繋関係

を連結精算表において一覧形式で表示することは、教育・学習双方の

面から効果を有するものと考えられる。他方で、①非支配株主に帰属

する当期純利益と②非支配株主に係る包括利益は、まとめて非支配株

主持分に含められ、親会社株主に関するそれらの取扱いとは異なって

いる。連結精算表でも①と②だけが合算して連結株主資本等変動計算

書の非支配株主持分の当期変動額（純額）へと転記されるという取扱い

をすることとなるため（【図表 10】）、手続的な一貫性を欠き、それが連

結会計を学習しようとする者の理解を妨げる要因にもなりかねない。

（
二
三
五
）
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初学者等の理解可能性という観点からは、例えば連結株主資本等変動

計算書における非支配株主持分の「当期変動額」において「非支配株

主に帰属する当期純利益」と「非支配株主に係る包括利益」をそれ以

外の変動事由とは区別する形で表記すれば、手続的な一貫性は確保で

きる。合わせて、その他の包括利益累計額の「当期変動額」にも、「親

会社の株主に係る包括利益」欄を設ければ、連結損益計算書や連結包

括利益計算書との連繋関係は一層明瞭になろう。

無論、変動計算書基準（2013）にもあるように、「株主資本とそれ以

外の項目とでは一会計期間における変動事由ごとの金額に関する情報

の有用性が異なる」（par.21）という点は無視できないが、上記のような

変動事由ごとの表記自体は認められており（par.8）、むしろ学習の初期

段階においてこのように詳細な表記を示しておくことで、株主資本と

それ以外の項目との「情報の有用性」の相違に起因する非対称な取扱

いについても理解しやすくなるものと考えられるのである。

以上

（ 1） 簿記検定などの資格試験受験用テキストなども含めれば、連結精算表
を用いた連結手続の解説がなされているケースは極めて多い。近年出版さ
れたテキストにおける一例として、原（2013、p.24）では「連結財務諸表
は、連結基準が規定する手続に従い、連結精算表を用いて作成される」と
解説されている。なお、池田（2017、pp.29-30）では日本だけでなく海外
の会計学テキストにおいても、（古くは 20 世紀初頭から今日に至るまで）
連結精算表を用いた連結財務諸表の作成手続が示されてきたことが指摘さ
れている。

（ 2） 連結精算表ではなく、連結帳簿の構造の検討やその必要性を指摘した
先行研究としては、池田（2016）や前掲の池田（2017）が挙げられる。

（ 3） 財務表等の種類も含め白鳥（1977）で示されているものを引用してい
るため、【図表 1】の水平様式による連結精算表とは若干用語等が異なっ
ている。

（ 4） 白鳥（1977、p.102）では「昭和 51 年」のものが示されているが、財
務表別修正方式との違いをより明確にする観点から、計算条件等は【図表
3】と同じ昭和 50 年のものを用いている。

（ 5） 貸借対照表の貸方の区分の問題と関連して、資本や純資産といった用

（
二
三
四
）
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語が使い分けられることがある。わが国における貸借対照表の表示におい
ても資本の部から純資産の部へと区分の変更が行われている。日本基準の
改正に伴う連結財務諸表の表示の変遷については、次章で検討する。

（ 6） 白鳥（1977、p.101）でも同様の指摘がみられる。
（ 7） ただし、「作成要領」における連結精算表は、上から順に貸借対照表、
損益計算書、剰余金計算書という順で配置されており、【図表 5】におけ
る財務表の配置とは異なっている。そのような配置となっている理由は明
らかにされていないが、結果として【図表 5】のように連結修正の結果が
上から下へと流れてくるのではなく、最下段の剰余金計算書の修正結果が、
最上段の貸借対照表へと遡って反映される形式になっている。

（ 8） 本稿冒頭でも触れているが、連結財務諸表原則（1975）の設定前文に
あたる「連結財務諸表の制度化に関する意見書」（一、3）にもある通り、
実際に制度としての運用が開始されたのは、当該原則の公表から 2年後の
1977 年 4 月 1 日以降に開始する事業年度からである。

（ 9） 連結財務諸表原則（1975）においては、「子会社の資本勘定のうち親
会社の持分に属しない額」として定義されている（第四、三、1）。

（10） 本稿は、あくまで会計基準の規定に準拠した連結精算表の作成手続き
についての検討を目的としたものであり、紙幅の関係もあることから、例
えば少数株主持分（あるいは非支配株主持分）の連結上の性質（連結上の
資本に含めるべきか否か）といった論点には言及していない。

（11） 連結財務諸表原則（1975）では、投資と資本の相殺消去の結果として
生じた差額のうち、容易に原因分析ができなかった部分が連結調整勘定と
して処理されていた（第四、一、2）。

（12） 役員賞与については、2003 年に公表された実務対応報告第 13 号「役
員賞与の会計処理に関する当面の取扱い」において、費用処理すべきとい
う考え方が示されつつも、それまでの実務慣行も考慮して、費用処理せず
に未処分利益（連結上は利益剰余金）の減少として処理することも認めら
れていた（Ⅰ、1および 2）。その後会社法への改正に伴い、役員報酬と役
員賞与との支給手続きに差異がなくなったことから、2005 年に公表され
た企業会計基準第 4号「役員賞与に関する会計基準」では、役員賞与を一
律費用として処理することとしている（pars.3，9，12）。なお、企業会計
基準第 4号（par.4）によって、実務対応報告第 13 号は廃止されている。

（13） 連結財務諸表制度の改訂に関する背景については、連結財務諸表原則
（1997）の設定前文である「連結財務諸表制度の見直しに関する意見書」
（以下、見直意見書）を参照されたい。
（14） 連結財務諸表原則（1997）では、「子会社の資本のうち親会社に帰属
しない部分」として定義されている（第四、四、1）。

（15） 見直意見書によれば、「少数株主持分は返済義務のある負債ではなく、
連結固有の項目であることを考慮して、負債の部と資本の部の中間に独立

（
二
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の項目として表示することと」された（第二部、二、2）。
（16） 会社法への改正が行われる以前の商法改正によって、資本準備金以外
の資本剰余金が生じるようになったが、その過程については省略する。

（17） その他の包括利益とその累計額との金額的つながりを、「連繋関係」
と称するべきかについては議論の余地がある。本稿では、「利益」と称さ
れる項目が貸借対照表の純資産項目へと含められるという関係を、広く
「連繋関係」と位置付けている。
（18） 連結基準（2013）では、「子会社の資本のうち親会社に帰属しない部
分」として定義されている（par.26）。定義自体は連結財務諸表原則
（1997）のものと同じだが、「他の企業の議決権の過半数を所有していない
株主であっても他の会社を支配し親会社となることがあり得るため、より
正確な表現とするため」、非支配株主持分へと改称された（連結基準
（2013）、par.55-2）。
（19） 連結基準をはじめ、純資産基準や変動計算書基準といったいくつかの
会計基準において字句等の誤りがあったため、2014 年に修正が加えられ
ている。ただ、係る修正は基準規程の内容に関するものではないことから、
本稿ではそれらの基準そのものの改訂年次に合わせて 2013 年と表記する
こととし、字句等は修正後のものを用いている。
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アジア太平洋地域における戦時情報局（OWI）
プロパガンダ・ラジオ

─朝鮮語放送の実態解明に向けた基礎的分析─

小　林　聡　明

はじめに

1920 年代、世界は新たなメディアの広がりを目の当たりにした。20

世紀初頭に技術が確立され、短期間のうちに急速に普及したラジオの

ことである。新たなメディア・テクノロジーとしてのラジオの出現は、

人間の空間的知覚や時間的感覚に変化を与え、社会の存在様式を規定

し直すほどのインパクトを有していた。それは、この時代に世界中で

戦火があがっていた戦争の有り様にも大きな変更を迫った。

20 世紀の戦争では、メディアが広範に用いられた。総力戦として戦

われた第一次世界大戦では、あらゆる資源が戦争遂行のために動員さ

れ、主としてポスターなどの印刷メディアは、そうした資源の重要な

一部を構成していた。続く第二次世界大戦では、動員される資源が、

印刷メディアから視聴覚メディアへと拡大した。ここでは、音声メ

ディアとしてのラジオや映像メディアとしての映画が、敵国民の厭戦

気分を高め、彼らの士気を打ち砕きながら、一方で、自国民から戦争

への協力と同意を取り付ける手段として活用された。それは、第二次

世界大戦が、心理戦の性格を帯びていることを強く浮き彫りにした。

同時に、メディアをいかに巧みに使いこなせるかが、戦争勝利の要諦

論　説

（
二
九
四
）
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となったことが示された。なかでもラジオは、聴取者の識字率に左右

されず、遠隔地に容易かつ広範にメッセージを届けることができる効

果的な心理戦の武器となっていた。第二次世界大戦では、連合国、枢

軸国のいずれもがラジオを積極的に活用した。第二次世界大戦では、

プロパガンダの応酬が繰り広げられ、いわば電波戦争の様相を呈して

いた。

いったいアメリカは、第二次世界大戦において、どのようにラジオ

を用いてプロパガンダを実施し、電波戦争としての心理戦を戦ったの

だろうか。これが本稿の底流にある、素朴ではあるが、もっとも根源

的な問題意識である。本稿は、米戦時情報局（Offi  ce of War Information: 

OWI）が実施したラジオ放送（以下、OWI ラジオ）に着目する。第二次

世界大戦期、OWI ラジオは、アジア太平洋地域で、どのように行われ

たのかについて分析することが、本稿の目的である。そこには、これ

まで十分に明らかにされてこなかった OWI ラジオ朝鮮語放送に関する

基礎的な分析という意味も含まれる。

OWI は、1942 年 6 月にアメリカ国内外で、プロパガンダや諜報活動、

敵国に関する調査研究などを行う米政府の情報プロパガンダ機関の一

つとして発足した。OWI は、国内部門と海外部門から構成された。

OWI 設立と、その後の展開については、第 1 章で述べるため、ここで

は OWI に関する先行研究の状況について触れておきたい。

OWI 研究は、主として国内部門と海外部門のいずれかを対象にした

ものに二分される。本稿は、OWI 海外部門に焦点をあてた研究蓄積の

流れに位置づけられる。OWI 海外部門を対象とした研究は、すでに第

二次世界大戦中から見られた。OWI 海外部門で大西洋戦域での活動に

副責任者として従事していたバーンズは、同戦域での活動を紹介する

論文を執筆していた（ 1 ）。戦後直後、エール大学のドゥーブは、OWI 海

外部門が、どのように社会科学者を活用し、心理戦を遂行したのかに

関する研究を発表した（ 2 ）。1958 年には、それまでアメリカが経験・実

践した心理戦の事例をまとめた大著『心理戦ケースブック』が出版さ

（
二
九
三
）
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れ、OWI に言及した論文も数編収録された（ 3 ）。それらは、司法省で日

本分析を行ったドゥハーティーや司法省および戦略諜報局（Offi  ce of 

Strategic Service:OSS）で調査分析を担当していたデイヴィソンなど実

務家による研究であった。これら多くの研究は、米政府機関で心理戦

に携わっていた「当事者」が、自らの経験をもとに個別的な事例を断

片的に記すという水準に留まっており、OWI の活動を包括的に解明す

るにはいたっていなかった。

1978 年に出版された『プロパガンダの政治学：OWI, 1942-1945』は、

米国内外で OWI が行ったプロパガンダ活動の実態について、はじめて

本格的に解明しようとしたものであった。背景には、情報公開制度に

もとづいて機密解除が進められていた OWI 文書の存在があった。アメ

リカでは、作成から 30 年経過した公文書は、原則として公開に処せら

れる。エール大学歴史学部助教授であった筆者のウィンクラーは、公

開されたばかりの OWI 文書を利用し、OWI について初めて包括的に

研究した（ 4 ）。ウィンクラーの研究は、公文書を活用した第二次世界大

戦期のアメリカによるプロパガンダ研究に先鞭をつけた。欧州でのプ

ロパガンダが注目されるあまり、アジア太平洋地域には、ほとんど目

が向けられなかった。

1990 年代以降、アメリカの公文書を活用した OWI や OSS による心

理戦に関する研究が、急速に進展した（ 5 ）。これらの研究には、二つの

不在が見られた。一つは、OWI によるアジア太平洋地域への関心の不

在であり、もう一つが、プロパガンダのために用いられたラジオへの

関心の不在であった。OWI ラジオに関する研究は、主として対日放送

あるいは欧州での状況に焦点があてられていたため、アジア太平洋地

域に向けた多言語放送としての OWI ラジオの実態は解明されていない。

中国戦域における心理戦やプロパガンダ活動に関心をむけた研究も見

られるが、中国向け OWI ラジオは考察の対象になっていない。

次に OWI 朝鮮語放送に関する先行研究について見ておきたい。OWI

朝鮮語放送の実態は、日米において十分な考察の対象にされず、未解

（
二
九
二
）
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明な点を数多く残している。だが、韓国において若干の研究蓄積を看

取できる。韓国での研究には、OWI 朝鮮語放送を、アメリカのプロパ

ガンダや心理戦ではなく、植民地解放と独立運動の文脈から行われて

きたという特徴が見られる。背景には、短波放送聴取事件という歴史

の記憶が存在している。

朝鮮総督府は、朝鮮での海外短波放送の聴取を禁じ、取締りを強化

していた。1942 年 12 月、京城放送局の朝鮮人職員 6 人がサンフランシ

スコや重慶からの放送を密かに聴取し、それに連累した放送関係者約

150 名と民間人 150 人から 300 人が検挙された。これは短波放送聴取事

件と呼ばれ、この時、密かに聴取していた放送こそが、OWI ラジオ朝

鮮語放送（韓国では、しばしば VOA【アメリカの声：Voice of America】韓国

語放送とよばれる）であった。

植民地解放と独立運動に問題関心をおきつつ、放送研究の立場から

行われた OWI 朝鮮語放送に関する先駆的な研究として、朴キソンの

「太平洋戦時下の海外独立運動放送体制─ VOA 韓国語放送、重慶臨時

政府放送および国内受信実態を中心に（ 6 ）」がある。1994 年に発表され

た朴の研究は、公開されたばかりの OWI 文書を用いている点で、先述

した日米の研究動向と連動する動きのなかで立ち現れたものであった。

同研究は、韓国において、初めて一次史料を用いて、OWI ラジオ朝鮮

語放送の実態解明に迫ったものであり、それ以後も本格的な研究がみ

られない、いわば唯一の研究という点で大きな意義を有している。だ

が、朴の研究では、OWI 文書が数点しか使用されておらず、所蔵も明

確に記されていない。このことは、OWI ラジオ朝鮮語放送の限られた

一面が提示されたにすぎず、同放送の実態を包括的、多角的に解明す

るうえで、大きな限界を浮き彫りにしている。

本研究では、次の 3 つの課題の解明を通じて、先行研究が持つ問題

点を克服しようとする。第一に、OWI の組織体制について、アジア太

平洋地域でのプロパガンダ活動に着目して明らかにすることである。

OWI の組織体制に関する研究は比較的進展しており、成果が見られる

（
二
九
一
）
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ものの、OWI が、アジア太平洋地域で、どのような組織体制のもとで、

いかなる任務を遂行していたのかについては、いまだ不明な点が多い。

本稿では、OWI の組織体制が、いかに変遷していったのかについて、

各部署の役割を検討することで、こうした不明な点を解明しようとす

る。それが第一の課題となる。第二に、OWI ラジオは、アジア太平洋

地域において、どのように行われたのかについて分析することである。

OWI が、各言語別の放送に向けた関心の濃淡に着目し、敵国や同盟国、

そして植民地に向けたプロパガンダの方針や政策、戦略の差異を浮か

び上がらせようとする。第三に、OWI 朝鮮語放送が、いつ、どのよう

に開始され、いかに行われていったのかを辿りながら、その特徴的な

姿の一端を示そうとすることである。それは、今後進められる OWI 朝

鮮語放送の包括的な実態解明に向けた基礎作業の一環をなすものであ

る。以下、第一の課題の解明から行っていきたい。

1 ．OWI のプロパガンダ活動

⑴　OWI の設立とOSSとの対立

1940 年 8 月 16 日、米州業務調整室（Offi  ce of the Coordinator of Inter-

American Aff airs: CIAA）が発足し、翌年7月11日には情報調整局（Offi  ce 

of the Coordinator of Information: COI）が設立された。いずれも外国の聴

取者に向けたプロパガンダを実施する緊急事態機関であり、前者はラ

テン・アメリカを、後者はそれ以外の地域を管轄した。トルーマン大

統領は、COI の責任者にドノヴァン（William Donovan）を指名した。

COI は、国内外での情報活動を担うことなり、①情報収集の調整と分

析、②ラテン・アメリカ以外の地域に向けた情報発信としての機能が

与えられた（ 7 ）。

1941 年夏、外国情報局（Foreign Information Offi  ce: FIS）が、COI の傘

下機関として、ニューヨークに設置された。ドノヴァンは、FIS 局長

にシャーウッド（Robert Sherwood）を指名した。当時、銃後の国民に伝

（
二
九
〇
）
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えられる戦争情報が錯綜しており、そうした状況の抑制を狙いとして、

FIS が設立された（ 8 ）。この頃、すでに国務省や陸軍省、海軍省による

独自のプロパガンダ活動が開始されていたため、これらの機関は、

COI によるプロパガンダ活動の一元化の動きに反発していた（ 9 ）。

1941 年 12 月 8 日（現地時間 7 日）、日本軍は真珠湾攻撃を行い、太平

洋戦争が勃発した。直後の 9 日、COI は、対日プロパガンダのための

ラジオ放送を開始した。そこには、戦争の進捗を日本人に知らせ、彼

ら・彼女らの心のなかに、疑いや恐怖を引き起こそうとする狙いがあっ

た。COI によるプロパガンダ・ラジオは、降伏が、戦闘継続よりも望

ましいとの考えを正当化させる対敵心理戦の一環として開始された（10）。

ラジオ放送は、COI 傘下の情報精査局（Offi  ce of Facts and Figures: 

OFF）が所管していた。さらに対日放送以外のプロパガンダ・ラジオ

も開始された。1942 年 2 月、ナチスのプロパガンダに対抗し、正確で

偏りのないニュースや情報の伝達を目的とする VOA が開始された（11）。

1942 年 3 月 7 日、予算局長は、ルーズベルト大統領に覚書を送り、

戦争情報に関する業務の再編を勧奨した（12）。これを受け、同年 6 月 13

日、ルーズベルトは、大統領令 9182 号を発布し、COI を OWI と OSS

に分割する決定を下した。COI のドノヴァン長官が、OSS 長官にスラ

イドし、ニューヨーク・タイムズ紙や CBS 放送で活躍したディヴィス

（Elmer Davis）が OWI 長官に就任した。分割の際、COI 傘下の諸部門

のうち、FIS と OFF、政府報告局（Offi  ce of Government Reports：OGR）

などが、OWI に統合された。FIS は、OWI 海外部（Overseas Branch）

として、COI 時代の海外情報活動を継続した。OWI 発足にともない、

すでに放送が始まっていた VOA は、OWI 傘下のラジオ放送として継

続された（13）。OWI 発足後、VOA は OWI によるラジオ放送となったた

め、本稿では放送主体を明確にするという観点から、VOA ではなく、

OWI ラジオと総称する。

設立 1 年目の OWI は、主としてアメリカ国内での情報活動を担って

いた。FIS を前身とする海外部は、事実上、OWI から独立したユニッ

（
二
八
九
）
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トとして扱われていた。一方、OSS は、ドノヴァンの強力なリーダ

シップのもとで、心理戦活動の準備を積極的に推進していた。COI の

分割を命じた大統領令 9182 号は、OSS と OWI の心理戦に関する責務

を明確に区別しなかった。そのため、両者は、海外情報活動をめぐっ

て、するどく対立した。

1942 年 12 月、統合参謀本部（Joint Chiefs of Staff : JCS）は、OWI と

OSS の対立を解消すべく、新たな命令を下した。それは、OSS が、心

理戦における軍事プログラムの計画・発展と、調整・実施に関する完

全な権限を保有していることを明確にした。その後も、OSS と OWI

が有する責務の明確化が進められた（14）。

1943 年 3 月 9 日、大統領令 9312 号が発令され、OWI の海外活動に

関する責務が明確にされた。OWI が外国情報や海外でのプロパガンダ

作戦を実施する機関であり、実際の、あるいは計画されている軍事作

戦地域で、これらの活動を行う場合、軍事作戦と調整し、JCS と戦域

司令官の承認の必要性が規定された。だが、同大統領令は、OWI や

OSS による破壊活動や隠密プロパガンダ作戦の権限を明確にせず、海

外情報活動に関する他機関との調整という困難な問題を解決させるも

のにはならなかった（15）。

OWI と OSS の責務を明確化する試みは、なおも続けられた。両者

間で、責務の調整案が、ディヴスとドノヴァンの名前で繰り返し交換

された。だが、それは、OWI と OSS のいずれのレーゾン・デートル

に関わるものであったがゆえに、終戦まで責務の明確化という目的は

達成が困難なものになっていた（16）。

OWI と OSS の組織的な対立は継続していたが、ラジオ放送自体は、

比較的明確に役割分担がなされていた。それは、ホワイト・プロパガ

ンダとブラック・プロパガンダという観点から看取できる。

ホワイト・プロパガンダとは、オーディエンスが、情報の出所を確

認でき、情報の正確性と真実性が比較的高いものである。一方、ブ

ラック・プロパガンダは、非公然の出所から創出された作り事であり、

（
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偽の情報を敵国のオーディエンスに伝達する謀略的な試みである（17）。

この分類を援用するならば、VOA を傘下におさめて継続された OWI に

よるラジオ放送は、ホワイト・ラジオであった。OSS は、ブラック・

ラジオを担当した。実際、アジア地域では、中国戦線でのラジオ放送

や、サイパンから日本に向けたブラック・ラジオが行われていた（18）。

OWI と OSS のあいだで、心理戦の責務をめぐる対立が続いていたも

のの、プロパガンダ・ラジオについては、前者がホワイト、後者がブ

ラックという責務の区別が図られていた。

⑵　OWI の組織体制とプロパガンダ指針

OWI の組織体制は、曖昧な点が多く、いまだ未解明な部分が多く残

されている。ここでは、まず、たびたび改訂された OWI の組織図を手

がかりにして、組織体制について見ておきたい。

OWI 発足から約 2 ヵ月後の 1942 年 8 月 15 日時点の組織図をみると、

OWIは国内作戦部（Domestic Operations Branch）と海外作戦部（Overseas 

Operations Branch）から構成されていたことがわかる。海外作戦部の傘

下には、管理室、計画委員会、警備室が置かれ、さらに、次の 5 局が

設置された（19）。

・国際出版・ラジオ局：海外ニュース部、番組部、海外軍部、放

送管理部

・現地局：支局業務部、支局運用部、連絡部

・海外出版局：編集部、映画部、写真部、グラフィック部、特別

任務部、業務部

・通信施設局：銅線部、計画部、施設部、太平洋ネットワーク部

・西海岸局：放送管理部、ラジオ番組部

ラジオ放送は、国際出版・ラジオ局と西海岸局が所管していた（20）。

別の OWI 組織図には、これら二局は記載されておらず、それにかわっ

（
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て東部出版・ラジオ局（Eastern Press and Radio Bureau）と西部ラジオ局

（Western Radio Bureau）の名称が見られる。同組織図の作成時期は、か

ならずしも明らかではないが、周辺史料から考えて、1942 年 8 月から

1943 年 7 月までのあいだに作成されたと推測できる。

サンフランシスコで責任者を務めたラティモア（Owen Lattimore）は、

自らの回顧録のなかで、1942 年 12 月に「サンフランシスコ局の長」に

就任したと記しており、しばしばサンフランシスコ局の名称を使用し

ている（21）。このことから考えて、1942 年 8 月から 12 月の間に、西部

ラジオ局が、サンフランシスコ局と名称変更された可能性がある。だ

が、後述するように、1944 年 10 月の組織図になって、ようやくサンフ

ランシスコ局の名称が明確に見られることから、通称としてサンフラ

ンシスコ局の名称が使用されていたと考えられる。

1943 年 7 月の組織図は、OWI 海外作戦部が、さらに組織的拡大を遂

げていたことを示している。同部の傘下組織は、ワシントン DC と

ニューヨーク、サンフランシスコのほか、ハワイ、そして海外 20 ヵ国

に広がっていた（22）。ワシントン DC には、作戦計画委員会（Overseas 

Planning Board）、地域部（大英帝国、西部・地中海・北アフリカ、中央ヨー

ロッパ、スカンジナビア、バルカン、中東、極東）、現地業務局、調査・分

析局、通信施設局が置かれた。ニューヨークには大西洋作戦（Atlantic 

Operations）が、サンフランシスコには太平洋作戦（Pacifi c Operations）

が設置された（23）。組織図では太平洋作戦の責任者としてラティモアの

名前が記されていた。サンフランシスコ局は、太平洋作戦とも呼ばれ

ていたと考えられる。ニューヨークとサンフランシスコは、OWI によ

る海外情報活動のための前哨拠点となっていた。

ニューヨークは欧州戦域でのプロパガンダを実施し、サンフランシ

スコはアジア太平洋地域に向けたプロパガンダを管轄していた。こう

したプロパガンダ活動そのものは、OWI 本部からの政策指令（Policy 

Directive）によって規定された。

政 策 指 令 は、OWI 本 部 に よ っ て 作 成 さ れ、 中 央 指 令（Central 

（
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Directive）、週刊指令（Weekly Directive）、特別指針（Special Guidance）

などの形式をとっていた。中央指令は、陸海軍と国務省の代表者で構

成された OWI 本部計画委員会で作成された。ラティモアの回顧録によ

れば、3、4 週間に 1 回、ワシントンで政策会議が開催され、ラティモ

アのほか、ニューヨーク局の責任者、国務省の代表者や陸海軍の諜報

部員たちが出席し、大筋の方針を議論していたという。文民と軍人と

の間で、しばしば意見の対立があったが、最終的には OWI 長官のディ

ヴィスが方針を決定していた（24）。政策指令は、陸・海軍省と国務省の

承認を経たのち、ニューヨークとサンフランシスコに発出され、大西

洋や太平洋におけるプロパガンダ活動に＜かたち＞を与えた。ワシン

トン DC から発せられた政策指令は、OWI ラジオの内容や運用も規定

した。

プロパガンダ活動をめぐる指示と実行の関係は、OWI 本部と前哨拠

点であるニューヨークやサンフランシスコとの間で、どのように機能

していたのだろうか。ここでは、サンフランシスコの太平洋作戦傘下

で、対日プロパガンダを担った日本部（Japan Section）に着目し、ワシ

ントン DC の OWI 本部とサンフランシスコの関係を見ていきたい。

1942 年夏以降、日本部は、OWI 本部から発せられる中央指令を受け、

毎週、活動の手引きである地域指針（Regional Guidance）を作成してい

た。中央指令は、政策指令全体を貫くものであったが、ほとんどが欧

州戦線のプロパガンダを扱うものであり、太平洋地域のプロパガンダ

への言及は不十分であった。そのため、1943 年春から、サンフランシ

スコ・オフィスが、太平洋指令（Pacifi c Directive）を発出した。太平洋

指令は、日本と、その他の地域に関する二種類の指令で構成された。

前者は、のちに日本部に対する地域指令（Regional Directive）となった。

地域指令は、当該地域で実施される心理戦に指示を与えるものであり、

日本以外の地域に向けても発せられた。1944 年春、太平洋指令が廃止

された。OWI 本部は、日本部に活動指針となる日本地域（Japan 

Regional）を与え、それに基づき、日本部が、OWI 本部にかわって地域

（
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指令を準備した。この体制は、1944 年中葉に日本地域が停止し、ス

ポット指針（Spot Guidance）が発出されるまで続いた（25）。

1944 年に入ると、欧州・アジアのいずれの戦線でも戦闘が激化した。

それにあわせて OWI 海外作戦部の規模も、いっそう拡大した。1944

年 10 月には、海外作戦部傘下に、次の部局が設置された。

情報連絡部／支局業務局／通信管理室／通信施設局／プロパガン

ダ政策連携／海外諜報局／副長官 地域 I ／副長官 地域 II ／副長

官 地域 III ／サンフランシスコ局／ニューヨーク局

ここでは、太平洋作戦が、サンフランシスコ局と改称されていたこ

とを確認できる。サンフランシスコ局には、警備室、情報連携、編集

一課、通信施設、通信管理、作戦局、番組局、ニュース諜報局、ロサ

ンゼルス・オフィスが設置された。ラジオ放送は、作戦局による指揮

のもとで行われていた（26）。この体制は、OWI 解散まで続いた。当初、

軍と調整しながらプロパガンダ活動を展開してきた OWI は、何度かの

組織改編を通じて、軍事作戦を支援するプロパガンダ活動へと、組織

存在の意味を変容させた（27）。

1945 年 8 月 31 日、トルーマンは OWI が第二次世界大戦の勝利に、

たぐいまれな貢献を行ったとして功績を称えたうえで、大統領令によ

る OWI 廃止を命令した。9 月 15 日、OWI は正式に解散した。重要な

ことは、OWI が蓄積したプロパガンダや心理戦のノウハウや資源が、

戦後にも引き継がれていたことである。OWI の機能と役割は、国務省

に吸収され、1953 年に、独立機関として誕生した米広報文化交流庁

（USIA）に継承された。

OWI は、日本占領とも密接な関係を有していた。連合国軍最高司令

官総司令部（GHQ/SCAP）傘下に設置された民間情報教育局（CIE）に

は、戦時中の対日心理戦に参加した人々が含まれていた。OWI からは、

ホノルルの支局責任者であったスミス（Bradford Smith）や宣伝ビラに

（
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携わったブラウン（Don Brown）などが CIE に加わり、占領期日本で、

マス・メディアや教育・宗教に関する改革を推進していった（28）。

本章では、プロパガンダ活動の側面から、OWI の成立と組織体制の

変容を描きだすことで、心理戦における OWI の役割と機能を明らかに

した。それでは、OWI が、プロパガンダ活動の一環として行ったラジ

オ放送は、どのように行われたのか。次章では、アジア太平洋地域で

行われた OWI ラジオの歴史的展開について見ていきたい。

2 ．アジア太平洋地域における OWI ラジオ

⑴　前史としてのCOI ラジオと朝鮮への関心の不在：1942 年 3 月

前章で見てきたように、OWI ラジオは、OWI 発足を契機に開始され

たものではなかった。ここでは、まず OWI 発足前の 1942 年 3 月、ア

メリカはアジア太平洋地域で、どのようにプロパガンダ・ラジオを展

開しようとしていたのか、その意図と狙いを検討することで、OWI ラ

ジオの前史を述べておきたい。

1942 年 3 月 16 日、陸軍省は、「極東向けプロパガンダ実施計画概要」

（Synopsis of Working Plans for Far Eastern Propaganda）（以下、計画概要）

を作成した。計画概要では、中国、日本、フィリピン、オランダ領イ

ンドネシア、オーストラリア、ビルマ、インドが極東地域として扱わ

れていた。そこには、同地域に向けたプロパガンダ・ラジオを、どの

ように行うべきかについて、次の 7 つの提案が記されていた。

①中国向け・中国内のニュースや特集放送の継続と拡大

②日本・日本軍向け長波ラジオ放送の実施

③フィリピン向けラジオ放送の継続と拡大

④ FIS が一義的にはフィリピン向けの番組として制作したが、極

東に対しても適合的であるため、それらを放送すべく、バタビ

アあるいはビンタンのラジオ局で放送時間枠を確保すること

（
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⑤オーストラリア向けニュースと特集放送の開始

⑥主としてフィリピン向けであるが、一般的な流布にも適してい

る番組を放送するために、ラングーン放送局の時間枠を確保す

ること

⑦アメリカで準備され、インドで整えられた資料を放送するため

に、インドの放送局の時間枠を確保すること

これらの提案は、1942 年 3 月時点で、アメリカが、すでに中国、日

本、フィリピンに向けたプロパガンダ・ラジオを実施していたことを

示していた。さらに、オランダ領インドネシア、オーストラリア、ビ

ルマ、インドに向けて放送が開始されようとしていたことも見てとれ

る。それでは、植民地朝鮮あるいは朝鮮人について、どのように言及

されていたのか。

計画概要では、日本や朝鮮、満洲、中国で中国人ゲリラや朝鮮人に

宣伝ビラを配布し、日本の戦線の背後にそれらを撒布させる提案がな

されていた。それ以外には朝鮮に関する言及は、一切見られなかった。

実際、OWI ラジオ朝鮮語放送は、後述するように 1942 年 8 月から開

始されたため、ラジオに関する言及もなされず、その実施計画も記さ

れていなかった。1942 年 3 月時点で、COI や FIS、陸軍省などの米政

府機関のなかに、朝鮮に対する心理戦やプロパガンダ上の関心は、き

わめて低いものであったと言えよう。

⑵　草創期のOWI ラジオ：1942 年 6 月～ 1943 年 9 月

1942 年 6 月、OWI は、VOA を吸収し、太平洋地域および欧州地域

に向けた多言語によるラジオ放送を開始した。同年 8 月、米軍はソロ

モン諸島に上陸し、ガダルカナル島をめぐって日本軍と激しい戦いを

繰り広げた。ガダルカナルの戦いは、連合国による本格的な対日反攻

だけでなく、アジア太平洋地域において、OWI ラジオによるプロパガ

ンダ強化の重要な契機となった（29）。

（
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ガダルカナルの戦い以降、OWI は、どのようにプロパガンダ・ラジ

オを実施したのだろうか。この問いに答えるために、ここでは OWI 文

書「太平洋局の活動」（Operations of the Pacifi c Bureau）を分析する。同

文書は、太平洋局による OWI ラジオの状況について詳細に記した分析

価値の高い史料である（30）。だが、作成日が明記されていない。とはい

え、作成時期の推測は可能である。同文書7頁には、雑誌『キング』が、

「昨年 12 月」に「日本軍のスポークスマンであるヤハギ少将」の長文

記事を掲載したと記されている。実際、1942 年 12 月号の『キング』に

は、大本営陸軍報道部長・陸軍大佐の谷萩那華雄による「必勝の道我

にあり」が収録されていた。ヤハギとは、谷萩那華雄のことであった。

谷萩は、1942 年 3 月に大本営陸軍報道部長に就任し、翌年 3 月に少将

に昇進した。同年 10 月に北スマトラでの作戦に従事するまで、報道部

長の地位にあった。OWI 文書「太平洋局の活動」が、少将であり、「日

本軍スポークスマン」と記していたことから、同文書が、谷萩の少将

昇進後の 1943 年 3 月から、北スマトラに転戦する同年 9 月までの期間

に作成されたものと推察される。以下、同文書をもとに、1943 年前半

期のアジア太平洋地域における OWI ラジオの状況について見ていきた

い。

太平洋局による OWI ラジオの目的は、サンフランシスコ以西の太平

洋地域の人々に、①戦況を伝え、②戦争を行っていることの意味を意

識させ続け、③勝利するであろうアメリカの重要性を強く意識させる

ことであった。これらの目的達成には、真実を伝えることがもっとも

重要であり、ニュースと論評に注力した放送の実施が、方針として示

された。背景には、OWI による二つの認識があった。一つは、日本が

太平洋地域の人々に歪曲された話を伝えているために、OWI ラジオが

真実を報じれば、歪曲の実態が白日の下にさらされ、日本に打撃を与

えることになるとの認識であった。もう一つが、アメリカの国家と国

民は、太平洋地域の人々に信頼されており、好感を持たれている偉大

で強力な国家であるという自負であった。アメリカの方が、日本より

（
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も信頼されているという自己認識が、真実を重視する OWI ラジオの放

送方針へと結びついていた。

アジア太平洋地域での OWI ラジオは、対象別に 4 つのジャンルに区

別されていた。第一に、同盟国の人々に向けた放送である。それは、

中華民国、豪州、ニュージーランドのほか、ニューカレドニアのような

フランスの海外領土に暮らす人々に対して、連合国の結束と目的を強

調し、連合国間に見られる意見の相違も正直に説明するものとされた。

第二に、日本が占領する地域の住民に向けた放送である。ここで言

う占領地域とは、中国やフィリピン、インドシナ、タイ、オランダ領

東インド、マラヤ、ビルマのほか、植民地朝鮮も含まれていた。そこ

に暮らす人々に対して、日本のプロパガンダ・ラジオは、ここから追

い出された連合国が、もはや戻ってくることはないと報じていた。

OWI ラジオは、こうした日本の主張に対抗する内容を放送した。OWI

ラジオは、占領地の人々のなかに連合国が戻ってくるとの信念を打ち

立て、アメリカとの友好や共感を抱かせる目的を有していた。

第三に、日本向けの放送である。OWI の対日放送では、日本人のな

かに、ある種の恐怖心を蘇らせようとしていた。それは、アメリカが

世界最強の国家であるという、日本人が古くから有している恐怖心で

あり、日本の国民も為政者も真珠湾やマニラ、シンガポールで勝利し

た最初の感激によって忘れられているものであった。OWI の対日放送

は、こうした恐怖心をかき立てること目的とした。

第四に、アメリカ国外に駐留する米軍人向けの放送である。それは、

彼ら・彼女らにニュースを伝えるほか、陸軍省特別作戦部（Special 

Service Division）と協力した娯楽の提供も目的とした。OWI ラジオは、

娯楽のためのメディアという側面も有していた。

OWI ラジオは、とりわけホワイト・カラーをターゲットとしていた。

太平洋局は、聴取者としてのホワイト・カラーについて次のように位

置づけていた。中国のホワイト・カラーとは、日本の占領下にない地

域では、戦後、国家運営を担うであろう次世代の人々であり、占領地

（
二
八
〇
）
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域では日本に抵抗する知識人や政治指導者であった。植民地では、政

府や行政機関で補助的な業務に従事する人々のほか、銀行家や商人、

企業家といった専門職従事者がホワイト・カラーとしてみなされた。

実際、太平洋局は、OWI ラジオがホワイト・カラーに聴取されている

と分析していた。その理由として、聴取行為に政治的制限が課せられ

ており、聴取できる人はホワイト・カラーに限られていること。そし

て、ラジオ放送受信機材が高価であるため、その所有は、必然的にホ

ワイト・カラーに限定されるという二つの理由が挙げられていた。ア

ジア太平洋地域における OWI は、ホワイト・カラーを対象にラジオ放

送を実施し、実際に彼ら・彼女らによって聴取されていると認識して

いた（31）。

太平洋局は、アジア太平洋地域において、23 言語で放送を行い、東

アジアから東南アジアにいたる広範な地域をカバーした。放送時間か

ら判断すると、もっとも重視されていたのは、太平洋戦域で「第一の

敵」となっていた日本に向けた放送であった。次に放送時間が割かれ

ていたのが、中国とフィリピン向けであった。なお、日本のアジア向

けラジオ放送では、中国が最重要対象であり、次にフィリピンとなっ

ていた。中国大陸やフィリピンは、日米双方によるラジオを通じた激

しいプロパガンダの応酬の場となっていた。それは、同地域が、軍事

力などのハード・パワーだけでなく、情報の力を背景としたソフト・

パワーを戦わせる重層的な戦場になっていたことを示唆している。

草創期以後のアジア太平洋地域における OWI ラジオは、どのような

姿を見せていたのだろうか。以下、サイパン陥落直後の 1944 年 7 月の

時期に注目して、検討してみたい。

⑶　サイパン陥落後のOWI ラジオ：1944 年 7 月

1944 年 7 月 9 日、サイパンが陥落した。アメリカは、日本本土を直

接、爆撃できる拠点を確保したことで、対日戦において圧倒的に優位

な立場に立った。アメリカがサイパンを得たことは、OWI にも重要な

（
二
七
九
）
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意味をもたらした。日本列島に、より近い地域から中波にてラジオ電

波の送出が可能になったことである。それまで OWI は、サンフランシ

スコや中継地のホノルルから、アジアに向けて短波によるラジオ放送

電波を発射していた。サイパンを手に入れたことで、録音された番組

をサンフランシスコからホノルルに中継し、さらにサイパンに電送す

ることが可能になった。1945 年 1 月 10 日から中波による対日放送が開

始された（32）。サイパン陥落は、OWI によるラジオ・プロパガンダをさ

らに強化する重要な契機となった。そして、アジア太平洋地域におけ

る OWI ラジオの目的や方針が、OWI 内であらためて明確にされた。

ここでは 1944 年 7 月 13 日に作成された OWI 文書をもとに、アジア太

平洋地域における OWI ラジオの計画や方向性、方針について見ていき

たい（33）。

短波による OWI ラジオは、主としてサンフランシスコから電波送出

を行い、①日本、②被占領国（朝鮮、インドシナ、タイ、ビルマ、フィリピ

ン、インドネシア）、③非占領地域の中国をカバーした。これらの地域に

向けて放送された番組の目的は、敵の戦意を低下させ、連合国に好意

を抱かせ、戦場で連合国と協力することで軍事作戦に寄与したいとい

う気持ちをかき立てることであった。こうした全体的な目的を踏まえ、

OWI ラジオの番組には、次のような地域別の具体的な内容方針が定め

られた。

①　日本
対日放送番組は、次の二つの基本的な目的を有していた。第一に、

日本の敗北は避けられず、抵抗はいっそう無駄になっていることを明

確に示すこと。第二に、権力の座にある軍国主義者の破滅的な政策と

その結果を示すことで、銃後の国民に不和を引き起こすことであった。

これらの目的を達成するために、番組では、次の内容が繰り返し強調

された。

（
二
七
八
）
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ａ．太平洋戦争での調和した戦略の優越性

ｂ．太平洋戦争でのアメリカの陸海軍力の膨大な資源と戦闘技術

ｃ．アメリカの生産と技術的優越性

ｄ．欧州での戦争は終結に近づいており、世界のすべての力が、

日本に集中される見込みであること

ｅ．日本が太平洋での初期の成功を得ることに失敗し、大東亜共

栄圏を押し付けていること

ｆ．日本の軍国主義者と官僚、軍国主義者と資本家の間やなかで、

不和と災難、混乱と無能力を作り出すこと

ｇ．日本の国際的地位が奪われることへの軍国主義者の責任

ｈ．極東の人々に、占領された国家の残虐の扱いを示すことで、

日本の信用を失墜させること

対日放送は、日本の為政者を軍国主義者と位置づけ、彼らが、いか

に無策、無能であるかを強調した。同時に、アメリカの偉大さを示す

ことで、日本の一般国民にアメリカへの畏怖の念をかき立てようとし

ていた。

②　被占領国（朝鮮、インドシナ、タイ、ビルマ、フィリピン、インドネ
シア）

被占領国向けの放送は、被占領地域の住民が日本人に反旗を翻し、

彼ら・彼女らがアメリカ側につくようになることを基本的な目的とし

た。それは、次の 5 つのテーマを掲げることで達成するものとされた。

ａ．日本よりも優越的な戦略を持ち、より多くの資源や太平洋戦

争における大きな戦闘技術の保有を示す

ｂ．最終的な目的である東京での作戦と調和する戦略計画の一部

として、欧州における行動の、極東への妥当性を示すこと

ｃ．日本の隠された動機の一つとその他との間をクロス・リファ

（
二
七
七
）
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レンスで示し、占領された国家の搾取された技術を示すこと

ｄ．連合国の狙いと戦争遂行の両方が、連合国間で結束している

ことを示すこと

ｅ．極東における抵抗のようなもののモデルや先例として、占領

された国家での欧州の抵抗の技術を示すこと

こうしたテーマでは、被占領国は、いかに虐げられているのかが強

調され、アメリカや欧州は、被占領国の住民たちを見捨てておらず、

勇気と希望を喚起させようとしていたという共通性が見られた。

③　非占領地域の中国
日本の非占領地域となっている中国に向けた放送は、中国人に①日

本への抵抗の意思を継続させ、②連合国の意思と力への信頼を高め、

③中国人を救おうとしているアメリカへの好感を強化することを基本

的な目的としていた。

3 地域に向けた放送すべては、ニュースやニュース分析、論評、特集

で構成されていた。そこでは、主として聴取者によく知られている

ニュースが、強調された。OWI にとって、ニュースは、プロパガンダ

であった。OWI は、どのようなニュースを選択し、何を強調し、いか

なるニュースと並べて示すかによって、ストレート・ニュースが、プ

ロパガンダの目的を果たしうると認識していた。論評も、どの出来事

を選択し、解釈するかということを通じて、プロパガンダの目的を達

成できると考えられた。すなわち論評は、現在の状況を選択したり、

解釈することで、プロパガンダの目的をはたすものと位置づけられた。

OWI は、アジア太平洋地域に向けて行ったラジオ放送が、プロパガ

ンダのためのメディアであることを明確に認識していた。それは、日

本の為政者を批判し、彼らから一般国民を離反させ、厭戦気分をかき

（
二
七
六
）
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立てるものとなっていた。同時に、被占領国や非占領地域の中国の住

民に、勇気と希望を与え続けることで、日本を敗北に追い込もうとす

るものであった。注目すべきは、朝鮮が被占領国として東南アジアと

同一に並べられており、植民地について何らかの形で特別に扱われた

形跡が見られなかったことである。このことは、OWI のなかで、植民

地朝鮮に向けたラジオ放送が、とりたてて重要なものとはみなされて

いなかった可能性を想起させる。

たしかに OWI ラジオ朝鮮語放送は、OWI のなかでは重要視されて

いなかったかもしれない。だが、植民地朝鮮に暮らす人々にとっては、

短波放送聴取事件を挙げるまでもなく、朝鮮独立への情熱をかき立て、

民族の抵抗の源泉となっていたことは明らかであった。それでは、こ

うしたラジオ放送は、どのように行われていたのか。次章では、OWI

ラジオ朝鮮語放送の実態について、見ていきたい。

3 ．朝鮮語放送の動態

⑴　朝鮮課／朝鮮部の構成

1942 年 8 月 29 日、OWI は朝鮮語放送を開始した（34）。日本語放送か

ら 1 年近く遅く、真珠湾攻撃からも半年以上が経っていた。OWI ラジ

オ朝鮮語放送は、日本部傘下の朝鮮班（Korean Unit）が担当した。海外

太平洋作戦（Overseas Pacifi c Operation）は、中国語、インドネシア語、

日本語、朝鮮語、タガログ語、フランス語、タイ語の放送を実施して

おり、それぞれを担当する言語別部門を有していた。朝鮮語以外の放

送は、すべて部レベルで管掌されていたが、OWI ラジオ朝鮮語放送は、

日本部傘下の朝鮮班が担当する、一段低い部署での扱いになっていた。

その後、朝鮮班は、朝鮮課（Korean Section）に改編されたものの、日

本部傘下のままとなっていた。1945 年 2 月、朝鮮課は日本部から独立

し、朝鮮部となった。

朝鮮課長となったのは、長老派のアメリカ人宣教師クーンズ（Edwin 

（
二
七
五
）

20



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
四
四

Wade Koons）であった。クーンズは、アイオワ州シーダー・ラピッズに

あるコー大学（Coe College）を卒業し、ニューヨーク州のオーバーン神

学校（Auburn Theological Seminary）で学んだ。卒業後、男子高の校長や

文学作品の生産・流通・宣伝などにも携わった。1903 年からは朝鮮で

宣教活動を行った。英語のほか、フランス語、ドイツ語、朝鮮語、日

本語にも精通していたという。クーンズの朝鮮での活動は、真珠湾攻

撃によって一変した。攻撃直後、クーンズは拘留され、1942 年 5 月初

旬になると警察にてスパイ容疑で聴取された。6 月 1 日にクーンズは、

グリップスホルム号で横浜からアメリカに送還され、同年 8 月 25 日、

ニューヨークに到着した。クーンズは、1942 年末までに OWI に加わり、

朝鮮課長となった。

1943 年 10 月当時、日本部には 30 人のスタッフが在籍しており、う

ち 5 人が同部傘下の朝鮮課所属となっていた。朝鮮課所属のスタッフ

にはアメリカで教育を受けたファン・ソンス（Whang Sungsoo）ら朝鮮

人も含まれており、彼らは日本部で制作された放送番組台本を朝鮮語

に翻訳していた（35）。

1944 年 12 月 31 日、朝鮮課のスタッフは、増員され、11 人体制と

なった。このうち、氏名から判断して、朝鮮半島にルーツを持つと推

測できるスタッフは少なくとも 5 人いた。1945 年 1 月には、日本部の

スタッフが、72 人まで増員され、朝鮮課は作家 3 人と翻訳者 3 人を含

む 9 人のスタッフを擁するようになった。同年 2 月に朝鮮課が朝鮮部

に改編されたことを受け、朝鮮課長のクーンズは、そのまま朝鮮部長

に就任した。

課長（Chief） クーンズ（Koons, Edwin W.）

脚本家（Script Writer） ワード（Warde, Shirley）

言語編集者（Language Editor） リー（Lee, Jin Mook）

言語専門家（Language Technician） ミラー（Miller, Edward）

言語専門家（Language Technician） チェ（Choy, Young Soon）

（
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言語専門家（Language Technician） キム（Kim, Ha Tai）

言語専門家（Language Technician） キム（Kim, Tuksoon M.）

言語専門家（Language Technician） ファン（Whang, Sa Yong）

脚本家（翻訳）（Script Writer, Trn）　コーヘン（Cohen, Toby）

翻訳者（Translator） ヘンダーソン（Henderson, Harold）

速記者（Clerk Stenographer） エマン（Eman, Mary）

OWI ラジオ朝鮮語放送には、クーンズのほかにもアメリカ人宣教師

がかかわっていた。言語専門家のミラーも長老派宣教師であった。

1900 年代から朝鮮で宣教活動に従事していたが、クーンズと同様、真

珠湾攻撃後、1942 年 6 月まで警察に留置され尋問された。水攻めや殴

打が行われたという。ミラーもグリップスホルム号でアメリカに送還

された（36）。さらに朝鮮人聖職者も OWI ラジオ朝鮮語放送を担ってい

た。1944 年 8 月中旬から 9 月中旬にかけて、ファン（Rev. K.S. Whang）

が朝鮮課にアナウンスと翻訳を担当するスタッフとして加わった。

ファンの加入は、朝鮮語課に「朝鮮の香り」（Korean fl avor）をもたらし、

さらに朝鮮民衆のなかで、OWI ラジオ朝鮮語放送の番組の魅力をかき

立てた（37）。

⑵　番組内容

OWI ラジオ朝鮮語放送では、OWI 内で、英語─朝鮮語の翻訳者が十

分に得られなかったため、番組不足に陥っていた。朝鮮課は、こうし

た状況を打開するために、非常運営（Emergency Operation）として朝鮮

古典音楽や「朝鮮国歌」（Korean National Anthem）などの音楽を流すこ

とで、放送時間を埋めていた。OWI 報告書によれば、番組不足を理由

として実施された音楽番組の放送が、やむにやまれずの措置であった

にもかかわらず、朝鮮人聴取者から好意的な反応を引き出すことがで

き、むしろ好都合であったと指摘されている（38）。OWI ラジオ朝鮮語放

送では、音楽番組以外に、どのような番組が放送されていたのだろうか。

（
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1944 年 4 月時点の OWI ラジオ朝鮮語放送の番組は、①毎日：「世界

のニュース」（World News）と「自由の声」（Voice of Freedom）、②日曜

日以外毎日：「ニュースの背景」（What Is Behind The News）、③日曜日：

「鍾路の鐘」（The Chongno Bell）で構成されていた（39）。「世界のニュー

ス」は文字通り、国際情勢をストレート・ニュースで伝える番組で

あった。本節では、「世界のニュース」以外の 3 つの番組（「自由の声」

「ニュースの背景」「鍾路の鐘」）が、どのような目的で、いかなる内容を

有していたのかについて見ていきたい。

①　「自由の声」（Voice of Freedom）

「自由の声」は、毎週日曜日に放送され、1 週間に起きたニュースの

概要説明や解説を行っていた。著名人によるスピーチを含む論評番組

も放送された。そこには、明らかなプロパガンダと解される内容は、

ほとんど含まれていなかった。

「自由の声」の編成内容を示すサンプルとして、1944 年 4 月後半の 2

週間に放送された番組タイトルについて、以下、示してみたい。（○印

は15分番組、無印は10分番組。前者では、英語で6分間、朝鮮語で9分間放送。）

・クリミア戦争

○太平洋におけるアメリカの海軍政策

・欧州の愛国者は、占領された国家で、いかにヒトラーと闘うのか

・日本とドイツは、すでに通信の戦いで負けている

○すべての人々の良き暮らしのために奉仕する組織である ILO

・週刊ニュース

・西部沿岸部隊指揮官は語る

・太平洋での空と海での戦争小史

○グローバルな戦争へのキング提督の広い視角

・日本は、いかにして朝鮮、中国、フィリピンで失敗したのか

・さらに新しい地下ニュース

（
二
七
二
）
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○スペイン人は日本の状況についての真実を聞いている

・東京から 1000 マイル

「自由の声」は、ロサンゼルス在住の指導的立場にあった朝鮮人の提

言を受け、1943 年春頃から開始された。OWI は、同番組が、日本によ

るねつ造をうけず、信頼性の高いニュースや情報について英語を解す

る者や朝鮮人聴取者らに伝えるものになると考えていた。

②　「ニュースの背景」（What Is Behind The News）

「ニュースの背景」は、ニュース解説番組であった。番組では、追加

の情報や事実が提供されたほか、特集や権威者のコメントを放送する

ことで、ニュース・ヴァリューを完全に伝えるための解説が行われて

いた。「ニュースの背景」は、聴取者が結論を得るための手助けをし、

聴取者が聞いて楽しいと思う情報の提供を目的としていた。

番組台本は、短期間であったが、朝鮮で布教活動していた宣教師の

アダムズ（Edward Adams）が執筆していた。彼は、1944 年 4 月後半に

OWI 朝鮮課に加わり、同番組のほか、日曜日に「自由の声」のなかで

放送される「週刊ニュース要約」（Weekly News Summary）の台本を執筆

していた。翻訳チェック業務の大部分も担っていた（40）。

具体的な番組内容は、次のようなものであった。以下、OWI 報告書が、

番組内容の一例として記した 1944 年 4 月放送分の一部を示しておく。

4 月 1 日：

・パラオ諸島へのアメリカの攻撃に関するニューヨー

ク・タイムズ紙のコメント

・ドイツによるハンガリー占領の結果

4 月 3 日：

・西部戦線の背後にあるドイツが直面した困難

・ブダペストへの最初の爆撃が意味するもの

（
二
七
一
）
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4 月 4 日：

・ウクライナにおける母の戦いの結果

・スイスに対するアメリカの遺憾表明

・ブーゲンビルについて日本人が語ったこと

4 月 5 日：

・南洋諸島における日本人の状況

・ユーゴスラビアの戦いの方法

4 月 6 日：

・ドイツの経済的疲弊

・対独戦争の背後にある事実

4 月 7 日：

・クリル列島における日本守備隊の状況

・基地航空機は、どのようにチューク諸島を攻撃してい

るのか

4 月 28 日：

・発表されたアリューシャン列島のもう一つの基地

4 月 29 日：

・今年のロシアにおける 5 月 1 日の祝賀

・インドから伝えられる事実

上記の例から見られるように、OWI ラジオ朝鮮語放送は、太平洋戦

線だけでなく、欧州戦線の状況や背景などを説明していた。それは、

朝鮮の人々に世界情勢を伝えるという目的と、欧州戦線向けの番組が

朝鮮語に翻訳され、放送されるという番組制作の二つの要因によるも

のであった。

③　「鍾路の鐘」（Chongno Bell）

「鍾路の鐘」は、1944 年 4 月時点で、15 話まで続いていた連続ラジ

オ・ドラマであった。同番組は、アメリカで教育を受け、独立運動を

（
二
七
〇
）
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行っている朝鮮の人々を助けるために 1943 年夏に朝鮮に戻った朝鮮の

少女を主人公としていた。少女は、アメリカに旅立つまで、アメリカ

の戦争について朝鮮の人々を啓蒙し、日本のニュースを正す活動を

行った。同番組では、少女は、宋美齢やチャーチルのような人物とし

て描かれた。

「鍾路の鐘」は、一義的には朝鮮の女性や少女を対象にしたもので

あった。OWI は、同番組を「日本のプロパガンダを否定する目的」か

ら放送しており、あからさまなプロパガンダであると自認していた（41）。

「鍾路の鐘」は、日本のプロパガンダに対抗するアメリカのプロパガン

ダ番組となっていた。

番組名の「鍾路の鐘」とは、ソウルの中心街、鍾路の普信閣にある

銅鐘のことである。1919 年の 3・1 独立運動の際、朝鮮の愛国者らは、

日本の警察が止めるまで、朝鮮の自由を象徴するベルとして、「鍾路の

鐘」を鳴らした。OWI は、こうした背景を踏まえ、植民地支配から解

放され、自由を回復した朝鮮で、ふたたび「鍾路の鐘」が鳴らされる

時まで、同番組を放送するとの考えを有していた（42）。

OWI 報告書には、次のような「鍾路の鐘」のタイトルの一部が掲載

されていた（43）。

⑴ミギョンが家に帰ってくる

 ⑶ミギョンと兄弟・姉妹（教師は、どのように彼ら・彼女らを欺いたのか）

⑸ある朝鮮家庭の夜

⑺朝鮮人は、どのように中国で戦っているのか

⑽朴氏は歴史を学ぶ─娘から

⑿カイロからの偉大なニュース─カイロ宣言

⒁軍隊のなかの朝鮮人─アメリカにおいて

⒂ウィンストン・チャーチルのミギョンの記憶

番組は、どのような方針に基づいて制作されていたのだろうか。

（
二
六
九
）
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1944 年 10 月 11 日付「地域指令─朝鮮課：1944 年 10 月 10 ～ 17 日付

中央指令に依拠」は、番組制作の方針として、①日本の状況とドイツ

敗北、②日本で発生している人材不足、③抵抗の試みの準備、④中国

での防衛作戦を強調することを示していた（44）。

さらなる史料収集を実施したうえで、番組内容が、どのように決定

され、いかに制作されたのかを明らかにする作業は、別項での課題と

しておきたい。

⑶　放送時間と番組構成比率
OWI ラジオ朝鮮語放送では、主として 4 種類の番組が放送されてい

た。朝鮮語放送のなかで、これらの番組は、どのくらいの時間配分で

放送され、番組構成比率は、いかなるものだったのだろうか。だが、

史料的な限界のため、OWI ラジオ朝鮮語放送が放送されていた全期間

を通じて、以上の問いを明らかにすることは難しい。したがって、史

料がもっとも充実している 1944 年 4 月から 1945 年 8 月までの状況に

限定し、番組の時間配分や構成比率について見ていきたい。あわせて、

朝鮮語放送に対する読者の反応の一端を示してみたい。

1944 年 4 月時点で、「世界のニュース」は 5 分版（#1 とする）と 10

分版（#2 とする）の二種類が放送されていた。その他の番組の放送時間

は、「自由の声」が 10 分、「ニュースの背景」が 5 分、「鍾路の鐘」が

15 分となっていた。1944 年 4 月 15 日から 5 月 14 日までの間、「世界

のニュース」（#1）と「自由の声」は、前日午後 9 時 45 分にサンフラン

シスコにある OWI 施設で受信・録音されたのち、翌日午前 5 時 45 分

から放送された。「世界のニュース」（#2）と「ニュースの背景」、「鍾路

の鐘」は、午前 12 時 30 分に受信・録音され、午後 4 時 45 分から放送

された（45）。

1944 年 5 月 15 日から 6 月 14 日にかけて、朝鮮課内で「番組 A」

（Program A）と「番組 B」（Program B）を 30 分ずつ放送する案が提起

された。「番組 A」は、「世界のニュース」（#1）と「自由の声」から構

（
二
六
八
）
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成され、それぞれ 15 分ずつ放送するものとされた。「番組 B」も「世

界のニュース」（#2）と「ニュースの背景」（日曜日以外）、「鍾路の鐘」

（日曜日のみ）を各 15 分放送する 30 分の放送枠とされた。「番組 A」は

午後 9 時 45 分から 10 時 45 分まで、「番組 B」は午後 11 時 45 分から

午前 0 時 15 分までの放送が計画された（46）。1944 年 7 月 1 日、朝鮮課

は 30 分番組を 1日 2 回にわたって放送する計画を実行に移した（47）。

1944 年 11 月、OWI は少なくとも 1 日 3 回にわたって朝鮮語ラジオ

を放送した。1 回目は、月曜日から土曜日まで午前 5 時 45 分から同 6

時 15 分まで放送した。それは、二通りのパターンで構成された。一つ

は、ニュース A －論評（「朝鮮自由の鐘」）－ News B で各 10 分ずつ放送

された。もう一つは、ニュース A－論評「ニュースの背景」－ニュー

ス B となっており、いずれも 10 分ずつ放送された。

2 回目は、火曜日から土曜日まで午前 8 時 50 分から 9 時 15 分まで放

送された。11 月 22 日には、この放送時間帯に先立つ午前 8 時 45 分か

ら 5 分間、生放送で朝鮮語ニュースが開始された。同番組の台本は、

OWI 英語ニュース・デスクで準備され、朝鮮課に提供された。

3 回目は、午後 9 時 45 分から午後 10 時 15 分までで、これは聴取者

にとって人気の時間帯となっていた。朝鮮課は、さらなる聴取者の拡

大を目指しており、とりわけ主婦に聞いてもらうことを意図して、午

後 4 時から 30 分間の放送も計画した（48）。

次に番組構成比率について見ていきたい。OWI 月刊報告書によれば、

1945 年 3 月 1 日から 31 日までの期間に放送された朝鮮語番組では、

72％がニュースで、29％が論評となっていた。全体のニュースの 37％

が生放送であった。続く 4 月 1 日から 30 日までの期間では、朝鮮語放

送番組のうち、73％がニュースで、13％がニュースをもとにした論評、

11％が自由なテーマによる論評、残りの 3％が特集番組となっていた。

ニュースが 7 割程度占めるという番組構成比率は、1945 年 7 月頃まで

続いていた。

太平洋戦争終結直前、OWI は、新番組として「自由のための戦い」

（
二
六
七
）
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と「自由の歌」の制作・放送を計画した。前者は、中国の軍隊や、在

中朝鮮人部隊の軍人、シベリアに暮らす朝鮮人を対象とする 5 分間の

論評番組であった。後者も 5 分番組として計画され、OWI はこれを紛

れもないプロパガンダ番組であると位置づけた（49）。

朝鮮語放送の番組に対して、聴取者の反応は、いかなるものであっ

たのだろうか。OWI に届いていた聴取者からの手紙は、その一端を垣

間見せてくれる。1945 年 3 月 28 日、朝鮮系アメリカ人で、中国で米空

軍大尉として任務についているチョン（W.S. Chung）の手紙が、OWI

に届いた。そこには、「偶然にも短波放送局にチューニングしたところ、

驚いたことに、なじみのある言葉で、なじみの声がはっきりとラジオ

から聞こえてきました。それは金ハテ（Kim Ha Tai）でした）」と記さ

れていた。続けて、次のような聴取者の反応も綴られていた。ある朝

鮮人の友人が、ポートランドからモンタナに朝鮮人の知人に会いに

いったところ、朝鮮の農民の多くが、短波放送受信機を購入し、OWI

ラジオ朝鮮語放送を聴取しており、「鍾路の鐘」が人気であると記され

ていた。また、年配の朝鮮人は、英語になじみがないため、朝鮮語番

組のドラマは、孤立感や寂しさをとても紛らわしてくれていると綴っ

ていた（50）。聴取者の手紙は、朝鮮での受信や聴取状況のほか、彼ら・

彼女らの反応を、OWI に伝えていた。

1945 年 8 月 14 日、日本はポツダム宣言を受諾した。15 日には、日

本列島だけでなく、朝鮮半島や台湾島の住民にもラジオを通じて日本

の敗北が伝えられた。このとき、OWI ラジオ朝鮮語放送は、7 本の特

別番組を放送した。すでに 8 月中には、OWI ラジオ朝鮮語放送の継続

も決定しており、米第 24 軍が朝鮮半島南部に上陸する 1945 年 9 月 9

日から週 40 時間にわたって放送することが予定された（51）。日本敗戦

は、OWI ラジオ朝鮮語放送の終了を意味しなかった。 （
二
六
六
）
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おわりに

本稿は、アジア太平洋地域において、OWI が、どのようにプロパガ

ンダを目的とする多言語のラジオ放送を実施していたのかについて考

察し、なかでも、これまで未解明であった朝鮮語放送の実態解明に向

けた基礎的分析を行った。ここで明らかになったことについて、次の 3

点からふり返っておきたい。

第一に、OWI ラジオは、OWI 設立によって新たに開始されたプロパ

ガンダの試みではなく、いくつかの機関がすでに実施していたラジオ

放送の延長線上に存在し、ホワイト・プロパガンダの一環として位置

づけられていたことである。OWI が設立された 1942 年 6 月以前から、

欧州戦線ではナチスに対抗するためのプロパガンダ・ラジオとして

VOA が開始されており、アジア太平洋地域では、日本の真珠湾攻撃を

受けた対日放送として COI ラジオが始まっていた。OWI は、こうした

個別に実施されていたラジオ放送を統合し、1942 年 6 月以降、新たに

OWI ラジオとして開始させた。統合の過程で、米政府機関内では、心

理戦の役割分担をめぐって対立が広がっていた。対立を解消するため

にプロパガンダをホワイトとブラックに区別し、前者を OWI が、後者

を OSS が担うことになった。

第二に、アジア太平洋地域での OWI ラジオに見られる、OWI 自身

の関心の濃淡である。同地域において、OWI にとっての最大の関心は、

言うまでもなく交戦国の日本であった。当初は日本のみへの関心で

あったが、次第に関心への広がりが見られるようになっていった。中

国が、OWI にとって日本に次ぐ関心の対象となった。中国における抗

日活動を支援するためのプロパガンダという位置づけであった。一方

で、植民地朝鮮に関する関心は、おしなべて低いものであった。OWI

は、敵国や同盟国中国、そして日本が占領した地域に対するプロパガ

ンダ・ラジオの重要性を認識しつつも、植民地に対して十分な関心を

有していたとは言えなかった。

（
二
六
五
）
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第三に、OWI ラジオ朝鮮語放送が有する幾つかの特徴についてであ

る。一つ目は、アジアの、どの言語の放送よりも、朝鮮語放送が、総

じて低く扱われていたことである。そのことは、朝鮮語放送を所管す

る朝鮮課が日本部傘下にあり続け、1945 年 2 月になって、ようやく朝

鮮部へと拡大改組されたことからも明らかである。二つ目は、朝鮮語

放送が、朝鮮での布教活動の経験を有する人物を中心に、在米朝鮮人

の協力も得ながら運営されていたことである。三つ目は、朝鮮語放送

では、ニュースとその解説、論評番組が重視され、編成が組まれてい

たことである。ラジオ・ドラマや音楽も放送され、人気を博していた

ものの、送り手としての OWI が力点を置いていたのは、こうした時事

番組であり、その背景には聴取者として知識人に狙いを定める OWI ラ

ジオの戦略があった。

言うまでもなく、本稿は、いくつもの限界を有している。最後に今

後の課題として、次の三点について述べておきたい。

第一に、アジア太平洋地域で行われた OWI ラジオの実態について、

さらに解明を進めていくことである。具体的には、ラジオ番組制作の

プロセスや制作方針、目的のほか、聴取者の反応などが、明らかにさ

れねばならない。

第二に、OWI ラジオが、戦後東アジアにおけるアメリカのプロパガ

ンダと、どのような関係性を取り結んでいたのかを明らかにすること

である。OWI ラジオは、かたちを変えながら 1945 年 8 月の日本敗戦

以後も続いていた。OWI ラジオは、どのように国務省、そして USIA

に引き継がれ、冷戦期東アジアの広報文化外交に資するメディアとし

て転化していったのだろうか。このことを明らかにすることが第二の

課題となる。

第三に、さらに朝鮮語ラジオの実態解明を進めることである。アメ

リカ国立公文書館などでさらなる史料収集を行うことで、番組の具体

的な内容や番組制作プロセスなどの分析をすすめることが、第三の課

題となる。

（
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以上の課題の解明を通じて、アジア太平洋地域における OWI ラジオ

の全貌を解明し、ラジオというメディアで形づくられた戦争の、これ

まで光があてられなかった姿を提示しようとする。そして、その姿が、

どのように冷戦期へと引き継がれたのか、あるいは引き継がれなかっ

たのかに着目することで、冷戦が有する新たな側面を浮き彫りにして、

冷戦と呼ばれた時代を描き直そうとする。ここに、本研究が設定する

到達点があることを示したうえで、本稿を閉じることとしたい。
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